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ご注意 

(1) 本, 1 :: の 内お の 一部、 または 全部 を 無断で 転 《i する こと は. W 〈お断りし ま 

す。 

(2) 本^の 内お について、 将求 j'': リ なしに 変 tfi する ことがあります。 

(3) 本 IF の 内容に ついては //令 を JW して 作成いた しました 力、 バーお り 'お' パ 
^きの 点が ありま したら、 ご dUS くださいます ようお 勑 いいたします。 

(め 迷 川した お * の 8ミ》 について は、 （3滩' にか かわらず 與^ を ひい かねます の 
でご丫 * ください。 



| ~ 冬?^,', を II 本 W 外へ 《 ち,' I', す K の ご ft* 

本 は 「外 W 為 W 及び 外 IfJKWW^ 法」 に' i める ^略 物 W (または 

rm に《 当し ます。 

したがって、 本 K,' B ' ，を 褕,' i', する^^に は 法に 基づく 政府の 
出, iT"f が必 《 です。 



MS-DOS は 米 |fj マ イク 口 ゾフト 朴の 商 はです。 

CP/M, CP/M- 86 は 米 W デジタル リサーチ^の 商標です。 

PO9800 シ リ 一 ズは II 冬 屯^ 株式 仝 社の K,V, です。 

PC-PR シ リーズ は 日本 * 気 会社の 《 縁 商 《 です, 

ESC/P はセ ィ コー エプソン 株式 会杜 のな 標 です。 

IBM は 米 |R| International Business Machines ネ f: のな^ 商標です 
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マニュアルの 使い方 

別冊の 「必ずお^ みください J は、 お^みい たた' けました か？ 

「必ずお^ みください J に は 本 機に 添付され ている 4 冊の マニュアルの 役 别と位 IS 付けに ついて 簡^ 
t ニ说 叫して あります。 まだ^んで いない；/ は一^ してく ださい。 

ここで は、 ハンドブックと ユーザーズ マニュアルの 《 成と 内' おにつ いてもう 少し^し く说刚 します。 

どういう ステップで^ み 進めて いけば 良 いかの 参ち-にして ください。 



ハン トフ ッ ク ^ _ | セットアップ 《 




本拽を w かすた めの ゆ 

KA と^ 小 的な 《作 〃法 



~{> フト ウェア « 



U 本 S Disk BASIC 
や. MS-DOS の * 本 的 
な 使い方 t 注 * 事项 




に 内蔵され ている 

么: s や jg« でさる お;! v 

の 使い方 • 使用 上の 注 



i£ 用 活坩編 



» つてい る と 便利な tf» 
つたと さの ヒン 

など 



ム: t お j にこの^ を 兄ながら、 パソコン を «： うため に Miit 限の 準 
« を します。 

さ らに、 機 w が 故 w したり データが 壞れて しまった りする こ 
t がない よ う に、 的な 枨作 力-法 を^ 解して く ださい。 
« に、 ^めて を 入れる とき は 「ユーザーズ マニュアル」 

の 「1.2 立ち上げのと さの チェック」 のぶ ft も ご "fe ください 0 



パソコン を 切め て 使 ラ〃， あま り 使った ことがない ガ はこの 

ゆ を ご" K になって パソコンの 《 作に W れて く ださい 山 Bli のゾ 
フト ウェア をお 使いになる f-ぷ のお もこの な (を 。なして、 j# 

作 の^ 冬 を^ W してく ださい。 



バ ゾコン について あるお.^^ 解され た 力-、 あるお ^お】 茈 の あ 
るお. それぞれの についても 
う"、 ご くた' さい 0 
また， ハン ド ブックで 说^ していない 
て も お 載され ています。 



s 方法に つ i 



パソコン を 使って いて， 「おやつ」 と . はったり. 「もラ 少しな 
ん とかなら ないかな」 とせ. つたら ぜひお 说 みください。 
二 立 っヒン トが あるか も しれません。 



これら 2 冊の マニュアルの はかに、 ご 使 Hi になる ゾフ トウ エア や ほ 辺 it おの 说 叫? r を 兄 ながら 本 機 を 

ご 使用く ださい。 



III 



マニュアル 中の 記号 



ft 



ユーザーズ マニュアルの 屮 では、 次の ような お'」 を 使って います。 ユーザ一 ズ' マニュアル を^み 進め 
る おに、 これらの ^'ふの 味 をお 1 つてお いて く ださい。 



【ゅ1】 注意 I み としたり ffl したりし ないで 

I くた' さい。 

« 作す る 際に;' にな し な ければ な らな いこと は、 上の ように ポ しています。 24 おが 故 し た り デ一 タ が 
いよ う に' この it.SHWfi は 絶 W に 守って く ださい。 



【例】 Q> 、ード ディ スク アクセス ランプが-;' rt 灯して いる こ と を 確 ぶし ます。 

スィ ツチ を オフに します。 

リ邸1 の 扑垛 CJ) で M つた 'でリ くし た 部 分 は、 《 作み 法 や 接 iiErt:X の说 叫です。 この, ヒリで は' リ i し 
た Wi* に すると、 H 的の 作3£： を' お ir できます。 



【阓 日 

I. のよ ラな 枠で まれた, ヒリ-は、 キーボードの キー を^して います。 キーボード を つて ttfl: をす る 
と さな どに 使います。 

また idl + EJ というよ うにお かれて いる 場 介 は、 0 を 押し下げた まま （F^l を 押す こと をな 

味して います。 



【例】 FORMATdB:〔J] 

I. のよ？ な 杉の 文'； •： （ゴシック 文' ド） は、 キーボードから 入力す る 文 卞ゃー ifri に^^される 文字 を^ 
しています。 

['M/'l (L j) は スペース （や: を 人力す る こと を 意味して います。 スペース を 人力す るに は、 キー ホ' 
一 ドのド の 部分に ある スペース キ一 （横に 細 K い キー） を 押します。 G」j は リターン キー を 押す こと 
を, S 味して います。 

コンピュータ に対して、 命令 を 入力 するとき に 使います。 



【例】 10h 

上の ように、 後に 「hj がつ いた ft 卞は、 16 進 敉 である こと を 想 味し ます。 



ディ ッ プスィ ツチ SW1 1 


ディ ス プレイ 


OFF 


640 ドッ ト X200 ライン 




640 ドッ ト X400 ラ ィ ン 



ヒ のように 表の 中で 一とな つてい る 部分 は、 スィ ツチ Si の I ：埸出 ^ 時の 基本 設定 を * しています。 



目次 



第 1 部 基本 操作 編 1 

細 H 次 2 

第， 章 初めてお 使いになる ときに 3 

1.1 使 111 トの i に £ 3 

1.2 《ち I. げ のと きの チェ ッ ク 5 

1-3 使 川 中の ト ラ ブルの チェ ッ ク 12 

1.4 11 ヒ^ 断棣能 1 6 

1.5 NiCdvUil ！ 7 

第 2 章 基本的な 操作 方法 ]() 

2 . 1 ''Eilft ケ 一 ブル 19 

2.2 力 川 'ぉ冲： コネクタ ~ 21 

2.3 'lii'Si スィッチ 22 

2.4 リ セ ッ ト ボタン^ 23 

2.5 スィ ツチ パネル カバ一 _2fi 

第 3 章 使用す る 装置 27 

3.1 キーボード 27 

3.2 ディ ス ブレイ 30 

3.3 フロッピー ディ スク ドライ ブ -33 

3-4 ハード ディ スク ドライブ ■ 45 

3.", KAM- 十: ード 38 

3.6 フリン^ 71 

3 - 7 RS-232C インター フェイ ス^ 76 

3.8 マウス 90 

3.10 お ぶ* スロット" 99 

第 4 章 ディップ スィッチと メモリ スィッチ 105 

4.1 ディ ッ プスィ ツチ 105 

4.2 メモリ スィ ツチ 109 

V 



第 2 部 応用 活用 編 117 

第 2 部 ^細 I I 次 118 

第 1 車 ハードウェア H9 

第 2 章 ソフトウェア 161 

第 3 章 その他 m 

付録 177 

仕様 一 K 179 

ソフトウェア ノハ一 ドウ エア オプション 1H1 

コ 一 ド表 183 

用語集 204 

索引 212 



VI 



第 1 部 



目次 



3,7 RS-232C インタ一 フユ イス 

RS 232C と は 

する 

賊 

ディ ッ ブス ィ ツチ 

メモ リス イツ チ 

核 《i ケーブルの 例 〜^ - 

通 "み^ 

通 ^パラメータ 

KS-232C コネクタ 

3,8 マウス 

マウスと は 

マウスの! #Ji 

^校 

ジ ヤン/ 《一 ス イツ チ 

ftf ん iiil? フ" セッサ 
JfUftiWW プロセッサ t は 

ftWft'W ブロセ ッサの JR り W け 

メモ リス イツ チ 

3.10 拡^ スロク ト 

拡^ ス o ッ トの 脚 き 

拡^ ボードの JK り 付けみ 法 

拡^ ボー ド の iK り 外し 

お « 

に 1 テ' i ッ ブス ィ ツチ 

ディ ッ ブス ィ ツチ SW1 

ディ ッ ブス ィ ツチ SW2 

ディ ッ プスィ ツチ SW3 

4.2 メモリ スィッチ 

メモリ スィッチ SW1 

メモリ スィッチ SW2 

メモリ スィッチ SW3 

メモリ スィッチ SW4 

メモリ スィッチ SW5 

メモリ スィ ツチ SW6^ 



«1 章 初めてお 使いになる ときに —3 

1.1 WiW 上の -3 

(T?Wf 乂く+ O 



ク リー ニン グ 

移動 • ^送 時の i 'に &点 

1.2 なち 上げの と きの チェ ッ ク 

立ち上げの f 顒 

《ち 上げ 時の 確 ^TWi - 

1.3 使 111屮 の トラブルの チェック - 

ト ラブ ル內 おの 確 i£ 

ト ラ ブル ^卞 時の »^ボ ィ ン ト 

KPSON PC シ リーズ を も う 1 お « つてい る^ か 

1-4 flLi お 断 機能 

1,5 NiCd 屯 池 

*2 章 基本的な 操作 方法 

2.1 ケーブル 

2.2 出力 fH^U ^コネクタ一 
2.3 スィ ツチ 一 
2A リセット ボタン - 

2.5 スィ ツチ バネル カバ 

スィ ツチ パネル カバーの ffl けみ 

CPU スピード スィ ツチ— 

ディ ッ プスィ ツチ 

ボリ ユー ム 

ジャンパー スィ ツチ 

第 3 章 使用す る « 置 

3,1 キーボード —— 
キーボードの 化 ^ 

キーの^ 割 

3.2 ディ ス プレイ 

ディ ス プレイの！ «01 

ディ ス ブレイの 核« と 取り外し 

ディ ッフ & ス イツ チ 

メモ リス イツ チ 

3.3 フロッ ピー ディ スク ドライ ブ 

フロッ ビー ディ スク ドライ ブの «iZi と 

フロッ ビー デ ィ ス ク 

フロッピー ディ スク ドライブの « 作 

フロッピーディスク ドライ ブの W» 

ディ ッ ブス ィ ツチ 

3.4 ハード ディ スク ドライブ 

ハー ドテ' ィ スク ドライ ブの WiS と §tiiY 

取り扱い ヒの 注意 - 

PC-286VF H20/H40 の 
ハー ド ディ スク ドライ ブ 

ハー ド ディスク ドライ ブの JW ぶ 

ディ ッ プスィ ツチ 

メモ リス イツ チ 

3.5 RAM ボ— ド 

RAM ： に- ド 、二 ；; 

ram ボードの wta — 

RAM ホ' 一 ド とゾフ トウ エア— 

m\\ RAM ボー ドの 

ディ ッ ァスィ ッ チ 

3.6 プリ ン タ 

プリンタの 分 HI 



プリンタの^^ 
メモリ スィ ツチ 



0 3 4 



>" 57223567 9 9 12 3 5 5 5 6 6 6 77780 OI 2 23349 2 3 55 6 896688S0 5 01134 5 



章 初めてお 使いになる とさに 



第 1 章 

初めてお 使し 、になる ときに 



1.1 使用 上の 注意 



環境 条件 



1-1 使用 上の; 主 * 






使用 時 


保 ¥ 時 




AC100V±10% 
50/60Hz±0.5llz 




湿度 条件 


10 で -35X: 


5*C-40'C 


iS 度 条件 


20% -80% 


80% 以下 



逢 s 



ia 度 や 《 度が ト. e の範 m であって に 
せん。 お at は 冷えた aw から i« かい 

ので、 s 漱な 化 は 避けて くた 
しばらく 放 K してお いてく ださい。 



ケースお ifii などに お，: K して はいけ ま 
に 移 W したと きな どに おこ ります 
。 結 した 場^ は K が とれる まで 



クリーニング 



i.i « 用 上の 注意 



本体が 汚れたら、 S ら^い 布に 中性 洗劑を 滴らない 程 * に 染み込ませての 
く 拭き取って ください。 ベンジン、 アルコール、 シンナー など は 絶対に 使わ 

ないで ください。 

キー ボー ドの キーの 間 に ホコリ がた まったり、 ^物が 落ちた ^介 は M 除 機 
で 吸い取つ てく ださい。 キーボード は艳 ^ に 分解し ないで くた' さい。 

になります。 



第 ー 章 



-3 



移動 • 輸送 時の 注意点 画 



1，1 使用 上の 注 息 



移動 時の 注意点 



する 机 や 部お を 変えるな ど 

ください。 



本 饯を移 J 力す ると き は 次の こ と を 守って 



輸送 時の 注意点 



秦フ D ッ ピー ディ スクが 神人され ていない こ と を 確^して ください 0 

秦', li 源 を オフに してく ださい。 
• ケーブル Hi を 外して くた' さい。 

• ぶっけたり， 《 としたり しないで ください。 



冬 拽を^ 地に 送す る^^ は I., にの 点に 加えて; 人' のこ と も 守って くださ 



い。 



き フロッピーディスク ドライ ブに保 p « シート を 神人して く た' さい。 

• '、一 ド ディ スク ドライブ を 内； * している 場合、 磁^へ ッ ドのリ トラ クトを 

して ある こ と を 確^して ください。 
秦本拽 をお 求めいた だいた ときに flSii されて いた ffltiffi を 利 川して く た'' さい。 

•、WH の捆 は ftiW' などの ft^SF を' さけに く くす る になって いま 

す。 



第 1 章 初めてお 使いになる ときに 




1.2 立ち上げの ときの チェック 



お J めて アプリ ケ一シ ヨン ゾフ トゃ オペ レー ティ ング システム を ft ち 上げ る 
とき は、 正しく 报作 でき るか ど う か不' なな ものです。 

《ち 上げの一 般的な f-wi と ト ラ ブル 防止の ための チェック 方法 を 以下に 说 



\2 立ち上げの ときの チェック 



立ち上げの 手順 



ケち I. げの 一般的な TUB は 次の よ う にな り ます 



o 




Q} ネ 株の ディ ッ ブス ィ ツチの s 定が、 
使 fll す る ゾフト ウェア や 19 辺お; おで 

fit-ii してい る 状態に なって いる こと 

を 確 i» します。 持に 指示がない 場合 
は^^^ 定 の 状態に なって いる こ と 
を 確^し ます。 



:2;fuy 辺お おと 本 棟の 屯 スィ ツチ を 

オンに して. Uift^^ ランプが 点灯 
する こと を 確 し ます。 
% (V や； « おな どの 常が あ ると き は 
す ぐ に; UiW スィ ツチ を才フ にして^ 
^を 確かめて くた' さい。 核 絞が 丄し 

いのに があった と き は、 お n い 

h げの 阪^ W に iiilS して く た' さい。 




スィ ツチ を オンに すると. ディ 

RAM check: 640KBOk ス プレイの 幽 tfri 左上に RAM チェ 

ックの 状態 を します。 このと き 

内 * の n ビ, 断 プロ グラム が 勤 作 し 
て 本体の チェック をして います。 



Q] 自己 診断が 正' おに 終了す ると ディ ス 
プレイの^ ifii 中夾に 「システム ディ 
ス クをセ ット してく た' さい」 しき 

されます。 

ただし、 ハード ディ スク を^! f 力 川に 

»3:'4i して ある 場合 は. 1'1ビ,，き 断が 終 
f する とすぐ に ハード ディ スク から 
ソフトウェアが、 7： ち 1. がり ます。 

©本 棟の I-. 側の フロッピー ディ スクド 
ライブ （ドライブ 1) に システム デ 

ィ スク <H>i>MiftMS-DOS、 ll^Mi 
Disk BASIC, アプリケーション ゾ 
フ トの システム ディ スク など） をセ 
ッ ト します。 フロッピー ディ スクァ 
クセ スランプが 点灯し、 コ トコ トと 

いうよ ラな が WI えます。 このと さ, 
システム ディ スク から 立ち上げに 必 

« な w 報が^ み 込まれて います。 し 

ばら くす る と ゾフ トウ エアが、 7： ち |'. 

がり、 面が 表示され ます 6 



m i 章 初めてお 使いになる とさに 



立ち上げ 時の 確認 手順 



1.2 立ち上げの ときの チ i ック 



立ち上げ 0 きに:^ おがあった 埸 ft は、 次の 点 を 確^して く ださい。 



1. 屯^ スィッチ を オンに しても niift ii^'< ラ ン プが 点灯 し な い。 



^力 K 示 ランプ 




^^スィッチ 



ファン は |"| つてい ます か？ 
本^ A-:Wifti の iifittU しに T を あてて «i2 し ます。 
冷お i ファン が |"| つてい るのに 屯淞ぉ ポ ラ ン プが 点灯 しないと 

ランプが yj れ ているな どの iflW がち-えられます。 



冷却 フ 
源ケ 
«»ケ 

す。 



ンが |"| つてい ない は 次の チェック を します。 

ブル はしつ かり してあります か？ 

ブルの ij'jffl (の コネクタが しっかり^ し 込んで ある こ と を 確^し ま 



； ケーブルが しっかり * し 込んで あっても ^iSii</j< ラ ン プが 点灯 しない 

埸 ft は 次の チェ ッ クを します。 

屯凇 コン セン ト に 屯^が きています か ？ 

； EiS コンセント に ほかの niWK,V, を 接 *j£ し て 確^ します。 

屯* コン セン ト に^ 51 がきて いる ifi 合 は、 t6 源 ケーブルが 断跺 している か 

本体の 故 W が^ えられます。 



2. 屯 源 スィッチ を オンに しても ディスプレイに 何も^^され ない。 または 
表示が おかしい。 




電^ スィッチ 

撃 ディ ス プレイの; 6凇 スィ ツチ は オンに なって います か？ 
き ディ ス プレイの 凇 ケーブルと 报^ ケーブル はしつ かり 接 絞され ています 
か ？ 

鲁 ディ スブレ ィの ケーブル は jH しい コネクタに^ 絞され ています か？ 
ネ、¥ に モノ クロ ディ スプレ ィの 場^、 ケーブルの コネクタ を デジタル K (； B 
ディスプレイ コネクタに えて ^ 入して いない か 確^し ます。 

き ディ ッ プスィ ツチ SW1-1 のム い, ii が 接 « している ディ ス プレイ と 介って い 
ます か？ 

き ゆ iifii の る さ、 コント ラス トの は 人; I 人です か？ 

ディ ス ブレイの | リ | る さや コン トラスト を^^ しても W も^ ポ されなければ 
ディスプレイ の 故 W が タ えられます。 

3. 断の 途中で ブザーが^ り、 メッセ ーシ 'がぶ^され る。 また、 RAM 

チヱ ックを 640KB までお^ しない。 

fl ヒ診断 核 能の 結果、 体内 »に 異常が 発さされました。 本 «16 ページ 

n.4 れヒ^ 断 《 能」 を 参照して ください * 

ブザー ゃメ ッ セージと その tew は 次のと おりです。 



ブザーの 音 


メッセ一 ジ 


iff 因 




ERR ： R0 


ROM BIOS の與常 




ERR ： RA 


メイン RAM の Kffi 




ERR ： VR 


グラフ イツ ク用 VRAM の 與^ 




ERR ： TR 


タイマ ffllC の 興 常 




ERR ： DM 


DMA コン ト ローラの 異 S 






割り込み コン ト o — ラ の異? R 



ブザーの^ ： ピ （お 杪） ： ピー （約 2 秒） 

VRAM の ^ 常の 場^、 メ ッ セージ は * ポ されない こ ともあります。 
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ハー ト 'ディ スク アクセス ランプ フ a ツビ 一 ディスク アクセス フン プ 



フロッピ一 ディ スク ドライブ のれ 8 も レバー は縱 になって います か？ 

ffW レバーが 縱 になって いない と フロッピー ディ スクを セットした ことに 

なりません。 

ハード ディ スクを Wi つてい る^ ft, ディ ッ プスィ ツチ SW2- 6 が ON にな 
つてい ません か？ 

ディ ッ プスィ ツチ SW2-6 が ON だと ハード ディ スク ドライブ を 使 川で き 
ません。 



5. フロッピー ディ スク アクセス ランプ は 点灯した が、 KAM チェック を 跺 り 
返す ばかりで ソフトウェアが 立ち h がらない。 

、 MS-DOS の 初期 画面 一 

'/ill t » * \ \ ' 

一瞬 表示され る 

そのまま では 本拽 で w 作し ない' ノ フ トウ エアの'， n お 性が あ り ま す。 添付 
のゾフ トウ エア' インスト レー シ ヨン' プログラムの 取扱 说 I リ I お に 從 つ 
てゾフ トウ エアの « き 換え をし ます。 



RAM check XXX KB OK 




6. フロッピー ディ スク アクセス ランプが 点灯した まま いつまでも ゾフ トウ 
エアが 立ち ヒ がらない * 




フロッピー 



リセット ボタン を 押し、 フロッピーディスク アクセス ランプが 泊 えた に 

ft w レバ一 を 横に して フロッ ピー ディ ス クを jr り ,屮, します。 

き フロッ ビー ディ ス クは |に しい ド りさ に セットされ ています か？ 

m 遠って いる * 合 は 正 しい I&I きに セッ ト し nV 丄 ます。 
hi:. しい フロ ッ ピー ディ スク をセッ ト しています か？ 
4^カ のた めの tfffli が A き 込まれて いない フロッピー ディ スク では、'/: ち レ. げ 
る こ とがで き ません。 

ソフ トウ ユアの «ft ；说 叫ぶ: を^んで 小: しい フロッ ピー ディ スクを セットし 
ます。 

，セットし た フロッ ピー ディ ス クの タイ プは ？ 

小 機の 内/ « フロ ッ ピー ディ スク ドライ ブで使 川で き る フロッ ビー ディ ス ク 

は 2HD と 2DD の 2f*Hi です。 はかの タイプの フロ ッ ピー ディ スク でない 
か 確^し ます。 

» 本 体 に i お 付の H 本 JftDisk BASIC の システム ディ スクを セットして 立ち 
上げて みます。 B 本 SDisk BASIC が 立ち上がれば 本体の 故 W ではなく、 
セッ ト した フロッピー ディ スクに が ある とタ えられます。 



7. フロッピー ディ スクを セット している にもかかわらず 「シ 
クを セットして ください」 と 表示され る。 



ス テム ディ ス 



【システム ディスク をセッ ト してく ださい】 



メモリ スィ ツチの SW5 で 立ち上げ 装置 を ハード ディ スク ドライブえ 
設定して いません か？ 




* 1 章 初めてお 使いになる ときに 



ディ ッ プスィ ツチ SW2-5 を OFF にして リセット ボタン を 押して 離し ま 
す。 枝^され ている すべての ディ スク ドライブ を に 兄て、 オペ レー テ 
ィ ング システムの 人って いる ディ スク からな ち 上がり ます。 

上記 を 確^しても 《ち I-. がらない 埸 ^ は、 本 機が 故 W とち-えられます。 

8. ソフトウェア は^^にな ち I. がった 力、 カレンダ 汁の II H "や 時钊、 ま 

たは メモリ スィ ツチの 頭がおかしい。 
• XiCd Ui 池 は： fcTE してあります か？ 

本 機 は 允 ;t a の xicd ； g 池 を 内; as しています。 NiCd vuaa は カレン ダ時, 
や メモリ スィ ツチの データ を ^« しています。 本拽 をお n い I. げの め: 後 や、 

K 期 抑 使 Ifl し な かった 場合 は NiCd ； 6 池が 放 « している si 能 性が あ ります。 

^ . 1 ： 门. r> NiCd ^ittJ を^ 照して、 NiCdnii 也 を してく ださい。 
I- 分な 時 i»i 光 しても、 カレン ダ時, ii- や メモリ スィ ツチの w (がおか し い 場 

は、 NiCd 池のお 命が 米た とタぇ られ ます。 NiCd ;t 池 を 交換して く だ 

さい。 ヽ に (i 屯 池の 交換 はお n い I. げの 阪^, リ またはお 近くの ェプ ゾンサ 
一 ビス センター にご fl し; ください。 



1.3 使用 中の トラブルの チェック 

1.3 使用 中の トラブルの チェック 

& トラブル 内容の 確認 ■■■■^■■■■■■■■■■■■■■i 

本 機で 使 w できる ソフトウェア、 は】 辺^: おに はさま ざまな ものが あり、 使 
w 中に ％ ^する ト ラ ブルに ついて ひとつひとつ 说 叫す る こ と はでき ません。 

まず、 次のようにして、 ^'i: した ％fe が 上の ミスで ない こと、 お^ H: 

が ある こと を 確 ig してく ださい。 



[トラブルの 《 生] 



と, « 用して いも ソフ トウ エア や w 辺 の^ぶ、 «作 〃法に 4 ちがい 

がない か を 確^し ます。 次 ページの r トラブル？ £'1-： 時の 確^ ボイ ント 」 と 本 
»»2« 「お Ji ！活川 も^ タ にして 〈ださい。 



ま ちがいが あった 



ま ちがって いる 点 を^ 止して， も 
ラ いちど 操作 l ます • 



ま ちがい はなに 



に ま ちがいが な くても、 
いちど 岡 じょうに 操作して くださ 

い o 



1 








1 1 トラブルの 性 あり 
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コンピュータ 本体 • ディ ッ プスィ ツチの 確^ 

ディ ッ プスィ ツチ は 本 機の 勦 作 状態 を 設定す る スィッチです。 ^'おは^ 本 
設定で J 力作し ますが， ゾフ トウ エアに よって は ディ ッ プスィ ツチの 設定 を 

変 It する 必要が あります。 また、 ^辺 装; R を 接 絞す る^ 介 も ディップ スィ 
ツチの 変お が必荧 になる ^合が あります。 



CPU スピード スィ ツチの 確^ 

ゾフ トウ エアに よって は コンピュータの クロック スピードに 依む: している 
も のが あ ります。 ま た、 CPU の クロック ス ピー ドが逨 す ざると ソフト ゥェ 

ァゃ |« 辺^お の W 作が ill い 付かずに エラ一 をお こすもの が あ ります。 この 
よ う な^^、 ソフト ウェア/ハードウェア ライ ブラ リーで 指定して いる ク 

口 ック スピードに CPU スピード スィ ツチ を 合わせます。 



メモリ スィ ツチの ^定 

データ 通もミ をす る 場合、 ハードディスク ドライブ. ^^フロッピー デ イス 

ク ドライブ、 プロセッサ など を 使？ に は メモリ スィ ツチの 変 

お が 必《: になる こ とがあります。 メモリ スィ ツチの a 定の変 お や 確^ はゾ 

フト ウェア I. で、 コ マン ドゃ プログラム によって します • 

本 機に 添付の n ^ m Disk basic の ユー テ イリ ティブ 口 グラ ム 

rBMENUJ を 使う と简 に 変お できます。 

なお、 変お した メモリ スィ ツチの tfi は ディ ッ プスィ ツチ SW2-5 を ON に 
して リセット を 行う 力，、 一度 * 源 を 入れ iK さない とも 効に なりません。 ま 
た、 ディ ッ プスィ ツチ SW2-5 が OFF になって いる と、 メモリ スィ ツチの 

m は 鬼 に システム isriWi に なります。 



ソフトウェア •《 作み 法 

% 在巿 版され ている ソフトウェア は * 常に ^機能に なって おり、 鶴り J' 法 

も « 雑に なって きています。 ゾフ トウ ヱ ァの枨 作说 叫? F を 参照して、 操作 

のまち がいがない こと を 確^し ます。 



•t»s の 設定 

モデム や プリンタ など は ソフト ゥヱァ 1-. で 機 ff の 設定 をす る 必要が ありま 

す。 接 絞して いる IS) 辺 装 S がゾフ トウ エアの 設定と 合って いるか どうか 確 

認 します。 



13 



秦フロ ッ ビ一 ディ ス ク 

使 している アプリケーション ソフ 卜の システム ディ ス クが才 リ ジナル の 
システム ディ スク から パック アップした ものである 埸合 は、 ォ リ ジナル の 
システム ディ スクを 使って 操 作 してみ ます。 

周辺 装置 秦 i,yiiiii;s の ttjfi 

Ifl 辺 34;K によって は 使 》ll できる コンピュータが; されます。 使 川して い 
る W 辺^; 7i がゾフ トウ エア/ハードウェア ライ ブラ リーに ,ヒ« されて いる 
のか どうか 確^し ます。 

秦 w 辺 のスィ ツチ 《i の 

^辺^; K によって は、 《 ^する コンヒ ユー タ. W 辺 の ^ 作 状態に よつ 
て スィッチ W の^' 4： が 必定になります。 また、 インターフェイス ボード を 
つ て《 絞す る もの は インターフェイス ボー ド の^' 4： も 確^ します。 

• 接 *ft 状態 

^^ケーブル、 ； 6« ケーブルが まちがい なく、 しっかりと 取り付けられて 
いる こと を 確^し ます 3 また、 インターフェイス ボード を 使う 埸 0 は、 丄 

しい *'ふ の スロッ ト に itft している こ と も 確^し ます。 



w 辺^; おによ つて は、 ただ 极^ する だけでなく ソフトウェアで を 使 川 
する ための が必' おになる 場 ^ があります。 また， ハードディスク ドラ 

イブ は フォー マツ トを しなければ 使えません。 ゾフ トウ エアの 定ゃ « 作 
み 法に ついて 確^し ます。 

ぎ I： した ^1*が《 作 や >Si のまち がいで はなく、 WMWt: の ある トラブルで 

ある こ とが 確^で きて に この 段^で は トラブルの I お w が 本 機の 側に あるの 

か、 それとも ゾフ トウ エア や ほ 辺お;!？ にある のか わかりません。 はかの コン 
ピュー タを 待って いる 場 ft はさら に 次 ページの よ うにして ト ラ ブルの isiM を 

絞り 込んで みて く た' さい。 



第】 章 初めてお 使いになる ときに 



EPSON PC シリーズ をもう 1 台 持って いる 場合 



1-3 使用 中の トラブルの チェック 




は かの EPSON PC シ リー ズで I'iJ じょ ラ に说定 して 
«ft: してみ る 


M じょうに 




同じ S 象が «こ る 


01* に »< 



2 台の コンピュータで M じょ ラ に 
栈 作して M じ が^これば 
KFSON PC シリーズ 特ィ1 の ^担 
か、 ソフトウェアの 小 Uft、 ttfV 
ミスが タ えられます。 



エプソン PC インフォメーション 
セ ン ター または K 品の た^ 社へ 
お問い合わせ ください j 



お « ちの 冬 棣だ けにお こ る Wfe で 
あれば、 の 故 P* が * えられ ま 
す。 



お R い 上げの IR 充 1£、 またはお 近 
〈の エプソン サービス センタ 一^ . 

お 間 い 介 わせく ださい。 



自 己 診断 機能 



屯». を オンに する と、 本 体 内； s の n ヒ^ 断 プログラム によって 本体 内部の 
ハー ドウ ヱァの 状態 を^ 断し ます。 

り已^ 断で 興 常が ％ 兄され た 場合 は、 次の よう に ブザー s- とメ ッ セージで 
k 常 を^ら せます。 

なお、 VRAM ，に:/？ 常が タも'ト： した 合 は、 ブザー 音の みで、 メッセージ は 
* ポ されない こ と もあります。 



ブザーの 音 


メッセージ 


Ji 因 




ERR ： R0 


ROM BIOS の * 常 




< 
a: 


メイン RAM の 




ERR ： VR 


グラフィック HI VRAM の 異常 




ERR ： TM 


タイマ ffl IC の 興 * 




ERR ： DM 


DMA 3 ント d — ラの興 常 




ERR ： IR 


W り 込み コント o — ラの與 常 



ブザーの fV ： ピ （約 0.5 杪） ： ピー （約 2 杪) 



また， ユーザー メモリ についても チェック を 行います。 

ユーザー メ モ リ に して 128KB ごとに リー ドア フタ ライト チェック （》 き 
込んだ データと 说み 出した データが M じか どうかの チェック） を 行い、 チヱ 
タ クの 結果が 正常な 範囲 を 表示 し ま す。 

RAR チェ ッ クの結 *、 が^' I-: し た 場 介、 そ の 時点で RAM チェック を 
終了し ます。 したがって、 RAM チェックが 640KB まで 行かずに 終 f した 場 
合 は ユーザー メモリに %貧, が mi された こと を S: 味 します。 



以上の ような ％fe がタき 生した^^、 お H い 上げの Bib'a>i またはお 近くの ェ 
プ ソン サービス センター にご 相^く ださい。 



次の^^は、 RAM チェックが 640KB まで 行われなくても 異常で はあり ま 
せん。 

• ディ ッ プスィ ツチ SW3-6 が ON になって いる 場合 
ディ ッ プスィ ツチ SW3-6 は ユーザー メモリの 一部 （128KB) を 切り離す 
スィ ツチです。 ディ ッ ブス ィ ツチ SW3-6 が ON のと き は、 RAM チヱ ッ 
クが 512KB まで 行われれば 正常です。 



第〗 章 初めてお 使いになる とさに 




1.5 NiCd 電池 



本 機 は NiCd ;Gi 也 を 内^ しています。 この', t 池 は 内; S 力 レン ダ時, 汁 と メモ 
リ ス ィ ツチの データ を 保 キ年 する ための ものです。 
カレン ダ時 w 叶の II 時が くるって しまうよう な 場合 は NiCd ； E 池が 放 し た 

と ^えられます。 NiCdUi 池の 允'ぉ を ir つて く た' さい。 



• ■t^-ViJc ： スィ ツチが オンのと きに 充^され ます。 

本機 を 使 hi していれば n 然に充 * されます。 

秦充 « 時間 ： 完全 放 « し た 状態 か ら满 充電に なる ま で 約 50 時 IH です。 

NiCd « 池 を ] 時 BB 充電す る と 、 約 50 時 問 カレン ダ時 It と メモリ スィッチ 
の データ を 保持します。 したがって、 ^機 を 1 I ぃドぉ J で 約 30 分 ほど 使 川して 
いれば 內《 カレンダ 時,, 汁 や メモリ スィ ツチの データ は JR に 保持され ます。 

十分な 時 ii:i;e* を 人れ ておいても カレンダ 時 針の n 時が く るって しま う と 

さは； 6 池のお 命と タぇ られ ます。 NiCd 屯 池 を 交換して く ださい。 

； e 池の 交換に ついてはお n い 上げの ub'dWi' またはお 近くの エプソン サービ 
ス センター にご 扣^く ださい。 




第 2 章 基本的な 操作 方法 



第 2 章 

基本的な 操作 方法 



2 . 1 電源 ケーブル 



入力 «^ コン セン ト 




アース 《 子 

コン セン トに アース 
； « 子が ついてい ると 

さは， アース 《 を は 
« する。 



Hiift ケーブル を は '«[ する ii? に、 次の 点 を 確 a してく ださい。 
'•tiilft ス ィ ツチが オフに なって いる こ と。 

'フ ロッ ビー ディ スク ドライブに フロ ッ ピー ディ ス クゃ f ん通シ 一 ト がセ ッ ト 

されて いない こ と。 



また、 ',ぬ&： ケーブルの « 絞の 際 は、 次の 点に^ をつ けて ください。 

vU* ケーブル は^の コン セン ト に ift 接 して、 テーブルタップ は 使わな 

いでく ださい。 

タコ足 fit! 跺 になる と 十分な が 供給され ず、 ^作! *カ の ISiW とな り ます。 

また コンセント が 加熱す る 能 性が あ り 、 /£ 険 です。 



注意 本槻を する コンセントと M じ 系統の コンセントに 冷; *ゅに iitiffi 機、 ク 
一 ラーな ど ifitS 屯 力の 人き い 屯お K 品 や モーター を 使った 屯^ 製ん' I を桉 
し ないで く ださい。 これらの K 品の 屯 源が オンになる ときに コンセントの 
屯 II： が 卜' がって 本 機が^ 觔作 する ことがあります。 また、 安全の ためにで 
きる た' け アース をと つてく ださい。 アース をと ると^ 屯' K 故 や、 落' おによ 
る 装^の 破 «i を 防 ざます。 アース 線 は^ のお それの ない^ 所に 接 絞して 
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ください。 コン セン トに アース 端子が ついている^ 合 は そこに アース 線 を 

抟^ すると 良いで しょう。 



2.2 出力 用 電源 コネクタ 



本体 背面に は 出力 用 *® コネ クタが 2 m あ り ま す。 

n\ )) mm^ コネクタ は 本 機で 使 hi す る 周辺 装お の 屯 源 ケ 一 ブル を^ 絞す る 

ための コンセントで、 本 機の tgift スィッチと 迚$ 力して います。 W 辺 の'' U 
源スィ ツチ を 常に オン にしておく と、 本 機の^ 源スィ ツチの オン/オフに 迚 
！ I 力して は i 辺 装 K の 屯 源: もォ ン / 才 フ される ので 大 利です。 




。 接^す る 



辺 装 K の ifitt 屯 力が 300W を 趣えない ように 注意して ください • 
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電源 スィッチ 



3E 



スィ ツチの オン Z オフ は コンピュータの |"| 路 ( ： ； t '八 的 な 術お をリ. えま 

す。 を オフに してから オンに する までに は 少なく と も 5 杪 fi! ^の iwfti を 
開けて く ださい。 



く 窀《 スィッチ • オフの 状, お〉 



く^^ スィッチ 'オンの 状^〉 





注意 



屯 源スィ ツチ を オン/オフ するめに. 次の 点 を 確^して ください。 

スィ ツチ オンの 前 

• フロッピー ディ スク ドライブに 保護 シート や フロッピー ディ ス クがセ 
ット されて いない こと を 確 ^ してく ださい。 
参 屯 凇スィ ツチ オフの 

が している こと を 確^して ください。 
• フロッピー ディ スク ドライブから フロッピー ディ スクを 抜き取つ てく 
ださい， 

• ハー ド ディ スク ドライ ブを内 《 し ている 場 介、 磁^へ ッ ドの リ トラ ク 
ト を 行 つ た こ と を 確^ し て く ださ い A 



»2 章 * 本 的な 操作 方法 




リセ ッ ト ボタン を 2〜3 お' 押して 離す こ とに よ "、 UiW. スィ ツチ を«(1： せ 

ずに コンヒ ユー タの状 想 を', li^ を才ン にした め: 後と w じ 状態に でさ ます。 こ 

のよう な 状 S8 にす る こ と を 「リセット する」 といい ます。 

リセット は、 ftuii 屮の コンピュータの' を をい つたん 才フ にして， もう 
いちど オンに する のと M じこ とです。 しかし リセ ッ トは 屯凇 スィ ツチ を报作 
する のに 比べ、 ；乂' のよ ラな メリ ッ ト があります。 



秦 コンビ ユー タ 本体に «效 的な ft 扭 がかから ない 
ui* スィ ツチ を オン/オフ する^ ^、 冬^に ni'A 的な （uii. を かけない よ う 

に 5 抄 脚 程度の MHI を 開けなければ な り ません が、 リ セ ッ 卜の 場合 はリ セ 
ッ ト ボタン を 押 し て 離す だけです。 
• フロッ ビー ディ スクを 抜く 必' おがない 

； Eift を オン/オフ する フロッピーディスク を 抜いて おかないと、 テ" 
ータが 壞れ たり、 フロッピー ディ ス ク ドライブが 壞れ るお それが あ り ます。 
これに^して リ セ ッ ト の^^ は フロッピー ディ スクを セットし たままで か 
まいません。 

次の よ うな 場合に リセ ッ トを 行います。 

拿^の プログラム を 使 うため に オペ レー ティ ング システム を 変えなければ な 
らな いとき。 例えば Disk BASIC から MS-DOS に 変える ときな ど 

會 プログラムが 暴 >£ (キーボードからの 入力 を 受け付けず、 でたらめな^^ 



を 行って いる 状態） したと き 



リセ ッ トは コンピュータの; 6凇 スィ ツチ を オン/オフす るのと M じょ う に 
コンピュータ を^ 期 化する ための 梭 能です。 したがって、 リセット を 行う 

と 屯^ を オフし たの と じょうに メモリ 中の テ"一 タ は irt えてし まいます。 
リセット をけ う ifi に 必《: なデー タは フロッ ピー ディ ス ク な ど に 保^ し て く 
ださい J 
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2.5 スィッチ パネル カバー 



スィッチ パネル カバー 



スィッチ パネル カバーの 開け 方 



^体 liijifti に はスィ ツチ パネル カバーが あり ます。 
スィ ツチ パネル カバー は カバー 右-卜' のつ まみ を ドに 押す と 開きます。 

スィ ツチ パネルに は CPU ス ピー ドス ィ ツチ. ボリューム、 シ' ヤン パースィ 
チ、 ディ ッ プスィ ツチが あります。 




CPU ス ビー トス イッチ 



ポリ ユー ム ジャンパー DIP SWI DIP SW2 DIP SW3 



EM 



i 




DIP SW と ジャンパー はェ H 出荷 時の 投定 です。 



CPU スピード スィッチ 



スィッチ パネル かく— 




1' II 
1 IJI1 



は CPU に クロック ス ピー ド 12MHz で勳 作す る i802 _ 
ています。 クロック ス ピー ドは CPU ス ピー ドス ィ ツチで 3 に 切り換え 
られ ます。 クロック ス ピー ドに つて 窀 iS^ 示 ランプの 色 が 変わ り ますので 
在の クロ ックス ピー ドが一 H で わかり ま す。 

クロック ス ピー ドは コンピュータの^^ ii 度 を 決める も ので、 12MHz に 

したと きに W も 速度が なくなります。 しかし、 ソフトウェア や WiZ134: おによ 

つて は 持定の クロ ック スピードで しか 正？ R にが J 作し ない ものが あ ります。 そ 
のために クロック スピードが 切り換えられる ようになって います。 通常 は 12 

MHz に セットし ます。 



クロック ス ビー ド 


霄源 表示 ランプの 色 


6 MHz 


赤 


10MHz 


オレンジ 


12MHz 


綠 




\2MHz 6MHz 
10MHz 
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注意 



クロック スピードの 変 it は^ iSi が オンの 状態で もで きます。 
たた' し、 RS-232C インター フェイ スで データ 送 中 は クロ ッ ク ス ピー ドを 
変えないで くた' さい。 送 スピードが 途中で 変わって しまうた め、 データ 
送が 止: 泞; に 行 われません。 パソコン jifiU サービス などで 1"1 線 を《統 して 
いる^^ は データ 転送 屮 でな くても クロック ス ピー ドを 変お しないで く だ 
さい。 



ディップ スィッチ 



2 5 スィッチ パネル カバ一 



ボリューム 



スィ ツチ パネルに は 8it の ディ ッ プスィ ツチが 3 つ あ ります。 ディ ップス 
ィ ツチ は >M» の Wrt: 状態 を说定 する スィ ツチです。 

ft ディップ スィ ツチの 機 fi ヒ について は 「35 ■» な ディップ スィッチと メモ 
リ スィ ツチ J を^ 照して ください。 



スィッチ パネル 力 パー 



内/ « スピーカの ffW. を^^ します。 




スィッチ パネル カバ一 



ジャンパー スィッチ 




ジャンパー スィ ツチ は マウスの 割り込み レベル を^^ します。 jtfi; おは^ 本 

の 状態で Willi します。 
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第 3 章 使用す る 装置 



第 3 
使用 する 装置 



3.1 キーボード 



キーボードの 接続 



I キー ポー ド 



本饯の キーボード はね +： と 分離した セ パレー ト タイプです。 



キーボードの fcifti に は、 折りた たみ 式の 脚が あります。 脚 を^ こす か、 fr^l 
すかに よって、 キーボードの W 斜^ lit を ぷけ さで きます。 




M を 45 こす 力、、 倒す かによ つて 2 通り 
の 角 * を 《 ぺ ます。 左右と も 岡 じ位隱 

に 1ft 定 してく ださい。 




キーボードの ケーブル を 下 M のように 本^^^ の キーボード コネクタに 接 
絞し ます。 



キーの 機能 は 使 IH する 才ぺ レー テ ィ ング システム や アプリ ケ一シ ヨン ソフ 

卜に よって 違います。 ^細に ついては 使 出する ソフトウェアの 操作 说 叫, 1 !"' を 
参照して くた' さい。 ここで は 一般の 文'?: キーに ついて、 キーに 印刷され てい 

る ！ e '4 1 人力され る 文字 t の 脚 係 を 説 w します。 




キー を 押し込んだ 状© 

二の キー だけ を 押す と A が 入力され ます 



一 を 押した まま、 二の キー を 押 



すと a が 入力され ます。 
• キ一 を 押し込まない 状 » 

二の キー たけを 入力す ると a が 入力され ま 
す。 

[ — ' J| キ一 を 押した まま， この キー を 押す 
と a が 入力され ます。 




キー を 押し込んだ 
二の キー を 押し ま 



す， 



[ ― j] キ一 を した まま、 二の 
キ一 を 押し ます* 



この キーた' け を 押します。 



1^3 キ 一を 押し込んだ 状 想で 




^ M キー を 押した ままこの キ 



条 



pJl キ一 を 押し込ん た' 状 ^ で こ 
の キー を 押します。 



»3 車 使用す る 装置 



リ ピー ト機 有き 文字 キ一 を 押した ままに している と、 同じ 文字が^ 絞して 入力され ます。 

こ の 機能 を リピート 機能と いいます。 0 . 4 秒 以上 キ 一を 押し 統け ると 0 . 04 秒 問 
で iHfeE して 文' ？: が 人力され ます。 この 文字 入力の 速さ は、 使 川す る ソフト 
ウェアに よって 変わります。 



N キー ロール オーバ 押した キー を k す riJi に 次の キー を 押してに 次の キーの 文'?: が 入力で き ま 

す。 この 機能 を N キー ロール オーバと いいます。 タイプ スピードが 逨 く て M 
の キーが おる i?i に 次の キー を柙 したと しても 文'; が ける こ と はあり ません。 



3.2 ディスプレイ 



ディスプレイの 種類 



3.2 ディスプレイ 



在 山 されて いる CRT ディスプレイ に は アナログ RGB ディ ス プレイ、 
デジタル RGB ディ ス プレイ、 モノクロ ディ スプレ ィの 3f>E«i が あ り ます。 

本 棣には どの ディ ス プレイ も 接 絞で きます 力、 一般的に 使われる の は アナ 
ログ RGB ディ スプレ ィ です。 



デ 



ナ ログ RGB 



アナログ RGB ディスプレイ は） t の 3 W 色 （ふ (Red), ii (Green), な 



• 、 



C V ノ乂 I I 



mm を i6 は!^ に' 4 ; える こ とがで 



(Blue)) の それぞれの 明る 
き、 このお I み 合わせで 4096色 (16x16x16) を^ ボ します。 本 機で 使 川す る 
とき はこのう ち I6Ci を M 時に お^する ことができます。 



'-' ジ タル RGB 



デシ' タル RGB ディ ス プレイ は 光の 3 1ぉ色 を «1 み 合わせる こ とに よって 8 
示す る ことので きる ディ ス プレイです。 



ィ 



1 色し か できない ディスプレイです。 色 は， グリーン、 アンバー ィ 
ロー、 ホ ワイ ト などが あり ます。 



参考 



それぞれの ディ ス プレイ に は 解 fSK'S: が 640 ドッ ト X200 ラ ィ ンの標 ゆ ディ ス 
プレ ィ と 640 ド ッ ト X400 ラ ィ ン の,: 解^^ ディ スプレ ィ が あ ります。 標 ゆ 
ディ ス プレイで は を お^する こ と がで きないた め、 通 タ; は 640 ドッ ト x 
400 ラ ィ ン のな 解 像 ディ ス プレイ を 使 川します。 



参考 ■ CR 4000 は 640 ドット X400 ラインの, な 解像^ アナログ RGB ディスプレイで 
す。 
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ディスプレイの 接続と 取り外し 



3.2 ディスプレイ 



接続 



E*» と ディ ス プレイの 源 を オフに します。 

0 ディ スプレ ィ を/ Kf- でしつ か り し た 台の ヒ ま たは 本 機の h に; S き ま す。 
| ディ ス プレイの 核-絞 ケーブル を桉^ します。 ケーブルが ディ ス プレイ に |ほ 
定 されて いる もの は ケーブルの 光の コネクタ を、 ディ ス プレイ と 別にな つ 
ている もの は ケーブルの一 -ガの 端の コネクタ を 本 機の ディ スプレ ィ コネ ク 
タ に^^します。 ディ ス プレイの HiHi によって コネクタが 違う ので 注意し 
てく た' さい。 ディスプレイに lfl'4i されて いない ケーブル は、 もう 一力の? S;' 
の コネクタ を ディ ス プレイに します。 コネクタに ネジ がつ いてい 
^は 必ず 令 部の ネジを 締めます。 



号 ケーブル 



ディスプレイ 
電源 ケーブル 

本体 電《 ケーブル 




アナ a グ RGB ディ ス プレイ 

コネクタ I コネクタ 

デジタル RGB ディスプレイ 用 コネクタ 



ピ门 ディ スブレ ィの niW: ケーブル を' お^ 川; UiSi コン セン ト、 または 本^^ iAi の 

出力 用 * 源 コネ ク タ に 接 « します。 出 力 用 電源 コネ ク タ に 接 練す る 場合、 

ディ ス プレイの; UiK スィ ツチ を 常に オン にしておく と、 本^ の^ ilfi スィ ッ 
チの オン/オフに 從 つて ディ ス プレイ の' も才 ン /オフされ るので 大変 
便利です。 
機の^ 淞 ケーブル を 接 Ift します。 



これで ディ ス プレイの 接 絞 は 完了です。 校いて ディ ス プレイの 状態 を 
•»! 整し ます。 



_ ディ ス プレイの を才ン にします。 

0 ディ ス プレイ 上に rtifti が ％ れたら ディ ス プレイの 咪度 ボリューム、 コ 

ン トラス ト •SS ボリ ユー ムを 調^して Pi 而を乂 やすい 状態に します。 I も lifri 

が SL れ ている^ 合 は、 このは かに ホギ 同期、 承 Klii] 期な ど を ディスプレイ 
の 取扱 说叫^ に 促って 調整 します。 



取り外し [E 本 機 と ディスプレイ の^ 源を才 フ にします。 

(D ディ ス プレイの 源 ケーブル を^ 源コン セン 卜から 抜きます。 
© 本体 背面の コネクタから ディ ス プレイの 接 絞 ケーブル を 外します。 

3.2 ディスプレイ 




ディ ス プレイに^ 係す る ディ ッ プスィ ツチ は、 ディ ッ プスィ ツチ SW1-1 と 
SW2-3/4 です。 

ミ 主意 I ディップ スィッチの 設定 は 76 源 を オンに するとき に^み 込まれます。 設定 

I の 変 は、 必ず を才フ にして 行って ください。 

ディ ッ プスィ ツチ ディ ッ プスィ ツチ SW 卜 1 は 本棣で 使 Jlj する ディ ス プレイの WfftlJt に 合わ 

SW1 " 1 せて 設定し ます。 



ヂ イッブ スィッチ SW 卜 1 


| ディスプレイ 


OFF 


| 640 ド ッ ト X200 ラ ィ ン 




| 640 ドッ ト X400 ライン 



ディ ップ 

SW2-3/4 



ディ ッ プスィ ツチ SW2-3/4 によって、 力 時の rtifti のお ホ irft と， お^ 文 

ひ: ft を 変 Oi する こ とがで きます。 







「 OFF 


ディ ップ スィッチ SW2-3 


80 文字/行 


40 文字/行 


ディ ッブ スィッチ SW2-4 


25U / 湘 


20 行/ IMS 



»考 ■ MS DOS の i« 合, 



メモリ スィッチ 



に 80 文ネ X25 行になります。 

3.2 ディスプレイ 




メモリ スィッチ SW3 - 6 に よって、 H 本^ Disk BASIC ま たは H 本, ift MS- 
DOS を * ち 上げた ときの テキス トー i おの 文' ドの色 を 変える こ とがで き ます。 



SW3-6 



Mffi 




テキスト の 文'?: を h でお ボ します。 （システム 設^ dft) 



テキスト iffiiifii の文卞 を^でお^ します 



； 主意 ■ メモリ スィ ツチの 設定 を 変えた と き は、 かならず ディ ッ プスィ ツチ SW2-5 
を ON にして、 リセット してく た' さい。 
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？ R3 章 使用す る 装 雲 




フロッ ピー ディ スク ドライ ブに フロッ ピー ディ スクを 神人し、 ^脫 レバー 

を^に すると、 フロッピ一 ディスクが Mfc します。 

データの^ みおき は 磁^へ ッ ドが フロッピー ディ スクの I'. を 移！ S 力して、 デ 

ィ スク ifti に して 行 います。 

磁^へ ッ ドが データの^ み？ F き を 行って いる と き は フロッピー ディ スクァ 
クセス ランプが 点灯 します。 アクセス ランプ 点灯 中 に; E 源 をォ フ にしたり、 
フロッ ピー ディ ス ク を 取 り ,屮, す と 、 磁' A へ ッ ドがフ 口 ッ ピー ディ ス ク を慯っ 

ける 可能 きがあります。 また fti つけな いまでも、 データが if. しく？:: き 込まれ 
ないた めに 後で データが ^めな く なる'， ffigrt が あ ります。 フロ ツビ一 ディ ス 
ク アクセス ラン プ 点灯 屮 は 絶対 に 屯凇 を才 フ にしたり フロッピーディスク を 
取り出さないで ください。 
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フロッピ一 ディスク ドライブ 



フロッピーディスク 

フロッピ 




アイス クの 種類 フロッピー ディ スクは 大きさで 分ける と 3W:« が あり、 3 ヒ録 でき る データ 

W によって さらに 何械類 かに 分けられます。 それぞれ について、 下^の よう 
な 呼び ガ があります。 

本 機の 內; K フロッピー ディ スク ドライ ブで使 川で き るの は 5. 25 インチ マイ 
クロフ ロッ ピ 一ディ ス クの 2HD ま たは 2DD (MD2HD ま たは MD2DD) で 
す。 5.25 ィ ンチは 通常 5 インチと ^おされ ま す。 本, やで も 5 インチと お, ヒ し 
ています * 



参考 



r\ 大きさ 
データの 量 


3.5 インチ 
マイクロ 
フロッピーディスク 


5 インチ 
ミニ フロッピー 
ディスク 


8 インチ 
フロッピーディスク 


320KB 




MD2D 




640KBC720KB) 


MF2DD 


MD2DD 




1.2MB(IMB) ！ 


MF2HD 1 


MD2HD 


FD2D 



この A で、 同一 の フロッピー ディ スク でも, ヒ« でき る データの W: が 1. 2MB 
と 1MB というよ？ に 2 (あるの は、 フォー マ ッ ト形 式の 遠い によ る もので 
す。 

MI)2IID や MD2DD な どの 2i!''J の, £ 味 は- Hft 的に 次の と お り です。 



MI) HI) 



I 



—トラック 密^ を^し ます 

D ： Double track (fff トラック） 

'm)J\U\ 1 ィ ンチに 96 ト ラ ッ クの 密^です。 
S ： Single track トラック > 
} f-Wj\U\ 1 ィ ンチに 化 ト ラ ッ クの 密^です。 

W かれて いない^ 介 も あり ます。 

例 ： FD2D 
?! "'き 込み 密度 を 表します。 

H ： High density (お * 度） 

D ： Double density (はぜ^) 

S ： Single density (単 密度) 
さ F き 込み ifii (サー フェイス） ft を^し ます。 

2 ： Double sided (i^ifri) 

1 ： Single sided OVifd) 
フロ ッ ピー ディ スクの 人き さを^し ます。 

MD ： Mini-floppy disk ( 5 インチ） 
(M だけの こ と も あり ます。） 

Mr ： Micro-floppy disk(3.5 ィ ンチ） 

FD ： Floppy disk (8 インチ） 



»3 章 使用す も 装置 




フロッ ピー ディスク フロッピー ディ スクの 取り扱いに ついては 次の 点に; お, S してく た' さい。 

の 取り扱い 

鲁 フロッピー ディ スクの 磁性 而には 手 を 触れないで くた' さい。 
フロッピーディスクの 磁忭^ に 指紋 ゃ胎. ホコリ がっく と ,1:: き 込み や^み 

取り エラーの teW になります。 

W に 5 インチと 8 インチ フロッ ピー ディ スク は、 ジ ャケッ 卜に アクセス ホ 

ール （磁 H ヘッドが データ を^み?！: きする ための 穴） が 開いて いて、 磁性 

rfii がむ' き 出 しにな つてい ま すので 注 * し て く た' さ い。 

3.5 ィ ンチフ 口 ッ ピー ディ ス クはァ クセス カバーで フロ ッ ピー ディ ス クの 

磁 rtrfrt が * われて います。 アクセス カバ' 一 を r で w けないで くた' さい。 
• シンナー. アルコール、 フ レオンな どのお iWHi は 近づけないで くた' さい。 
フロッピー ディ スクが «fc される おそれが あります。 

• 磁ィ, を 近づけたり、 磁心の そばに; K かないで ください。 

おおした データが 《れ る こ とがあります。 
會フロ ツビ 一 ディ スクの I. に 物 をのせ ないで くた' さい。 

フロッ ピー ディ ス クが 変形す る と 使 》|| でさ な く な り ま す。 
に 5 インチと 8 インチ フロッピー ディ ス クは、 * ら かい ジ ャケッ ト に » 

われて いる だけ な ので してく ださい。 

3.5 インチ フロッピー ディ スクは ブラス チック K の ケースに 入って います 
が *丹! な 力 を 加える と 変形して 使 川で さ な く なる ことがあります。 
拿フ 口 ッ ピー ラベル は、 を, ヒ 入 し た 後で 貼つ て く ださい。 

フロ ツビ 一 ラベル をフロ ッ ピー ディ スクに 貼った 後で 入す る と、 フロッ 
ピー ディ スクに ffe をつ ける おそれが あり ます。 

ど ラ しても フロッピー ディ スクに 貼った 後で <kl 人し なければ ならない 場 介 

は、 サインペン などの t らカ' いもので 2i! 人し ます。 
• 必ず 収納 ffi に 入れて f お T- してく た' さい。 

« のま ま t«W みに する と ホコリ が 付いた り/ 乂 つたり して フロ ッ ピー ディ ス 

クが ttillj でき なくなる ことがあります。 
参 nV.Wli た の 当る^ 所ゃ暧 の 近く に; S かないで くた' さい。 

フロ ッ ピー ディ スクが 熱で 変形す る ことがあります。 
拿フロ ッ ピー ディ スク ドライ ブ への 出し入れ は» かに に 扱って く た' さい。 

乩 に 出し入れ する とフロ ッ ピー ディ スク だけで な く フロ ツビ一 ディ スク 

ドライブの みも漱 しくなります。 
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ライ ト プロテクト と は フロッピー ディ スクへ データ を, 1 f き 込めな くす る こ 

とです。 人 切な データ を まちがって irt' してし まう こと を ぐた めに 行います。 
ライ トプ ロテク トの 方法 は フロッピー ディ ス クの サイ ズ によって な り ます。 

き 3. 5 ィ ンチフ 口 ッ ピー ディ スク 

ス ライ ド でさる ライ ト プロテクト タブが 付いています。 これ を スライドし 
て 穴が 兄え る 状態に すると ライ ト プロテクトになります。 
ライ ト プロテクト タブ を 反対 ffl (にス ライ ド して 穴 をふさぐ と ライ ト プロ テ 
タトが 解除され ます。 
• 5 ィ ンチ フロッピー ディ スク 

ジャケットに ノッチ （tu り^き > が あり. この w り 欠き を ライト プロ テク 
ト シールで カバーす る と ライ ト プロテクトになります。 
シール を はがす と ライト プロ テク トが 解除され ます。 

き 8 ィ ンチフ 口 ッ ピー ディ ス ク 

ジャケットに 切り 欠き （ライト プロテクト ノ ツチ） を 作る と, 1 ! • き 込み^ ih 

となります。 

切り 欠きの I. に シール を 貼る と ライ トプ ロテク トが 解除され ます。 



3. 5 インチ 5 インチ 




フロッピー ディ スクを ライ ト プロテクトに すると データの' ff き 込み はでき 
なく なり ますが データの 読み出し はでき ます。 大切な プログラム やおき 換え 

てはいけ ない データの 入った フロ ッ ピー ディ スクは ライ トプ ロテク ト 状態に 

してお く と データ を^って 消したり. S き 換えたり する こ と を P 力げ ます。 
たた' し， 一都の ソフトウェア （ぐ?:? 1 機能 W きの を 待った ワープロ ゾフ 
ト など） に は W 作 巾に システム ディスクに き 込み をむ う ものが あり ます。 

このような ソフトウェアの フロ ッ ピー ディ スクに は ライ ト プロテクト をして 
はいけ ません。 

なお、 システム ディ スクの 中には 始めから ライ トブ ロテク トの 状態に に, 
されて いるものが あ り ます。 

このよう な フロッピー ディ スク にテ" ータを き 込む 埸合は システム ディ ス 
ク のパッ ク アップ を取 つて、 バックアップした フロ ッ ビー ディ スクに 対して 

？? き 込み を 行います。 

フロッピーディスク 祈し い フロッピー ディ ス クを铋 》|| する と さは、 Wto に 必ず フォー マツ ト と 
の フ才— 7 ッ ト いう 作 ^をし なければ な りません。 フォーマット と は、 フロッピー ディ スク 

上に デー タ を n く ための aa 々を 作る 作 x です。 

フロッピー ディ スク の^と 爽 の ゆ jrfd (サー フェイ ス> に は トラ ッ クと 呼ば 
ねる ドーナツ 状の が あり ます。 フォーマット を n ラ とこの トラ ックが w 
じ 巾 心^で られた w» の ai 城に 分けられます。 この は 「セクタ」 と 

呼ばれ、 フロッピー ディ スク I. に データ を^み, やきす るた めの M 小) IM4 にな 
ります。 



セクタ 




サー フェイス、 トラック、 セクタに は それぞれ ^'ふが つけられ ており、 そ 
の $ 'ふで、 ど のデー タが どこ に ？？ かれ ている かを^ 理 します。 



トラック や セクタの 数な ど は、 フロッピー ディ スクの や フォー マツ 卜す 

る才 ペレ一 ティング システム によって異なり ます。 たとえば、 5 ィ ンチ 2HD 
の フロッ ビー ディ スクを MS-DOS で フォー マ ット すると 次の よう にな り ま 
す。 

鲁 サーフ ヱイ ス *v ： 0. 1 
鲁 トラック {6ゅ ： 0〜76 
鲁 セクタ ふ ： 1 〜8 



トラック Sv は、 サ一 フェイス 0 の トラック 0 を トラック 0、 サー フェイ 
ス 1 の トラック 0 を トラック 1 として ド おのよ う に 付ける^ ^ が あ り ます。 





トラック o| トラック 1 


トラック 2 


□r 


I トラック 74 


「トラックお 


トラ 7 ク 76 


サーフ x イス 0 


0 


2 








148 


150 


152 


サーフ i イス ■ 


I 


r 3 


3 




149 


151 


153 



*3» 使用す る 装 匿 




保護 シー ト 本 機 をお K い 上げに なった め: 後に は、 フロッピ一 ディ スク ドライブに 保^ 

シートが 神人され ています。 保 《 シート は、 ^送 時の ft^ り や tff^ から フロッ 
ピー テ" イス ク ドライ ブを守 る ための も のです。 

小 機 を 使 する ための^ (S がで きたら、 ^源 を オンに する I'rt に 保^ シー ト 
を 抜いて ください。 

また、 本 機 を tti 送す る^ 合 は 必ず 保 •《 シート を フロッピ一 ディ スク ドライ 
ブに神 入して ください。 



注意 W ^シート を 入れた まま' 屯 お': を オンに しないで ください。 保, 1 シート を 人 
ねたま まあ^ r オンに する と^" へッ ド rWfe する おそれれ が あり ま— に 

小 《 をお n い i.sf のめ: 後 や、 込 後 リ すると さは、 屯 源 を オンに す 
る iffi に 必ず 保 ^シート を 抜いて ください。 



ft 作 モー ド 本« の フロッピー ディ スク ドライブ は fiw>a> 川 モードと， レゎど モードの 2 

つの モー ドを おってお り、 ディ ップス ィ ツチ SW3-1/-2 で! s 力作 モー ドを 

変 m する こ とがで きます。 

—般の ソフトウェア を 使う 場 ft は J 力作 モードの^', ii に IW 係な く 1MB フロ 

ッ ビー ディ ス ク と 640MB フ 口 ッ ピー ディ ス クの |Aj ガを^ み？ !• きで き ます。 し 

かし 山阪の アプリ ケーシ ヨン ソフト の屮に はフロ ッ ピー ディ スク ドライブ を 

制御して いるものが あり、 このような ソフト ゥヱァ を 使う^ 介， 

別 モー ド では フロッピー ディ スク ドライ ブが! I 力作し ない こ とが あ り ます。 

このよ うな 場 介、 動作 モード を 1 MB または 640KBIA 定 モードに, S; 定し 
ます。 

ゾフ トウ エアの 取扱 说明嘗 に 特に 指示がない と き は 自動 » 別 モー K (どち 
ら も OFF) で ffiW してく ださい。 
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フロッ ピー 
ディスクの 

セッ ト 



注意 フロッピー ディ スク のセッ トの 際に は 必ず 次の 点 を 確^して く た' さい。 
き 保護 シート を 抜き取って ある こと 
本 機 をお n い 上げに なった め: 後に は、 保護 シートが 神人され ています。 
フロッピー ディ スクは 屯 凇を オンに してから 神人し ますが， このと さは 
« シートが 入った まま だと 磁^へ ッ ドを する おそれが あります。 

き 屯 ift が オンに なって いる こ と 

フロ ッ ピー ディ スクを セット してから 屯 源 を オンに する と、 フロッピー 
ディスクに 磁^ ヘッドが 接-触して、 データが « れ たり、 磁' パ ヘッドが «i 
fte する おそれが あります。 



フロッピー ディ ス クのセ ッ トは 次の TWi で 行います。 

[T] フ 口 ッ ピー ディ ス クの ラペル を 貼つ 
て ある 部分 を 持って ヱンぺ ローブ か 
ら 取り出します。 





[3 フロッピー ディ スクの ラベル tfri を [-. 
に し て ラベルの 貼って ある 側 を T 
にして フロッ ピー ディ スク ドライブ 

の 神人 II に^し 込みます。 
フロッピー ディ スクを 《し 込んで い 

く と W 後に 力 チッと ながします。 こ 
こまで 押し込む と フロッピー ディ ス 
ク から T- を 離しても フロッピー ディ 
スクが f 前に 押し おされません。 

g»K レバー を 時計 方向 (右回り) に 
1"1 して^ め: にします。 これで フロッ 
ピー ディ スク のセッ トは 終了です。 



ミ 主意 I カタ カタと およがしたら、 レバー をホ f- にして フロッピーディスク を 取り 

I 出し、 も ラ'^ セッ トし iA: します。 



第 3 章 使用す る 装置 



注意 フロッピー ディ スクを 取り出す 際に は、 必ず フロッピー ディ スク アクセス 
ランプが 消 えてい る こと を 確^して ください。 

フロッピー ディ スク アクセス ランプ 点灯 屮にフ 口 ッ ピー ディ スクを J|i (り 出 
すと フロッピー ディ スク に^がつ いたり データが 壊れる おそれが あり ます。 



フロッ ピー デ ィ ス クの取 り 出 し は 次の 手 船 で 行い ま す。 

[2 フ 口 ッ ピー ディ スク ドライ ブの ma 
レバー を 反 時 針 方向に 回して 水平に 
します。 フロッ ピー ディ スクカ f 1 

〜2 cm « び 出して きます。 






| フ 口 ッ ピー ディ ス クの ラベル ifij をれ 

つて » かに 引き出し、 エンベロープ 
に 保管し ます。 



(D フロッピー ディ スクは 収枘? fi に なて 

て X き ます。 iR ねて; S く と' 5： 肜 して 
デー タ が^め な くなる おそ れがぁ り 
ます。 



一 の 

ピクし 

ッス出 

口 ィり 

フデ取 



フロッピーディスク ドライブの 増設 



3.3 フ a ツビ 一 ディスク ドライブ 



増設で きる フロッピー 本 機に は 次の ような フロッピー ディ スク ドライブ を增^ する ことができます。 

アイス/' ノィフ 秦 1 MB タイプの フロッピー ディ スク ドライブ 

5 インチと 3. 5 インチの 1 MB タイプの フロ ッ ピー ディ スク ドライブと 8 

インチ フロッ ピ一 ディ スク ドライ ブ です。 本体 Wtfri の 枘ぷフ 口 ッ ビー ディ 
スク ドライブ コネクタに 《 ^します。 




ケーブル は 本体の 出力 用 

電 》 コネクタに 接《 できます. 

•640KB タ ィ プのフ 口 ッ ピー ディ スク ドライブ 

5 インチと 3. 5 インチの 2 DI) タイプの フロッピー ディ スク ドライ ブ です。 
フロッピー ディ スク ドライブで 衍 定 している インターフェイス ボード を拡 
* スロットに Jiff し、 インターフェイス ボードに フロッ ピ 一ディ スク ドラ 
イブ を します。 



3. 5 インチ フ □ ツビ 一 ディ スク 
トラ イブな ど 




霄^ ケーブル は 本体の 出力 用 
電^ コネクタに 接 R できます c 



接 校の み 法 は、 ft フ 口 ッ ピー ディ スク ドライ ブの 取扱 说 MW?f を 参照 し て く 
ださい。 
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増設 時の ドライ ブの顺 序 本 ^内^の フロッ ピー デ イス ク ドライブと、 ^^フロッピーディスク ドラ 

イブの ドライブの 船' t: は、 通常 は 内^ ドライブが' 光に なって います。 この m 

序 は ディ ッ プスィ ツチ SW1-4 によって 変 Ui する こ とがで きます „ 



SW1-4 の 设定を 変えて いない (OFF) とき 



ド ラ ィ ブ の植效 


ドライブ 名 Z 番号 


MS-DOS 


Disk BASIC 


内 * ブロ ツビ 一 ディ スク ドライブ 1 


A 


1 


内蔵 フロッピー ディ スク ドライブ 2 


| B 


2 


ゆ^ フ 口 ッ ビー ディ スク ドライブ I 


「 c 


3 


^攻 フロッピー ディ スク ドライブ 2 




4 


► SW1-4 の ^定を ON にした とき 


ドライ ブの 


ドライブ 名/番号 


MS-DOS 


Disk BASIC 


内 * フロッピー ディ スク ドライブ 1 


C 


3 


內/ * フロッピー ディ スク ドライブ 2 


D 


4 


«说 フロ ツビ 一 ディ スク ドライブ 1 


A 


1 


W 议フ o ツビ 一 ディスク ドライブ 2 


B 


2 



アイツ プ スィッチ 

フロ ッ ピー ディ スク ドライ ブに IW 係す る ディ ッ プスィ ツチ は ディ ッ プスィ 

ツチ SW 卜 4 と SW3-1/2 です。 

注意 | ディップ スイッチの^' ぶ は； を オンに するとき に ^ み 込まれます。 没定 
I の变 おは、 必ず 屯凇を オフに して 行って くた' さい。 



3 3 フ D ツビ 一 ディスク ドライブ 




ディップ スィッチ 

SW1-4 



フロッピー ディ ス ク ドライブ を iftS した^ 0、 ディ ップ スィッチ SW 

よって. 内； « フロ ッ ピー ディ スク ドライ ブと フ 口 ッ ピー ディ スク ドライ 
ブの ドライ ブ おの Wft を 変え る ことができます。 



デ イッブ スィッチ SW 卜 4 


ドライ ブの W* 


OFF 


內錶 フロッ ピー デ イス ク ドライブ 
ネ /i5 フ 口 ッ ピー ディ スク ドライブ 


： K 2 
： 3、 4 


ON 

： 


内蔵 フ 口 ッ ピー ディ スク ドライブ: 

增 a フロッピー ディ スク ドライブ: 


： 3、 4 
： し 2 
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ディ ッ ブス ィ ツチ SW3- 1/2 によって、 内蔵 フロ ッ ピー ディ スク ドライブ 

の W 作 モード を 変お する ことができます。 

しかし ゾフ トウ ヱ ァの取 《 説 叫《 に 特に 衍^が な t 

^小^ Vii (どちらも OFF) で 使 出して ください。 




I 人 フロッピー ディ スク ドライブ は、 ディ ッ プスィ ツチ SW3-1/2 の, S つ ii 
に阳係 なく 2HI)、2I)I) どちらの フロッピ一 ディ ス ク も^み， 1 : さする こ とが 

でさます。 たた' し、 みい バージョンの オペレーティングシステム を Willi し 

ている は フロッピー ディ スクを I'lW^ 別で さない こ とが あり ます。 
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3.4 ハードディスク ドライブ 



ハードディスク ドライブの 構造と 動作 



3 



ード ディスク ドライブ 



ハードディスク ドライブ は,; t!^ : A:^ を 卜 ばる ために 硬い （ハードな） 材料 
で 作った 1リ« (ディスク） を 使って います。 また、 フロッピーディスク はデ 

イス クが 1 枚な のに 対して ハー ド ディ スク ドライ ブ では だ tr お w を 人き く す 
るた めに 数枚の ディ スクを 使い、 その 分磁 ス へッ ドの 敉 も 多くなります。 （デ 
ィ スクの 枚数 は 機 w によって * なり ます。） 
ハー ド ディ スク ドライ ブは、 'おお: が オンの と き は ディ ス クが 常に^ 逨で M 

しています。 フロッ ピー ディ スク ドライ ブ カリ! fi 常 /分く らいの 

iilft であるのに W し， ハード ディ スク ドライブ は 約 3600|"lfe/ 分の, «迚 で |"| 
fc しています。 

また ハードディスク ドライ ブは、 フロッ ピー ディ スク ドライ ブ のよ う に磁 

W へッ ドを ディ スク ifri に^ 触 させて データの^ み, 1 F きを 行う わけで は あ り ま 
せん。 速で ディスクが している t き は、 磁 W ヘッド は ディスク h の W 
いや ゾバの W に は' かんで います。 すなわち、 ヘッドと ディスク ifti が 離れた 状態 
で データの^ み , 午 きを 行って いる わけです。 しかし、 この や " パの W は タバコ 

の の u r の め: ほよ り も^いた め ハー ド ディ スク ドライ ブに ft は 力 ゃ浙 撃が 加 

わると、 磁^へ ッ ドが ディ スク に^ 触して ディ ス ク ifti を^つ けて し まいます < 
このため 屯 源が 才 フ のとき、 磁' パへッ ドは ディ ス ク I； の データ を？! き 込ま な 
(シッ ビング ゾ' ーン と 呼ばれます） に ぶされ ています。 



シッ ビング ゾ 一二 




ifi5l へッ トイ 各ハ— トテ' イス クの兩 面 (: 

4851 へ ノト、 この E1 で I 



の 0 では 合れ 4 個 



へッ ドの動 さ 



停止 中 《 速 回お 中 



へッ ド 



[ 









0 






'…一 [ 


…― [ 


シ * 






、ト 









ッ ビング 



電^ ^^オン Si! み 書 さ 時 
オフ 時 直後 
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ミ 主意 



ハード ディ スク ドライブの t 源 を オンに する と、 磁ケ \ へッ ドが Ci 觔的 にデ 

イス ク h に 移動して データ を^み, 1 : : き し ます。 しかし ntiS を オフに する と き 

には橾 作す る 入が 磁' バへッ ド をシッ ピン グゾ' ーンに 移： fjj してやる 必要が あ り 

ます。 この 操 n-: を r リ トラ クト」 または 「シップ ディスク」 と 呼びます。 

電源が 才 ン のとき に IKiW ゃシ ョ ッ クを' ム えた り、 リ トラ ク 卜せずに 屯 源 を 

オフに すると、 ハード ディ スク に^ を 付けたり データ を破壞 する おそれが あ 
り ます。 ハード ディ ス ク ドライブの 取り扱い はてい ねいに 行って く ださい。 

PC-286VF-H20/H40 の 内 * ハー ド ディ スク ドライブ は才一 トリ トラ ク 

ト機能 を 待って います。 本体の 屯 源 を オフに すると 14 お j 的に リ トラ クトが 
ひわれる ため リ トラ タトの ための |«作 をす る 必要はありません。 ただし^ 

« を オフに する に 、 必ず ハー ド ディスク アクセス ラン プが ';fi 灯 している 

こ と を 確^して ください。 

また、 オプションの 內 * ハード ディ スク ドライブで オート リ トラ ク 卜拽 fili 
を « つてい る もの は 次のと おりです。 



ハード ディ スク ドライブ 


才ー トリ トラ クト樓 能 


PC286VHD20 
PC286VHD21 


な し 


PCVIID22 
PC286VI 11)40 
PCVHD41 

1 _ , 





3.4 ハードディスク ドライブ 

取り扱い 上の 注意 ■HHHHIHIHHI^^^HH 

ゆ な i で も ^ii リ i したと おり、 ハー ド ディ スク ドライ ブ はたい へん ^密 な HS;iS 
になって おり ft は 力 や 銜擊 においお^ です。 したがって， 取り扱いに は 細心の 
注意が 必要です。 以下の 注意 は 必ず 守って く た' さい。 



ハードディスク アクセス ラン プ 点灯 屮 は 絶ん f に 移 W したり、 ^源 を オフに 
しないで ください。 

ハードディスクと 磁^ ヘッドが 接触して， ハード ディ スク の, ヒ ぉ|ぉ を^つ 
けた り 、 データが 正 し く ，ヒ^ されな く なるお それが あ ります。 

ハード ディ スク ドライブ は 絶 W に 分解し ないで くた' さい。 
ハー ド ディ スク ドライブ は 内部に ホコリ などが 入らない よ う に^ま 構造に 
なって い ま す。 ドラ ィ ブの 中に ホコ リ が 人る と 磁^へ ッ ドゃ ハー ド ディ ス 
ク を^つ ける おそれが あ ります。 
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鲁屯源 を オフに する^に、 リ トラ クト した こと を 確^して ください。 

リ トラ クト とは^な i で 说叫 したよ ラ に ハード ディ スク ドライブの 磁^へ ッ 
ド をシッ ピン グヅー ン と 呼ばれ る ^所に 移^ し て M 定す る こ と です。 
リ トラ ク トのガ はは オペ レー テ ィ ング システム によって ^います 力、 はお 
的なん' はは 次のと おりです。 



日本語 Disk BASIC 


CLOSE 文 を实行 


日本お MS-DOS 


|STOP| を 押す 



なお、 ハード ディ スク ドライブ によって は才ー トリ トラ ク ト槻能 を «5 えて 
いるもの もあります。 このよう な機梯 では リ トラ クト のた めの^ 作 は' £.X: あ 

りません。 ただし， 屯« を オフに する^に 必ず ハードディスク アクセス ラン 

プが ifi 灯 している こと を 確 i2 してく ださい。 



參考 | PC た H20/H40 の 内； 》 ハードディスク ドライブと オプションの 內 

I « ハー ド ディ スク ドライブ （PC286VHD20 21 を P 余く > は オート リ トラ ク 
I ト楝能 を 24«S しています。 
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PC-286VF-H20/H40 の ハードディスク ドライブ 



ハードディスク ドライブ 



PC-286VF-H20/H40 は、 それぞれ オプションの ハード ディ スク ュニッ ト 
(FCVHD22/41) 相当 品 を 内蔵 しています。 



才ー トリ トラ クト 機能 PC-286VF-H20/H40 に內 ^の ハードディスク ドライブ は オート リ トラ 

ク ト 機能 を 待って います。 

才一 トリ トラ クト 機能と は、 本 (4： の; E 源 スィッチ を オフに すると |'| ^的に リ 
トラ クト を^う 機 fi& です 3 このため 屯 源 オフの に リ トラ ク 卜の ための 《 作 
をす る 必^ありません。 ただし， 屯 《 を オフに する に 必ず ハードディスク 
アクセス ランプが 消灯 している こと を 確 ^ し て く ださい。 



参考 



スィ ツチ を オフに せずに リ トラ クトを 行う こと もで きます。 
リ ト ラ タト のん-法 は オペレーティングシステム によって iS いますが、 ft 
お 的なん' 法 は 次のと おりです。 



日本語 Disk BASIC 


CLOSE 文 を 荚 行 


日本 IS MS-DOS 


|STOP| を 押す 



オプションの 內; « ハード ディ スク ユニット （PC286VHD20/21 を PJ: く） も ォ 
ート リ トラ クト拽 能 を しっています。 
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第 3 章 使用す 直 




±11 ^'きる ハードディスク ドライブ 本 機に 接 絞で き る ハー ド ディ スク ドライ ブは 次の と お り です。 

拿'、一 ドディ ス クュニ ッ ト 

(PC286VHD20 21 40, PCVHD22/41) 

才 プショ ンの内 * ハー ド ディ スク ドライ ブ です。 

PC-286VF-STI) に 1 内 « する こ とがで きます。 ハー ド ディ ス クュニ ッ 
卜の X/f お 法、 操作 力-法に ついては ft ハード ディ スク ュニッ トの取 极说明 
ぶ: を 参照して ください。 




ft ハード ディ スク ュニッ トの让 様 は 次のと おりです。 



ハ一 ド ディスク 


E 德容懂 


*t 投 ハート' デ 
イス ク ドライ 
ブ コネクタ 


特 as 


PC286VHD20 
PC286VH02I 


20MH 


あり 


才ー トリ トラ クト棟 能な し 


PCVHD22 


20MB 


あり 


PC-286VF H20 に 内 * の ハード 
テ 'イス ク ドライブに 扣カし ます。 


PC286VHO40 


10MB 


なし 


AIF (小お セ クタの 代^ Sit 理） 樓 
能 を X«L ィ、 ^ セクタ を 兄 かけ 
上 セ' 口にする こ とがで きます。 


PCVHD4I 


40MB 


あり 


PO286VFH40 に Wiife の ハード 
テ' イス ク ドライブに 相 、りします。 



49 



ft ハード ディ スク ュニッ トに は、 下 M のよ うな ハード ディ スク アクセス ラ 
ンプ シールが 添付され ています。 本 機に 內; S する 埸合、 この シール は 使 W 

しません。 



1 fMK 2f?IU'JH ハードディスク ドライブ 
(EPSON HDD-20R/40R な ど > 

コ ン ピュー タの ぉぶ张 ス ロット に ハー ド ディ ス クイン ターフェ ィ スホ' 一 ドを 
取り付けて^ す る タイ プの ハー ド ディ ス ク です。 ハー ド ディ スク インタ 

ーフヱ イス ボード I-. のスィ ツチの 设定 によ り、 2 fr まで^^ する こ とがで 
きます。 

本棣に ハード ディ スク ドライブ を 内 * している ^合、 これらの ハード ディ 
スク ドライブ は できません。 
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»1 台 ハードディスク ドライブ 
コンピュータの 拡张ス 口 ッ ト に ハー ド ディスク インター フェイ ス ボー ドを 

取り付けて 接 《 する タイプの ハード ディ スク です。 

本 機に ハード ディ スク ドライブ を 内; 《 している *ii^、 これらの ハード ディ 
スク ドライブ は 接 なでさません。 




I 台 § 専用 

ハー ド ディスク ドライブ 



2 台 II '、VW ハー ド ディ スク ドライブ （KI)SON HDD-20K な ど） 

增^ ハード ディ スク ドライブ コネクタに インター フェイ ス ケーブル を «tt 

し て^^する タ ィ プの ハー ド ディ スク ドライ ブ です。 

I 台 II 'み W ハー ド ディ スク ドライブ、 才 プショ ンの 内;; 6 ハー ド ディ スクュ 

二 ッ トの itt»a ハー ド ディ スク ドライ ブ コネクタに 核 校し ま す。 

なお、 オプションの PC286VI1LM0 は^, 5 ハー ド ディスク ドライ ブ コネ ク 
タ がない ため、 この タイプの ハード ディ スク ドライブ は 核 絞で きません。 
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ハー ド ディスク ドラ 水 機に ハート" ディスク ドライブ を抟 する 埸^、 接^' おな 組み ^ わせ は 次 
イブの 組み合わせ のとお りです。 



注意 | 才 フシ ヨンの PC286VHD40 には^^ ハードディスク ドライブ コネクタが あ 

I りません。 PC- 286VFSTD に PC286VHD40 を內/ »し た 埸1>、 ハード ディ 
I スク ドライブ を する こと はでき ません。 



\ 增投 方法 


本体 内蔵 


外部 接 《 


\ 

モ デル 名 \ 


PC286VHD20 
PC286VHD21 
PCVHD22 


レ に>86\'議() 


PCVHD41 


1 fill 


"ill 




O(iiil) 


X 


X 


X 






O(ii.l) 


X 


X 


X 


OCiJ-3) 




X 


O 


X 


X、 | 




PC-286VF-STD 


X 


X 


o<a':2) 


X 




X 


X 


〇(i' お 2) 


> (；; 


am) 




X 


X 


X 


O 






X 


X 


X 


0(^4) 


〇 細 




X 


X 


X 


0(!l:5) 


〇( は: .5> 


PO286VF-H20 


X 


X 


X 


X 


0(il : -3) 


PC-286VF-H40 | 


X 


X 


X 

1 


x I 


〇Ui:3> 



する x :柊« [でさない 一 ： 接 « しない 

注 \ ： PC 286VF-H20 と ほ 等 &に な り ま す。 (PCVHD22 を內蔵 し た 場合) 

il:2 ： K>286VF 1140 とト リ ，品に な ります。 

it 3 ： 2fi\\KV\m (EPSON HD- 20E など > を 接 《 する。 

H-4 ： HDD 20R/40R (40MB モード） を 2 台 接 校する 

注 5 ： 1 台 thWH 樓にデ イジ 一 チェーンで 2fJlMVWI 棟 を^ 絞す る 
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2 台 目 専用 ハードディスク 
ライブの 增設 方法 



PC-286VF- H20/H40 に 2 台 II 専 li! ハード ディ スク ドラ イブ （KPSON 
HDD-20E など） を^ S する^ 1>、 本体に 内^の ハード ディ スク ドライブの デ 
ィ ッ プスィ ツチ を 設定し なければ なり ません。 

2 台 I レ、 ード ディ スク ドライブの は、 次の 手 W で 行 います。 

[D 本拽 と ， 柊-絞 している ^辺 《K の', を オフに します。 

PC-286VF-H20/H40 は オート リ トラ クト 機能 を^ M してい ますので、 ^ 
源スィ ツチ を オフに すると M 時に リ ト ラ ク ト がり われます。 

機に している すべての は1 辺お; お を 外します。 また、 源 ケーブル も 
コン セン 卜から 抜きます。 

固 水^^ ifti と 側 ifti のネジ （940 を ドライバ一 を 使って 外します。 外した ネ 
ジは 小^ カバーの 取り付けに «i います。 な くさない よう に してく た' さ 




に 4: ネ^ カバー を ffiftHM に' JI き 抜く ようにして 外します。 
本^ カバー を 外す ときに、 本体 をな てたり せず、 横に; S いたま ま 行って くた 
さい。 





^本 体 内部の ハード ディ スク ュニッ ト上 iAi に は 8ii の ディ ップ スィッチ 

SW1 と 4；* の ディ ッ プスィ ツチ SW2 が あり ます。 ifiiS する ハード ディ ス 

ク ドライブのお に 合わせて ディ ッ フス ィ ツチ SWI- 6〜8 を 次の^に ^ つ 
て^^ します。 はかの スィッチ は ^ 定を 変えないで くた' さい。 スィッチの 
^冬^ 定 について は 次 ページ を 参照して ください。 




ON 



ディ ップ スィッチ SWI 



12 3 4 5 6 7 8 



增» ハー ド ディ スク ドライブの 容量の 設定 


6 


7 


8 


Wft ハード ディ スク？ Pi 


OFF 


OFF 


OFF 


«tt しない （基本 39： 定） 


ON 


ON 


ON 


5MB 


ON 


ON 


OFF 


10MB 


OFF 
OFF 


ON 


ON 


20MB 


(肝 


ON 


40MB 



冬^ 内部に ネジ などの 部, V, が 落ちて いない こ と を 確かめて 本体 カバー を も 

とどお りに 取り付けます。 

本^ カバー を、 側 Ifti と tflfri から 9 本の ネジで します。 
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2 台 ir が hi ハー ド ディ スク ドライ ブの 核絞ケ 
ド ディスク ドライブ コネクタに 抟 絞し、 コネ 
ルを is 定 します。 




ま ハードディスク ドライブ コネクタ 





增投 ハードディスク ドライブの 接 《 ケーブル 



リで 取り外した Wiiiiiw や ケーブル を^の よ う に^^します 



参考 



內 fit ハー ド ディ スク ドライ ブの ディ ッ プスィ ツチの^ 本^^ は 次のと お り 



です A 



PC-286VF-H20 



ディップ スィッチ SWI デ イッブ スィッチ SW2 



t 





FC-286VF-H 



ディ ッ ブス ィ ツチ SWI 



ッ ブス ィ ツチ SW2 



〇，■' 
t 




12 3 4 5 6 7 8 



B 剛 

12 3 4 
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ディ ッ プスィ ツチ SW2- 6 によって 、接 絞して いる ハード ディ スク ドライブ 
を 使 川す るかし ないか を 決める こ とがで きます。 



注意 | ディップ スィ ツチの^: i は; UiS を オンに するとき に^み 込まれます。 ；&定 

I の 《«i は、 必ず '4^？： を yj つて 行って くた' さい。 



ディ ッブ スィッチ SW2-6 | 


ON | 


ハード ディ スク ドライブ を 使 w しない 


Off J 


ハード ディ スク ドライブ を 使 川する 



Disk BAS にで; 门5 校して いる ディ スク ドライブの 数に よって ユーザー ェ 

リ ァの人 ささが '《 化します。 ハード ディ スク ドライ ブを ^^している と ユー 
ザ 一 エリ ァが 小さ く な ります ので、 大きな ユーザー エリア を必' おとす る プロ 

グラム は' ぉ行 できない ことがあります。 

このような とさ に は ディ ップ スィッチ SW2- 6 を ON にして ハー ド ディ 
スク ドライブ を 切り離す こ とに より. プログラム を 'Ji りで さるよ う にな り ま 

す。 



メモリ スィッチ 



3.4 ハードディスク ドライブ 




ハー ド ディ スク ドライ ブに |«_；せ す る メモリ スィッチ は メモリ スィッチ 

SW5-l/2t SW5-4 — 7 です, 



注意 | メモリ スィ ツチの S 定を变 Of したと き は 必ず ディ ッ プスィ ツチ SW2- 5 を 
I ON にして リセ ッ ト をして ください。 



メモリ スィッチ SW5-1 Disk BASIC 使 III 時、 フロッピー ディ スク ドライブと ハード ディ スク ドラ 

ィ ブに ひけ る デバ ィ ス おの 顒 1?： を 決め ま す。 



1 SW5-I 


«昧 




フロ ッ ピー ディ スク ドライブから 先に デバ ィ ス^ を剂り 、4 てる 


「 1 


ハード ディ スク ドライブから 先に デ バイ ス？; を 割り当てる 
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例えば、 フロッピ一 ディスク 2 台、 ハードディスク ドライブ 1 台の 場合 
のよ うにな り ます。 



ドライ ブ の種纨 


SW5-I が 0 の ときの 


SW5-I が 1 の ときの 
ト' ライブ 名 


フロ ッ ピー ディ スク ドライブ 1 


1 


2 


フロッピ一 ディ スク ドライブ 2 


2 


3 


ハード ディ スク ドライブ 


3 


1 



メモリ スィッチ SW5-2 H 本^ Disk BASIC 使川 時に ユーザー 制 化 を 使う かどう か を 決めます。 



SW5-2 意味 




ユーザー « 刖^ を f も 出する 
ユーザー &刖^ を f も 111 しな t 



メモリ スィッチ SW5 - 4 オペレーティングシステムの、 7： ち 上げ^; おを^^し ます。 
から SW5— 7 一—— _ 











メモリ スィッチ gie 




M 


0 


4 


息昧 


0 


0 






フロッ ビー ディ スク ドライ ブ— ハー ド ディ スク ドライ ブの^ 

» で システム を し、 に 兄 つかった «[5K をお とす 


0 


0 


I 


「0 I 


640KB フロッ ビー ディ スク ドライ ブ だけ を^ J ヵ^； K とする 


0 


「1 1 


0 


0 


「1MB フロッピ一 ディ スク ドライブ だけ を 起動 装 B とする 


1 


0 


1 


0 


1 台 目の ハードディスク ドライブ だけ を 起 助 装 S とする 


1 


() 


1 


1 


2 台 目の ハードディスク ドライブ だけ を 起動 装 S とする 



メモリ スィ ツチ SW5 4 から SW5- 7 の^^が 「0000」 以外の 場^、 指定した 

に オペ レー ティ ング システムがない と 起 動 でき ません。 この^^ は 屯 

を オフに して ディ ッ プスィ ツチ SW2-5 を OFF にしてから、 i! (び 屯 源 を才ン 
にします。 これにより SW5-4 から SW5 - 7 の 設定が rOOOOj になり ますので 
接 ^ している いずれ かの 装 IK に オペ レー ティ ング システムが あれば^^ し ま 
す。 
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3 . 5 RAM ボー ド 



3,5 RAM ボード 

■ RAM ボードと は ^■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■H 

RAM ボー ドは、 itt^ メモリ 、 拡^ メモリ と も 呼ばれます。 RAM ボー ドの 
RAM と は Random Access Memory の 略で、 データの^ み, 1 きを II 山に 行 
える メモリの こ とです。 この RAM を 基板 I. に' お 34 した もの を RAM ボー ド 

と 呼びます • 

RAM ボー ドを 34^ する ことにより、 コンピュータの 恃っ メモ リ のお W: を 
^やすこと がで きます。 しかし、 RAM ボード L の メモリ を 利 II ける ために は 
«別 なゾフ トウ エアが 必《: です。 



5 RAM ポート' 



ram ボードの 種類 mmmmmmm 

KAM ボー ドのデ 一 タ を 扱 う 力 法に は; 久' の 2 つの ガ 法が あ り ま す。 



プロ テク トモ 一 ド 

対応の RAM ボー ド 



i80286 は リ アル モー ドと プロテクト モードと いう 2 つの！ WJ 作 モー ドを恃 つ 
ています。 

リ アル モー ドで 扱う こ とので き るァ ドレス や は 1MB であるのに 対し、 プ 
ロテク ト モードで 极ぅ ことので き る アドレス' や I！ リは 16MB までです。 

プロテクト モー ド 対応の RAM ボー ド I-. の メモ リ は、 リ アル モー ド では 扱 
う こ とので きない ァ ドレス や llil に 》j り' 1 ' ！ てられて います。 



ブ ロテク トモ 一 ド 



リ アル モー ド 



1 


1 
1 




メイン 
メモリ 


RAM ポー ド 



1MB 



16MB 



メモリ アドレス 



MS DOS や Disk BASIC な t は 9 7 'レモ 一 ド 卜. で iJj 作 し ま すので、 iA: 接 
RAM ボー ド 上の データ を 扱う こ と はでき ません。 プロ テク トモ一 ド対 あの 
RAM ボードの データ を 扱うた めに はに '時 的に CPU の^ 作 モード を プロ テ 
ク ト モードに する 力、、 プロテクト モード h で « 作す る オペ レー ティ ング シス 
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テム <0S/2 など） を 使います 



バンク 切り換え 方式 

の RAM ボー ド 



バン ク W り 換え み^の RAM ボー ド I. の メモリ は、 コン ピュー タの 持つ メ 

モ リ の 一 » と 同 じァ ドレ ス空 Bl (80000h〜9FFFFh) に SU り 力 てられて いま 
す。 RAM ボー ド I. の メ モ リ は の バン ク （BANK ： K-ぉ で 「貯^ の 
に 分' 別され、 CPU は别 り 'リ てら れたァ ド レ スや を;! 6 じ て バン クのデ 
ータを 扱います。 この ァ ドレス' ケ: IH1 を^ じて 扱う パンク を 切り換えながら 
KAM ボー ド I. の メ モ リ を 扱い ま す。 

バン ク切 り 換え 力-式の RAM ボー ドを迚 川す る 場^ は， コンビ ュ一タ m 
內蔵の メモリの うち、 上お の アドレス や |:リ の メモリ を yj り 離します。 
ディップ スィ ツチ SW3- 6 を ON にす ると W り 離す こ とがで き ます。 





― \ 








バンク 0 | バンク 1 


メ、' ンク 2 


パンク 3 


パンク 4 


RAM ホー ド f 
の メモリ SOOOOhV 









コンヒ ユー タの メモリ 
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RAM ボードと ソフトウェア 



3.5 RAM ポー; 



はじめに 説明した よ うに、 RAM ボード は'、 1 / IH ゾフ トウ エアに よってい ろ 
いろな 使いみ がで きます。 



RAM ティ スク用 デ バイ ス ドライバと は、 MS DOS の拽 能を拡 おする ゾフ トウ エアの こと 

デバイス ドライバ です。 

MS-DOS が 通??; の 状態で 扱え る メモリ は 640KB ま でです。 し たがって、 
RAM ホ'一 ド を しても、 そのまま では RAM ボー ド I . の メモリ は 扱え ま 
せん。 MS- DOS では RAM ボー ド に^あした デ バイ ス ドラ ィバを 組み込む' 
ことによって、 RAM ホ' ード I. の メモリ を 《 え るよ ラ にな り ます。 

KAM ボー ド川デ バイ ス ドライ パには RAM ボー ド I. の データの 扱いみ に 
よって いろいろな WW があります。 ここで は^^ 的な 例と して、 RAM ディ ス 

ク ドライバ'， キャッシュ ディスク ドライバ. I':.\1S エミュレータ について 说 I リ I 

します。 



KAM ディ スク ドライバ 

RAM ディスクと は， RAM ボー ドに >.t して フロ ッ ピー ディ スク ゃハ一 ド 
ディ スクと W じょ う に データ を^み ft きで さ るよう にした ものです。 
KAM ボード を RAM テ" f スク として 使う と、 ドライブお W を したの 

tMir®'« で 扱う ことができます。 

例えば フロッピ一 ディ スク ドライブ を 2 台， ハード ディ スク ドライブ を 1 
接 «i している コンピュータに. RAM ボード を 接 絞して RAM ディ ス ク 
を 1 つ 作成 し た^ 1>、 ド ラ ィ ブぉ は 次の ようになり ま す。 



ドライブ 装置 


ドライブ 名 


フロ ツビ 一 ディ スク ドライブ 1 


A 


フロッ ピー ディ スク ドライブ 2 


B 


ハード ディ スク ドライブ 


C 


RAM ディスク （RAM ボード） 


D 



HAM ディスク は 次の よ う な ^ お を 待って います。 



• データの^ み， 1 f きが ii い 
フロッピー ディ スクゃ ハード ディ スクの データの^ み^き は ドライブ 装 

おの 磁' A へッ ドが ディ ス ク I. を 移 J* しながら 行います。 

これに 対して KAM ディ スクの 場合 は、 データ は RAM に; £H 的に,】 《ま 



第 3 牽 使用す る裝匿 



されて いて、 データの^ み, 1 :: き も ram の 中で nin 的に 行われます。 

このため、 ディ スクの データの^ み, 1 F き はフロ ツビ一 ディ スク ド 

ライブ や ハード ディ ス ク ドライブ に比べて はるかに な逨 です。 
• 屯凇を オフに する と データが ;rt えてし ま う 

K AM ディスク は、 デー タ の ^お も \\L "的 に h ゎれてぃます。したがって 
コンピュータ 本体の 電源を切れば、 RAM ボード I. の データ もす ベて ifi 
えてし まいます。 



ミ主 》 コ ン ピュー タの^ iS を オフに する と RAIU ボード I. の データ は ih' えてし ま 
います。 

したがって、 コンピュータの を オンに した |ft 後と オフに する に 必ず 

'ビ' 'おな ファイル を フロッピー ディ スクゃ ハード ディ スク から コピーし なけ 
れ ばな り ません。 



本 機 は、 HPSON I'C シ リーズ III 才プシ ョ ンの l《A\l ボー ド と 、 PC- 9801 
V シ リーズ 川の さ ま ざま な RAM ボー ドが Willi でき ま す。 
才 プショ ンの PC286KB2/PCKB3 は プロ テク トモ 一 ド忖ぁ の RAM ボー 
ド です。 'み IIIKAM ディ スク ドライバ （KAMl)ISK.SYS) と 来 はみ ft わせて 
する ことにより、 RAM ディスク として でさます。 また、 l，CRB:i 
は W^RAM モジュール （PCZRM) を J£/f す る ことにより. メモリ お W を 
6MB まで できます • 

•，V Ml KAM ディスク ドライ バ のれ 俅は 次の と お り です。 



RAM ポー ド | 


PC286RB2 


PCRB3 


RAM ディスク 
の 容量 


W 小 


1 16KB 


A 人 


装^され ている RAM ボ一 ト ~)J>, けお V 


4MB 


12MB 

(ゆ^ KAM モ ジ ユー 
ル 1)CZKX1 の 使 に よ 
る） 


ディレクトリ 数 


RAM ディ スクの 容量に よる。 
16KB で 32W 1MB 以上で 1024焖 


ドライブ 数 ， 


to 大 4 ドライブ 



山' to の ホ'一 ド の^^ は、 そ れぞれ の RAM ボー ドに添 f.) "の RAM デ 
ィ スク ドライバ によって RAM ディスクと して 使 川し ます。 RAM ディ ス 
クの U- 様に ついては、 それぞれの RAM ボードの 取 极说リ リノ:: を 参, |ぉし て く 
ださい。 
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會 キャッシュ ディ スク 

キャッシュ ディスクの キャッシュ （Cache) は、 '及ぉ で 「はす」 という, な 味 
の i i' * です。 RAM ボード を キャッシュ ディスク として 使う 埸^ - RAM ボ 
ード は， コンピュータと ドライブ ％;K の の データの-時 保' Tfitt 所に なり 

ます。 

キヤ ッシュ ディ スクを n-:* した キャッシュ ディスクと はかの ドラ ィ 
ブお おとの 係 は 次の よ うにな り ます。 



コ ン ビュ一 タ 



キャッシュ ディ スク 

(RAM ホ'一 ド> 



« ツビ 一 ディ スク ドライブ 



~ I ハード ディ スク ドライブ 



こ の W の とおり， ドライ ブ^: み に H す る デー タ の^み ノ: : さ は 必ず キ ャ ッ シ 
ュ ディ スク を^ III して ひわれます。 

キャッシュ ディ スクを n-:* した の データの i なれ は 次の よ う にな り ます。 



① キャッシュ ディ スク にない データ を^み, 屮, すと き 

[コンビ ユー タ N [キャッシュ ディ スク] < 1 ドライブのお 

データ は n 勤 的に 
コピーされ る 



② キャッシュ ディ スク にない データ を^み,' i', すと き 
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ン ビュー タ 



キャッシュ ディ スク 



ドライブお; 



rtii で データ^み 
出しが" f 能 



③ データ を, 1 :: き 込む とき 

L コンビ ユー タ j — + キャッシュ ディ スク] — > T ドライブ 装置 

キャッシュ ディスクと ドライブ 装 K の 
おに データが, 《F さ 込まれる 



キャッシュ ディスク は 次の よ う な^^ を恃っ ています。 



• データ の^み 込みが rti* 化される 
フロッ ピー ディ スク ゃハ一 ド ディ ス ク からの データの ^み 込みが RAM 

ディ スクの 場合 と に 速く なり ます。 
• 必要 な デー タ が f i ま 力 的に コピー される 
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ディ スク の埸 ^ は、 必^な ファイル は COPY コ マン ド など を 使つ 
て KAM ディ スクに コピーし なければ な り ません。 これに 《 して キヤ ッ 

シュ ディスク では、 必 な ファイル を ドライブお;? i からお み 込めば、 ri 

w 的に キャッシュ ディスク 内に コピー されます。 
• データが 自, に 保存され る 

ham ディ ス クの場 1> は、 必« なファ ィ ルは コンピュータの niw: を才フ 

にす る ^ に ドライ ブお; K に コ ピー して 保れ し なければ な り ま せんが、 キ 
ャ ッシュ ディ スク の^ 1> は ディ スク お; K と RAM ボードの 一力に デー 
タ を, 1 : き 込みます。 したがって. ドライブ に データ を コピーす る必 
？:: はありません。 

キャッシュ ディスク はと さ どき ディ スク に w しても アクセスす るた め 

KAM ディ スク に比べる と データの^ み; 1 f さは W く な ります。 
> EMS エミュレータ 

EMS は Expanded Memory Specification と 呼ばれる メモリ 使 ffl 方^ 

囊 ft です MS DOS 力り! fi 常 扱える メモリ は 640KB までです が， EMS では 
KAM ボー ド I. の メモリ を ユーザー メモリの一 部と して « うこと がで さ ま 

す。 

KMS エミュレータ は, この 機 艇 を ゾ フ ト 的に 实現 t たもので, '、一 ドゥエ 
ァが KMS を サボ 一 ト していなくても KMS として 他う こ とがで きます。 

ただし、 この) ttft 、使 III する アプリ ケーシ ヨン ゾフ トが EMS を サボ 一 ト し 
ている もので なければ なり ません。 

I':MS の メモリ 使 W ガ法は 次の W のよ うにな り ます。 



― 1 




バンク 0 


| バンク 1 /| 


バンク 2 


バンク 3 1 バ 


|, ポート' 
ノク 4 の メモリ 


// 

EMS ハツ フ ァ 







コンピュータの メモリ 
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EMS では コンピュータの メモリの 一部 を RAM ボードとの データの やり 
と りの 窓 H と して 使います。 これ を EMS バッファ と 呼びます。 EMS バッ 
ファ として 使 ラメ モリア ドレス は、 使 川する EMS エミュレータと アプリ 
ケーシ ヨン ゾフト の 仕様に よって 決ま ります。 

RAM ボ一 ドの RAM はい く つかの パンクに 分けられ ていて、 CPU から 
EMS パ' ッファ を^ じて、 パンク を 切り換えながら アクセス する ことによ 
り RAM ボー ド I. の メ モ リ を 使 W します。 

0SZ2 の 内部 メモリ iii 在 W 新の 才 ペレ一ティング システムと して されて いる オペ レー ティ 

ング システムに OS/ 2 が あり ます。 

しかし、 OS/2 を 勤 作させる ために は、 MS-DOS と比べて 非常に 人き なメ 
モリ を必 * とします。 Wte で 2.5MB、 'i^K に OS/ 2 上で 作龙を ひう^ 合 は 
3.5MB 程 « の メ モ リ が 必裟に な り ま す。 

—» の コンピュータが 待って いる メモリ は 1MB ですから、 このまま では 
MS-DOS を 使う に は 十分です が、 OS/2 を使ラ こ と はでき ま せん。 

このような^ 合に は RAM ボード を 装^して、 コンピュータの 待つ メモリ 
を 十分な 人き さに W やします。 
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専用 RAM ボードの 装着 



3 .5 RAM ポ 一ド 



ォ ブショ ンの 2MB 内蔵 RAM ボー ド (PC286RB2/PCRB3) は 本体 内部の 
拡张 スロッ ト に^おし ます。 また、 PCRB3 は オプションの ifiS RAM モジュ 
ール （PCZRM) を 装 する ことにより、 メモリお W: を^ やすこと がで きま 
す。 



専用 RAM ボードの KAM ボード をお ft する に RAM ボード 上に ある ディ ップ スィッチ を, S 

ディップ スィッチの 設ま ^します。 



RAM ボー ド I. に 8ii の ディ ッ プスィ ツチ SW1 が あ り ます 




ディ ッ プスィ ツチ SW1 は 次の よ う に ^定 します。 
ディ ブス イッチ SWI 



ON 
t 



1 O O J C t ^ O 












8 

7 




I 常に ON にす る 
常に OFF にす る 


■ 【 

I 


o J O 1 o 




6 pF 


1 常に OFF にす る 






5 i 




1 RAM ボードの メモリ を 使 化する 




RAM ボードの メモリ を 使 m しな i 、 



ON ON 
ON OFF ON 



使 HI する アドレス や IIH 



OFF'OFF ON 



ON 



OFF ON 



ON 



OFF ON 



ON 




〜 2FFFFFh 
- 3FFFFFh 



OFF ON 



OFF OFF ON 



OFF OFF OFF ON 



ON 




OFF ON 



OFF ON 



ON 30()(100h〜4FFFFFh 



400000h-5PTFFFh 



ON 



OFF 



OFF 



OFF 



500000h-6FFFFFh 
700000h-8FFFFFh 



800000h〜9FFH' 下 h 



900000b -AFFFFFh 



A000O0h〜BFFFFFh 



OFF ON ^OFF 



-CFFFFFh 



ON 研研； C00000h〜DFFFFRi 



ON 



D00000h〜EFFFFFh 
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ディ ッ プスィ ツチ SW1-1〜4 は RAM ボ一 ドの メモリ を 別り、 1 '， てる アド レ 
スゃは il を fit 定 します。 SW1-1—4 の S 定 について は 次の 点に； に«: してく だ 
さい。 

• ド^ア ドレスから に^ 定 してく た' さい。 

• RAM ボード を^ 玖 枚お^ する^ 合， それぞれのに \M ボードが^ II す 
る アドレス や: が^ 絞す るよ う に してく ださい。 

PCRB3 

RAM ボ一 ド I. に 1 つの テ' ィ ッ ブス ィ ツチと 1 つの ス ライ ドス ィ ツチが あ 
ります， 



それぞれの スィ ツチ は; 久' のよ フ に 《3:'4i し ま す 



• ディ ッ プスィ ツチ SW1 

本 機に は する nj^、 次のと おり ます 

デ イッブ スィッチ SWI 




'ふ;： ：（) ド ド にす る 
パリ ティ チェ ッ ク をけ わな 



ペリ テ イチ エック を U 



コンピュータの 槻^ 







1 


2 


3 1 


ON 


ON 


ON 1 


OFF 


ON 





PC 286VF シリーズ 



KA\1 ボー ドの メモ リ サ 



ON I KAN1 ボー ドの メモリ を f も I 



1MB(KAM ボードの メモリの 內 1MB を 使-》 



ON 


(OFFlON 


i 2MB(PCRB3 だけ を 装^す る と き） 


隨 


3MB(PCRB3 + PCZRM1 個の と き） 




ON OFF 


4MB(PCRB3 + PCZRM2fW のと き） 


OFF. ON OFF 5MB(PCRB3 + PCZRM3fl« のと き) 


OX 




6MB(l)CRB3+rcZRM4 請と き > 


OFF 






4 If^RAM モジュ 

一 —ル用 ソケッ ト 



II ティ ッ ブス イッチ 
SW1 

(^ディ ッブ スィッチ 
SW2 



3 ス フ つ トス 1 ツ 
SW3 




n0 8 

rTa 7 

一 E 6 

【。- 放 5 

nHS 4 
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ミ 主意 ディ ッ プスィ ツチ と SW1-1〜3 の ^で RAM ボードが «1 出す るァ 
ドレス 卞 が 決ま り ます。 ディ ッ プスィ ツチ SW2 の^; il について、 次の. 
に i' に & してく ださい。 

• ド位ァ ドレスから WIS に^^してく ださい。 

• RAM ボード を ftftt! (お ft する 場 1>、 それぞれの RAM ホ' 一 ドが侦 川す 
る ァ ド レ スゃ :|!!| カリ t*S す るよ ラに してく た' さ い。 

• スライド スィッチ SW3 
本 t« に 装れ する 場ん 卜 M のとお り ディ ッ プスィ ツチ SW2 と b^'MM に, S 
定 します。 



ス ライ トス イッチ SW3 
(矢印の 方向に 投定 します） 



SW3 



CGGC 



1 SW2 4 1 SW1 8 



注意 テ 'ッ ブス ィ ツチ SW 卜 1 一 3 は に' お^され ている メモリ の' お W; に 
合わせて 設定し ます。 

PCRB3 には標 ゆで 2MB の メモリが' お 装され ています。 才 プショ ンの IfhS 
RAM モジュール （PCZKM> を ％ れ して メモリ を增 やす 場合に、 ディ ップ 
ス ィ ツチ SW 卜 1〜3 を^： 4i してく た' さい。 

• ディ ップス ィ ツチ SW2 
ディップ スィッチ SW2 は PCRB3 が 使 う アドレス や の スタート アド 



レス を ttrVil し ます。 

ディ ップ スィッチ SW2 



ON 
t 



r i ] 




3 1 


r 4 ！ 


スタート アドレス 


ON 


ON 


ON 


ON 




| OFF ] 


「0N | 


ON 1 


1 ON 1 


r it 麵 oh 


ON 


OFF 


ON 


ON 


「 2000Q0h 1 


OFFH 


OFF ' 


ON 


[ON 


r 300000h 1 


ON 


ON ] 


Ol' 下 


ON ] 


r 400000h 


に OFF 


ON 1 


OFF ― 


ON 1 


r 500000h 


[ON ， 


OIT 


OFF J 


i ON J 


p 60()()()0h 


OFK 


OFF 


OFF 


ON 」 




ON 


1 ON I 


！ ON 


OFF 


に 800000h 


LOFF I 


roN ] 


ON 


("'下 


[ 900000b [ 


[ON 1 


LOFF 


ON 


LOFF 1 


r AOOOOOh " 


fOFF 1 


[OFF 


ON i 


LOFF ] 


r B00 画 h : 


ON 


ON 


OFF 


LOFF 


COOOOOh 


OKK 


ON 


Ol' 下 


LOFF 


[ DOOOOOh [ 


ON 


口 OFF 


OFF 


FOFF 


「 EOOOOOh 1 


(肝 


ovv 


(肝 


OKI- 





lol I 3 

〔OJ I J 2 

I 一 ひ 1 I 



67 



^V-'fl RAM ボー ドは 次の T- 顺 で装符 します。 
体 と 、接 校して いる は 1辺 装! R の 屯 源 を オフに します。 
体に 枝^して いるすべ ての^ 辺 装;)？ を 外します。 また、 ケーブル も 

コンセントから 抜きます。 

© 本体す frfri と俩 ifti のネジ （9 40 を ドライバ一 を 使って 外します。 外した ネ 
ジは カバーの 取り f.j "けに 使います。 な くさない よう に 保^して く ださ 



< 本^ カバー を^ iftiffil に' j し く ようにして 外します。 
本体 カバー を 外す ときに、 本 f+: をケ てたり せず、 横に; おいたま ま 行って く 
ださい。 
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[5]#ffl RAM ボー ドを 装^す る 内部 拡張 スロ ッ ト の 位;?，: は 次の M の と お り 
です。 本体 內部は W 密な^ f 部品から 構成され ています。 人き な 銜^ を 加 
えたり、 ネジ などの 部品 を 》 とさない よ ラに ffi'fi に 作 X してく ださい。 



フロッピーディスク ドライブ 



RAM ポー ド 押え 板 




拡張 スロッ ト 2 
拡》 スロッ ト I 
CPU ボー ド 



本体 背面 電源 ュニッ 



外部 ^^スロ ッ ト 



H]^^ 内 部 の RAM ボー ド 押さ え 板 を 外します。 RAM ボー ド 押さえ を 
定 している ネジを ドライバ一 で 外して RAM ボー ド 押さえ 板 を 外して く 
ださい * 




HhV 川 RAM ボー ドを 内部 拡张ス ロットの コネクタに * し 込みます。 H 
RAM ボー ドの 部ん'， が '太: 装され ている ifd を CPU ボー ドの 側に 向けて、 
に まっすぐ 圧し込みます。 




RAM ポー ド 



SI RAM ボー ド 押さ え 板 を x どお り に 取り付けます。 RAM ボー ド押さ え 板 
の 光端の; » の^に RAM ボー ドを 挟む' よ うにして RAM ボー ド押 さえ 
を 取り付け、 ネジで S 定 します。 




リ 本 f も 内/？!; に ネ ジな ど の ffl;,V, が « ちていな いこと を 確かめて 本 (+： カバー を も 

とどお り に 取り付けます。 
囫本 体力 バー を、 WW t 背 W から 9* のネジ で囲定 し ます。 

E1 本体のお きを w し. ;t の a'x にぶ vi します。 

り 外した IMii234;iS や ケーブル を ノ!; のよ う に^^し ます。 

3.5 RAM ボード 

KAM ボードに 係す る ディ ッ プスィ ツチ は ディ ッ プスィ ツチ SW3-6 で 
す。 

I ディップ スィッチの は 屯 * を オンに するとき に 住み込まれます。 ，没'41 

の' «0!' は、 必ず 'ぉ« を W つて 行って く ださい。 

ディ ッ プスィ ツチ SW3-6 に よ り 本 ^内, S メモリの 内、 80000h 〜9FI'、FI''h 
の を 切り離す こ とがで き ます。 

ili 吸の バン ク W り 換え ガ^の RA!U ホ'一 ドの 多く は、 この の RAM を 
バン ク 切り 换 えの 窓 U として 使って います。 このような RAM ボー ドを使 川 
する ディ ッ プスィ ツチ SW3-6 を ON にして く た' さい。 
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3.6 プリンタ 



冬 饯には PC 9801 V シ リーズ W の はとん どの プリ ン タを ^絞で き ま す。 フ 
リン タケ 一 ブル も PC ( J801 シリーズ III の ケーブルが 使 Mj できます。 なお、 ゾ 
フ ト ウェアに よって は Willi "f 能な ブリ ン タに； を' 2 け る ことがあります 



36 ブリン タ 



プリンタの 分類 



プリンタ は. 印字 方式、 iAMmm. コント o —ル コード 体 糸、 印字へ 

y ドの ビン な ど に よ つて 分 W す る ことが でさ ま す。 



Ef] 字 方式 暴 ドット インパクト ブリン タ （ワイヤ ドット マ トリ クスプ リンク） 

インク リ ボンの 1. から 何 4： もの 細い ヒンを 紙に 強く 打ちつ けて 印' ？: し ます。 
«9 紙への 印字 できます, 



然 fcV. ブリン タ 

インク リ ボンの ィ ン クを然 でお かして 紙に わに'/ して 印卞し ま す。 ！ 紙 を 
使えば インク リボンな しで も 印'； できます。 印 卞迚 ^は ^ いのです が、 小 
や、 ftft、 廉価で、 も靜 かです * 



ィ ン クシ' ェ ット プリンタ 

ぬ 状 イン クを/ ズル から 紙に 吹き f.i "けて 印' ドし ます。 nr'/ 紙への 印' ド はで 
き ません が， な が w かです。 



ページ プリ ンタ 

コピー 機と M じ で 1 ページ 分の データ を 1 * に 印 します。 ドラムに 
)t で 文' の ilHift を 作り、 文 卞 の/ a; 分に トナー を w« させ、 その トナー を 紙 

に fc''/ します。 文'?: の ミ{? ^ を るのに レ 一 ザ 一 先 を オン/オフ する のが レ 
—ザ 一 プリ ン タ、 液, 1 シャ ッ ターで) t を オン/オフ する のが 液,；:， プリ ン タ 

です。 



最大 印字 ネ 行数 半^ 文' ド で 80 桁 印 'i":"f 能な ものと 136 桁 印卞" f 能な も のが あ ります。 

ただし この 桁 St は 標^^ 定 での も ので、 文'； に よって 変化し ま す。 
136 桁 印字 可能な もの は B4 サイ ズの用 « を 横 S き に して 印字で き ま す。 
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コント ロール コー ド フリン タは コンピュータから 送られて く る 文 '？: を ¥. 純に 印字す る だけで な 

く. 拡人、 ^小、 強 •》! 印'？: など fttt の f+ 加 的な 機 fi ヒを 待って います。 これら 
の 機 fi£ はコン ト ロール コード を 使って 利 川する ことができます。 コント ロー 
ル コードに はいくつ かの 体系が あり、 人別す る と PC-PR 系と 系に 

分ける ことができます。 



印字へ ッ ドの ビン 数 コンピュータ が^'？: を 使 川で きなかった 時^は プリンタ も た' け を 印 

できれば 良 かった ので、 8、 9、 または 16 ピンの 印 •；•: ヘッド を もった プリ 
ンタが 主 « でした 《 しかし、 少ない ビン ft では 漢字 をき れいに 印字す もこ t 
がで きないた め、 Wfr- では 24 ピン 以上の プリンタが に に 使われて います。 



•24 ビン 糸 プリンタ 

山^の プリ ン タの はとん どが 24 ビン 糸 プリ ン タ です。 を卬卞 する に は 
24 ピン プリンタが 必« です。 

ただし、 BR の 多い 澳卞 をき れいじ 印 宇す る^ 合 や、 さ ら に! « 品 « の 印' i": 
が «: 求され る^ ft に は 36 ピン、 48 ピンな どの プリ ンタが 川 いられます。 



•16 ピン 系 プリ ンタ 

では はとん ど 使われません。 8 ピンと 9 ピンのへ ッ ドの もの もこの 系 

列に 含まれます。 に 英字の 6P 字に 使われます。 « 字が 印字で きる 《> の fc 
あります が 印'?:, V,W は丄; 4 くありません。 この 系列の プリンタ を 使う 場 0 に 

のみ. メモリ スィ ツチ sw5-o の a 定を 変える 必荧が あり ます。 

プリンタお を 初 W ^'ぶで ^定 する ゾフ トウ ヱァ では メモリ スィ ツチの, 

にか かわらず Ifi 作し ます, 



注意 も饯, ぉ《卞 コードと して JIS551 水 ゆと JIS 55 2 水 ゆ を しっています。 し 
かし、 みい プリ ンタに は JIS35 1 水^ しか 恃っ ていない ものが あ り ま す。 
P^i 合、 JIS 第 2 水準の 漢字 は ディ ス プレイ I. には^ 示され ますが、 印卞 
する こと はでき ません。 

ま た、 本 機が 内^ している 文 ひ: の 形 と プリン タが 内蔵 している 义'; の 形の 
ft い i4 いに よ り、 ^ポと 印'?: お:; « が K なるこ とが あり ます。 
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プリンタと アプリ ケ 「コン トロール コードに よる 分 Jfl」 で^ 明した ように、 プリンタの 侦 出して 

—ンョ z ノフ' いる コン トロール コードに は ESCZP 系と 系の が あ り ます。 

アプリケーション ソフトで プリ ンタ を使ラ ift 合、 アプリケーション ソフト 
は コント ロール コードで 义'? ：の拡 人、 铋 小 を プリンタに します。 したが 

つて、 アプリケーション ゾフ トが使 川 している コン トロール コードと プリン 

タの コントロール コードが ー钕 しなければ なりません。 また. n 分で ブ ログ 

ラム を る^ ^ に は 使 》H する プリンタの コン ト ロール コード 体系に ft わせて 
プログラム を 作る 必？! ： があります。 

山-版の アブリ ケーシ ヨン ゾフ ト では、 fit 川す る アリン タの機 f*: を 《 ベる も 
のが 多くな つてい ます。 このような アプリケーション ソフトで は、 プリンタ 
の 棟 I* を iSW する ことによって、 コント "ール コード ゆ 糸な どが その プリ ン 

タ に^わせて^^ されます ので コン トロール コード 体系 を, な: する 必《: は あ 
りません * 



プリンタ ドライバ MS-DOS では 次の ム法で プリンタで 印 卞 する ことができます。 印？: でき 

る ファイル は テキス ト ファイルた' けです。 



き PRINT コマンド を 使 ラ 
次の よ うに 入 乃し ます。 



A > PRINT *****.*** 



I _ こ の k 分に ト n'i したい フ？' ィ ルの 



• COPY コマンド を fit う 
次のように 人 わします c 



A > COPY ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ PRN 

I _ この » 分に 印字した 



ィルの 



3 - Q を 押す 

を 押す と. ま に" P と^^されます。 




これ 以降、 入力した 文字 や ft 面に 表示され る メタ セージな どが 印字され ま 



73 



—部の MS-DOS では、 プリ ンタで 印 する ための 制御 部分 を MS-DOS 本 
f もから 切り離して、 デ バイ ス ドライバと している ものが あり ます。 （セイコー 
ェ 7' ノン （株） K の MS-DOS \'；5.1 Kd.2 など） 

このよう な MS-DOS でフ リ ン タで 印'?: す る に は、 CONFIG.SYS フ ァ ィ ル 
の 中に プリ ン タ ドライバ' を 組み込んで おかなければ な り ません。 
セ ィ コー エブ ゾン （洙） 製の MS DOS V3.1 Kd.'2 は、 プリンタ ドライバと 
して rESCP.SYSJ と ぼに. ヽ 'T.SYSJ の 2 つ を 待って います。 使 W する フ 
リ ンタの コード f も 系に ^わせて プリンタ ドライバ' を 逸んで ください。 



ESCZP 系ブリ ンタ ， 


ESCP.SYS 


PC-PR 糸 プリンタ | 


~ PRINT, SVS 



接« 力 法の »tt は プリ ン タの 取《说叫# も * 照して く ださい。 ここで は 38 
水 的な こ とだけ を します。 

プ リ ンタ は, )c'|'- で'/ ズ "4i し た iij 所に^; S してく た' さい。 特に ファン フォルド 
紙 し!!!^ UI 紙） を Mi う^^に は、 プリンタの 後ろに III 紙 を: K くた めの^ 所' i' 

«: ばし て く ださい。 また プリ ン タの; u« を^ 棣 の, 屮, 乃 出 vti 源 コネクタから と 
る 場 fr、 プリ ン タ の'; rttt おおに ii しなして く ださい。 



2>M« と プリンタの 屯* を オフに します。 

[U インター フェイ ス ケーブル （PC-9800 シ リーズ 川） を 本 機と プリンタに^ 絞 
し、 |A|',ii1Hi を 《i つて ケーブル を します。 





メモリ スィッチ 



ミ 主意 



«iW する プリンタと 機能に よって は メモリ スィ ツチ を 変 する が あり 

ます。 たた' し、 アプリケーション ゾフト で 使 HI する プリンタ を 択 できる 場 
合 は メモリ スィ ツチの 3： 定を する 必要はありません。 

き 16 ピン 系 プリンタ を 使 Ml するとき （II 本お Disk BASIC, II 本, iSMS- 
IX)S) 

SW5-0 を 0 にします。 

秦 1 1 水 ''t aK PC-FK201* カラー プリンタで カラ一 [fij ハードコピー をと 
る と き （II 4：^ Disk BASIC のみ） 
SW5- 3 と SW6-4 を 1 にします。 

秦 PC- PR201 系 以外の プリンタで rtifti ハードコピーの 拡' お 機能 を 使 う と き 
(H 本 iSDisk BASIC のみ） 
SW6-4 を 1 にします。 

I メモリ スィ ツチの^: を «' えた と き は ディ ッ プスィ ツチ SW2- 5 を ON に 
I して、 リセットして ください。 
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3.7 RS-232C インターフェイス 



本拽 はは かの コンピュータ ゃパゾ コン 通お サービス など と データ; ilH" を if 

ラ ための RS — 232C と 呼ばれる インターフェイス を 待つ ています。 この イン 
タ 一フェイ スの出 人 II が 本体^ ifij にある RS- 232C コネ ク タ です。 プリンタ 
インター フェイ スが データの 出力の みで あるのに W して、 RS- 232C インタ一 

フェイ スは 人出 力 と も に 扱う こ とがで きます。 



3 7 RS-232C インターフェイス 

rs-232c と は HaamiiiBiiiaiaBHH 

RS-232C というの は E1A (米 に X 会） が^め た コンピュータ などの 
データ^ 押 ^ お (DTE) と モデムな どの 波形 変換お W (DCE) の IH1 の データ 
夂换 のた めの ィ ン ター フェイ スに IW する Wttt です。 2 つのお; K の llil の データ 
交換に 必' S: な レリと レベル、 レ; 'ふの 流れる カ^、 および コネクタの ピン 配列 
などに して 说定 しています。 RS-232C ィ ン ターフェ ィ スを恃 つた 棟 Si ど う 
し は、 も やゆ を说定 どおりに 《 ^する こ とに より データ を やりとり する ことが 
できます。 



注意 232 し' インター フェイ スで データ 送' I' は CPU ス ピー ドス ィ ツチ を 
«f1: しないで く た' さい 0 CPU の クロ ック スピード を 変える と データ 送逨 
^が 途屮で $ わって し ま い、 データ fcii が に 行われません。 
データ 送屮 でなければ クロック ス ピー ドを 変えても 'ぶした お 送逨度 は 
変わり ません。 
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第 3 章 使用す る 装!！ 



接続す る 装置 

データ通信の ための 装置 データ 通" と は、 の コンピュータ を RS- 

して は 校 し、 データの やり取り を 行う ことです。 



3.7 RS-232C インターフェイス 



ィ ン ター フェイ スを介 



RS-232C インターフェイスに は、 次の ような を桉絞 し て デー タ 通 も; を 

行います。 



• モデム （SR-240AT など） 

秦 はかの コンピュータ （EPSON PC シリーズ など) 
譬ヮ一 プロ （ワード バンク ノートな ど） 



^絞す る 5435 によ り、 fit 川す る ケーブルが K な り ます。 

核 絞す る コンピュータ ど うしが 近く にある 場^, r クロス ケーブル」 という 
ケーブルで して データ 通仏' を 行？ ことが でさます。 

ifite 地に ある コンピュータと データ 通" を^う 場^、 屯 跺を利 川して 
データの やり取り をし ます。 この 合、 コンピュータの 仁'' 'j を 屯,; 線で 送 

る ことができる ように、 モデムな どの も を 変換す る が必 X： に な り ま す。 
コンピュータと モデム を抟 « する に は 「ストレート ケーブル J という ケープ 
ルを使 川し ます。 



捿 《 する 《置 


ケーブル 


モデム 


モデム ケーブル （ストレート ケーブル） 


はかの コンピュータ 


ク O ス ケーブル （リノ f ース ケーフ 'ル） 



そのほかの 装置 KS- 232C インター フ ヱイ スは データ;! HiitW 以外に も いろいろな 装: K を 

桉《 [する ことができます。 

書 イメージ スキャナ （GT- 3000V など） 
• マウス タブレット （MT-20 など） 
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3,7 RS-232C インターフェイス 



接続 




RS 232C インター フェイ ス コネクタ は 本体^ば ri にあり ます 。核-絞 ケーブル 
の コネクタに ネジが ある もの は、 下 M のよ う に ネジで 本体に しっかり と 丄 め 
てくだ さい。 




.7 RS-232C インタ— フェイス 



讕 ディップ スィッチ 



RS-232C インタ一 フェイ スに 1« 係す る ディ ップ スィッチ は ディップ スィ 
ツチ SW1-5/6 です。 



ブス イッチ SW1 



注意 ■ ディップ スィッチの は vU* を オンに すると さに^ み 込まれます。 
の は 必ず 0；«を切 つて ひって く ださい。 




ディ ッ ブス ィ ツチ SW 卜 5 と SW 卜 6 によ り み A を, ik い 4i できます。 



ディ/ブス イッチ SW1 




$ 


： A 能 






式 


0 ト下 


ON 


M 期 钊時« 構 （データの 受^に、 受份 データから 作られる タイ ミン グ 

を 用いる。 送 frf 時 は 内部の タイ 5 , グ倌号 を 用いる。) 


ON 


OFF 


ST2 1"1 期 式 (データの 送 'さ fii に 相手 脚 K1S の タイ ミ ング 信号 を 用い 


ON 


ON 


BCI 1"1 期 式 （データの' に til チ側懊 器の タイ ミ ング信 v を 用いる。 

送 ^ ゆ は 内部の タイ ミ ング f,iv を 用いる。） 
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通常 は 調 歩 同期式 (非同期通信) に S 定し ます。 



メモリ スィッチ 



RS 232C インタ一 フェイ スに IHJ 係す る メモリ ス ィ ツチ は、 メモリ スィッチ 
SW1/SW2 と SW3-7 です。 

メモリ スィ ツチで は 通" み 式 以外の i!fi<,i パラメータ を ^ 定し ます。 || 本お 

Disk BASIC でのみ, な: 味 を 持つ スィッチ も ありま すので してく ださい。 

r 丄 ド のおで BASIC お よ び MS-DOS 欄の 〇 は その オペレーティング シス テ 

ムで使 川して いる こ と を^し ます。 

また、 以 ドの パラメータ は メモリ スィ ツチに 係な く ， MS DOS や II 本お 
Disk BASIC で 変 Oi する こ とがで きます。 



パラメ 一々 1 -1^8^ 

7 (SPEED コマンド） 


f Disk BASIC 
(OPEN 文） 


パリティ 
データ ビッ ト^ 
ス ト ッ ブビッ ト K 
XON/XOFF パラメータ 


*«- 町き 


«tf 可能 


SI/SO バラ メータ 


不" f 


saw 能 




変 i«M 能 





； ±* I メモリ スィ ツチの ^'ぶ を 変えた と き は ディ ッ プスィ ツチ SW2- 5 を ON に 

I して、 リセット してく ださい。 



メモリ スィッチ SW1 (システム^ '4iW(:48h) 

7 6 S 4 3 2 1 0 




： システム^; iiw 
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メモリ スィッチ SW2 (システム^ 定 W( :05h> 

7 6 5 4 3 2 1 0 





& 味 


BASIC 


MS DOS 


te 送 速 ft 


0 


0 


0 1 


0 


■ 








0 


0 


0 


1 


75 bps 








0 


0 


1 


0 


150 bps 








0 


0 


1 


1 


300 bps 








0 


1 


0 


0 


600 bps 


0 : 


o 




0 


1 


0 


1 


1200bps 








0 


1 


1 


0 


2400bps 








0 


1 




1 


4800bps 










0 


+ 


0 


9600bps 








0 


常に 0 にす る 






- mm 


0 


'おに 0 にす る 






- * 使坩 


0 


常に 0 にす も 






SI/SO 


0 


餹幼 


〇 




ノ 《ラメ一 タ 


1 1 


「"幼 







□： システム 設定 w': 



メモリ スィッチ SW - 7 (システム <S 定 fift: 0) 




L»EL コード 受^ 時に DEL コード （7Fh) として^^ します, 



I DEL コード 受^ 時に NUL コード （00h> に 変換して^^ します 



»3» 使用す る 装置 



接続 ケーブルの 例 



3 7 RS-232C インタ一 フェイス 



譬 モデム ケーブル （ストレート ケーブル） 



D8 ミニ 2S ヒン 



1 


o 




o 


3 


o 




o 




o 


6 


o 




ひ 


8 




20 O 



モ テム 



ミ 二 25 ビン 



o 


1 


o 




o 


3 


o 




o 


5 


o 




o 


8 


o 


6 


o 


20 



PC-286VF 



クロス ケーブル （クロス ケーブル） 




ひ 



O 




ワード バン ク/ ートと の 接 絞 ケーブル 



ミニ DIN 8 ビン 


DB ミニ 25 ビン 


E O 


O 1 


3 0 


0 2 








1 O 5 


7 O 


O 6 


1 O 


O 7 


5 O 1 


O 8 


6 O 


O 20 


ヮー ド バンク ノート 


PC-286VF 



»3 輩 使用す る 装置 



通信 方式 



RS-232C インター フ i イス 



通信 方式に は 同期通信 t 非 同 W 通信 (»1 歩 同期式 通信と も 呼びます) の 2 
つがあります。 

RS-232C を 使った データ^^で は、 1 本の^ 'ふ^を 使って 1 ビッ 卜ず つ ftlfi 
* に データ を 送して います。 このため ft ビッ トを 送る 時 にほ'2ける時1出を 
決める タイミング^ ひが 必荧 になります。 タイミングに ひ を 'みが 他；/ から 

供給して もらう のが IS1 期 通信です。 また. それぞれの 惻で タイミング 信号 を 

ft 自に 発生 させて データの 送受 倌を 行う のが 非同期通^です。 非同期通信で 
は タイ ミン グぉ' ふ の を わせても 開始の 時 IM が^って いない と し く テ" 
ータが おかされません。 そのため、 IJH 始の タイミング を 1> わせる ための スタ 

一 トビ ッ ト と、 1 バイ トの データが 終わった こ と を^す ス ト ッ プビッ トを «i 
います。 で& スタート ビットお に タイ ミン グム リを 開始す るよう にし 
て、 正し く データ を 受信し ます, 非同期通信の 方が 信 母線の & が 少な く て 済 
みます が、 お 速の 通信に は 向きません。 

ilfi" み 式 は ディ ッ フス ィ ツチで します。 ディウフ スィ ツチの,, 化 ^は 78 

ページ を ^照して ください。 

EPSON PC シ リーズ ど う しの 通 « に は 通常、 #:MW«Hff を 使い ます。 ま 
た、 パゾ コ ン jrfKi で 一 «k 的に 使われて い る 2400bps ま での モデム は、 は と ん ど 
非同期通信 を 使って います • 



W 期间 ffi 

テ一 タの最 M である こと を 示す 文字 



はじめ 



おわ 



SYN 


SYN 


STX 


文字 




ETX 


SYN 1 





「a】Wf8 号 は 各ビッ トに含 i 
れ ている ため、 どの ヒッ ト 
から テ' 一 タか始 * るか を 示 
すため の 符^が 最 M に 送ら 
れ ます 



データの «リ である こと を 
示す 文字 



はじめ 

1 00 I 00 I I I 0 I 

urn 



デ一 タ ビ 'ノ 



1 文字の 始め を 示す 
スター ト ビッ ト 



次の スター ト 

ビッ ト 

I 文字の 終り を 示す 

ス ト ッ プビッ ト 
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3 . 7 RS-232C インターフェイス 
装お を ケーブルで 接 絞す る だけで は データ通^ をむ うこ とがで きません。 

RS- 232CW 格 は 接 絞 のた めの; TA 的/物 押. 的な *件 を 決めて いるた' けで、 お 
号の やり と りの タイ ミ ングゃ データの 形式な ど は 決めて いません。 このよ う 

な データ 通に-の ための AH 、限の 約 *^ を 決める のが 通 U パラメータです。 通 
仏-バラ メータ は^んの 34; おで M し' にす る必 《: が あ り ま す。 

パラメータに は 次の よ うな ものが あり ます。 これらの パラメータの f 刀 
Wfift は メモリ スィ ツチで^' i します 力、 オペ レー テ イング システム や 山' 販の 

アプリ ケーシ ヨン ソフトで 変 oi する こ ともで きます。 

転送 速度 te 送 速^ は データ を 送す る 速 さで， 1 秒 IH1 に 送" される ビット ft (bps) 

を^し ます。 冬 機 は 75bps、 150bps, 300bps. 600bps. 1200bps. 2400bps, 4800 
bps. 9600bps のい ずれ かの 速度 を 3g ぶこ とがで き ます。 

データ フォー マツ ト KS-232C による データ通^で は， データ を ム も 小^ 位の 1 ビッ ト に 分解して 

送し、 受 Uffl は その データ を^の 形に 《1 み ft て ift して ^押- します。 しかし、 
ただ データ をビッ ト》1^《 で 送す る だけで は、 受レ, '側で は どのよ うにして 机 
み、 7： てめ: せば £i いかがわ かりません。 そこで、 データ を' 側が X の バイト 
^位の データに お I みなて ifi: す こ とがで きる よ う に データの 形式 を 決めて おき 
ます。 例えば、 どこから どこまでが 1 バイ ト 分の データで あるかが 判る よう 

に 1 バイ ト 分の データの 先 itfi と 終わり を^す 'ふ を fi けます。 これ を スター 
ト ビットと スト ッ プビッ ト と 呼びます。 スター ト ビッ トは 1 ビッ ト に IA1 定さ 
れ ています が、 ストップビット は^さ を' 4 : えられます。 このような データの 
形式 を データ フォー マツ ト といい ます。 以ドに データ フォー マツ トを 決める 

«H， ; ; パラメータ を说 ^します。 

1 バイ 卜の データが い く つの ビッ トで W 成される か を 決めます。 7 ビッ ト 
と 8 ビッ トの 2«Ifl が あ ります。 

データ^が 7 ビットのと き は OOh から 7Fh までの データ をお 送で き ます。 
お 送す る データが た' けのと き は データお 7 ビッ トで 卜 分です。 デー 

タ^ 7 ビッ ト でも II 本^ を お 送す る こ とがで きます 力、 この 埸合 ni 水, is 
シフト コード j を 設定す る 必要が あります。 

データ 長が 8 ビッ ト のとき は OOh から FFh までの データ を 送で きます。 



第 3 章 使用す る 装 貢 



ス ト ッ プビッ ト Ji 

スタート ビット は 1 ビッ ト に闳定 されて いますが ス ト ッ プビッ ト は その お 
さ を 変える ことができます。 

パリティ ビット 

パリティ ビット は データが ^確に 送られた かどう か を 確^す るた めの^^ 

です。 データ ビッ 卜の 終わ りと スト ッ プビッ トの IH1 に 付けられます。 
パリティ ビッ ト なし 以外に^ 定 すると 送 レ; データに fl 動的に パリティ ビッ 
卜が 付けられ. 側で はこの パリティ ビッ ト による チェック をむ います。 
な 玖 パリティ と 偶 ft バリ ティ は パリ ティ ビッ トの W けガ を設： di します。 
な ft パリティの >tt 合 は、 まず 送 U 側で 1 バイ 卜の データの' I' に 1 のビッ ト 
がい く つ あるか を ft え. 1 の&が ft» なら パリティ ビットと して 0、 偶敉 

なら 1 を 付けます。 データの' 2f,iffl では 'S<ri した 1 バイ 卜の データの 屮に 

1 のビッ ト がい く つ あるか を R え、 その 数と パリティ ビットの 1 または 0 
が 合って いるか どうか を^べ ます。 i4 つてい る 場合 は データ エラーと して 
判断し ます。 

ffift パリ テ ィ の 場 は、 l.Jil の fflft とな 玖の 係 を 逆に して チヱ ック しま 
す。 

たとえば、 データ フォーマット として データ 147 ビット、 1 ストップ ビッ 
ト、 な 8 (パリティ を 设定 すると データ は 次の ような 形式で おかされます。 



スタート ビッ ト 次の スタート ビッ ト 

:kjy 

I 0 M 0 0 I 0 00_ 

、 ^ ^〜 〜ス ト ッ ブビッ ト 

パリティ ビッ ト 
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II 本お Disk BASIC や MS- DOS で データ通信 を 行う 垛 合に は、 送 速^ 
や データ フォー マツ トの はかに 次の よ うな 約束' li (プロ ト コル） が あり ます。 

• XON/XOFF パラメータ （X パラメータ） 
データの te 送 速度よ り 受^側の データ^^ 速 《 が M い と 'ま ^バッ フ ァ が才 
一 バー フローして しまいます。 このような' K 態 を！: 力-ぐた めに された の 

が XON/XOFF パラメータです。 XON/XOFF パラメータ を も 効に す 
ると、 受^側の 受 <,i バッファに データが 3/4 以 L たまる と 送^ 側に 対し 
て XOFF コー ド （送 U 中断 コマンド > が 送出され ます。 送 <,i 側 は XOFF コ 

ードを 受け取る と 力 的に 送 "を屮 断し ます。 受も i 側の^ 现が 進み、 '2 ぜ, i 

バッファの 1 / 4 ま でデ一 タが 《 ると、 XON コー ド （送お '《開 コマンド） 
が 受^側から 送信 侧に 送出され ます • 送信 側 は、 XON コード を 受け取る と 
iiUi を します。 XON コード は llh、 XOFF コード は 13h を います。 
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なお、 XON/XOFF コードの 送信 は、 X パラメータ を 「おり」 に 設定 すれ 
ば お 觔的に 行 われます が、 データ 送信の 中断 や WW は プログラムからの 命 
令に よって 行われます。 したがって 通信 プログラム を f:J 作す る 場合 は 
XON/XOFF バラ メータ をタ 《 して 作らなければ な り ません。 

SI/SO (シフトイン/シフトアウト > パラメータ 

データお を 7 ビッ ト と した ときには、 OOh から 7Fh までの 128W!Hi の コード 
しか 送る こ とがで きません。 カタ カナが^ まれる 80h から FFh までの コー 
ドを 送る こ とがで きません。 7 ビッ 卜で 8 ビッ 卜の データ を 送る ために 80 
h か C, FFh ま で を 00h から 7Fh に S き 換え て 送 <,i し、 8 ビット コー ド であ 
もこと を 示す ために 8 ビット コードの 始まりに シフトイン （SI) コード、 

終わりに シフトアウト （so) コード を 送 はします。 これにより、 受レ; 側で 

は SI と SO の 1111 の 00h から 7Hi ま での デー タ を 80h か ら FFli ま での デー 

タに し く nt/e する こ とがで きます。 II 本^ i)isk bask: で データ^ を 7 

ビッ ト にした とき は 必ず S1/SO パラ メ 一 タ をも効 に し て く た' さ い。 




li 本^ シフ ト コード 

卞は 1 バイトで すべての 文字 を 扱う ことができます。 しかし、 1 バイ 

ト で 扱える 文字 神-は 00h か ら FFh ま での 256 楝 類 です。 H で 使 う 澳卞 
に は H?R 使う ものた' けで も 敉千 种 Ifl あり ます。 そこで お を 扱う 場合に 
は 1 文'; "： にっき 2 バイ ト のデー タを 使い ます。 これによ り OOOOh か ら 
FFFFh までの 65536WSj までの 文字が 扱える ことになります。 しかし、 '| ( - 
純に^ 玖 卞を极 うのに 1 バイ ト、 澳字を 扱う のに 2 バイ トの データ を 使う 
と、 2 バイトの データ を 受信した とき、 受^側で は それが 漢字な のか 2 文 

字の 奂玖' i: なのかが 区別で きません。 そこで、 II 本お データの 始まりと 終 

わりに それ を 示す コード を 付加し ます。 始まりの コード を？ 8 字 イン （KI> 
コード、 終わりの コード を澳 '？: ァゥ ト （KO) コードと いいます。 これによ 
り K1 コードから KO コードまでの の データ は澳 字、 それ 以外 は英 敉卞 
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と 判断で きる わけです。 F1 本お Disk BASIC では、 メモリ スィッチで この 
KI コードと K0 コード を 通^の 相手に 合わせて 定 おする 必要が あり ます。 
H 本^ MS-DOS では シフ ト JIS と 呼ばれる コード 体系 を 使って いるので 
;S 卞 シフト コード を 使わな く て も 英数 ：ド と 澳卞の K 別が できます。 ^し く 
は! 15 2 部 を^んで ください。 

•Hi 改処 埤 

ディスプレイで 2 行 以上の デー タ を ^^す る や プリ ンタに 2 行以 h 印 
^する 埸 合、 カーソル や 印'?: ヘッド を その 行の 光^へ がす^ 押 • 他《> と、 
次の 行へ 移 W する^^ (Mr) が 必要になります。 2 つの^ 巧 I を 1> わせて 
«改*1 環と いいます。 通侰の 相手 機 S に 復改 & 理を 行わせる に は、 麵コ 
ード （CR) と 改行 コード （LF> を 送^す るの が^ もです。 しかし、 これら 
の コード は' I*. 独で 使う ことが 少ない ので、 II Disk BASIC では > 

時に 报《 コードの みで ^を 行 ラょラ に、 また 送 仁' 時に^' w コード だ 

け する ように メモリ スィ ツチで 《5：'4! でさます。 II 本お MS-DOS では、 
市皈 の 通信 プログラム を 使え it, 逸 倌 時の 》 定 もま fl^#» 定も簡 W にで 

さます。 パソコン 通 レ; サ一 ビスで は. iiu と '2 ^で •a 定が 違 う ことがあり 
ますので i に ffi してく ださい。 



DEL コード^^ 

DEL コード を^^ したと きの tt^ を メモリ スィ ツチで^ 定 できます。 
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RS-232C インターフェイス 



RS-232C コネクタ 



13 I 



oooooooooooo 
oooooooooo 



义 



,4 



(S 号の 方向 は 本体 を 基準 とした も のです。 



I 

2 
3 
A 
5 
6 

8 
9 
10 
11 
12 
13 




O 
！ 

O 

I 

I 

I 



B サケ' 


力 l''，l 


& ^ 


GND 




グ ラン ド 


TXCz. 




iiu エレ メン ト タイミング 


NC 






KXC 


I 


1- お エレメント タイミング 


NC 




mm 


NC 




き 使用 


DTK 


0 


データ レディ 


NC 






RI 


1 


ま 呼 表示 


NC 




* 使用 


TXCi 


0 


送 化 エレメント タイ ミン グ 


NC 




* 使用 




K レ 

ン 卜 K m 

ラタ タ ソン 橫 

グー 一 求 セラ ァ ド ド 

W デデ «<w タグ リ WW ン W ン 

^ u u u U ！ ャ使 使-ソ^ラ 

保？ iK え^?: a デ： ^ キ^^ グ^ グ 



D n n s s K D n 

N X X T T お N て^ 化 N 

G T R R c D G R ^ 



c c ル c § 



456789^12345 

111 — 11222222 



89 



3.8 マウス 




マウスと は 



國 マウスの 種類 



3.8 マウス 



3.8 マウス 




マウス は マウス カーソル を! P 力 かす 力-法に よって、 次の 2 つに 分けられます。 

マウス！ 1 バ杏を机ゃ#1»のパッ ドの h を if 力 かす もの 
PC286MS などの -般の マウスが この 形です。 
パネル h に ペンな ど を 使って 絵 を 描く ようにす る もの 
マウス タブ レツ ト と 呼ばれます。 



また、 インター フェイ スの 形^に よっても 2 つに 分けられます。 
き マウス コネクタ にお- 絞 する もの。 バス マウス と 呼ばれます。 

• RS-232C コネクタに 接^す る もの。 シリ アルマ ウスと 呼ばれます。 

マウス を 使^す るに は マウス ドライバと 呼ばれる WW ソフ ト ウェアが 必要 
です。 マウス を 使う アプリケーション ソフ トには * 通 マウス ドライバが 組み 
込まれて います。 



マウス はコン ピュー タ に阑而 I. の * 所 を して 命令 を' j- え る 人力^; K で 
す。 マウス を 使う ときに は ゆ iifii に マウス 力一 ゾルと 呼ばれ る カー ゾ ル がお^ 
されます。 マウス カー ゾルは 欠-印 や^の 形な ど いろいろな 形 をして います。 

マウス カーソル は マウスの 勅き に 合わせて ^Hfti ト を ji 力き ます。 マウス を! W 

かして マウス カーソルで rtifti ト. の 位; « を する わけです。 命令 はクリ ック 
ボタン を 使います。 ク リ ッ ク ボタンの 命令の «:味 は 使 する ゾフ トウ ヱァに 
よって 達 います。 



マウス カーソル （矢印 だったり 手の 形 をして います） 



アイコン 

(イラスト で 表示 し た り 文字で 表示す る 

ク リ ック ポタン 



二 と も ある） 




マウスの 1« さに したがって 園 面 上の 
マウス カーソルが 移 勤し ます， 




rt ぺ 4 



HMnp 



口 
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パ' ス マウスと シリ アルマ ウスの 2 つの マウス ドライバが いた ゾ フ トゥェ 

ァも あり ますが、 ど ち らか 一力-しか W いていない ゾフ トウ エア もあります。 
マウス を W 人す る 1*5： に はゾフ トウ エアで fi^ii されて いる もの を 逸んで くださ 



接続 



3.8 マウス 




マウス は、 インター フェイ スの によって 极^ する コネクタ が^います。 

E しい コネクタに 接統 して < ださい • 



バス マウス または これに-や ずる もの 

PC マウス <PC286MS> や マウス タブレット （BS'20> がそう です。 
マウス コネクタに^^ します。 

シ リ アルマ ウス または これに や. ずる もの 

MT-20 がそう です。 

コネクタに^ « します。 



接 « の 手 《 は 次のと おりです， 



(！！本^ の 屯 を オフに します。 

： 2 ! マ ゥ スの に よ つ て^ « す る コ ネ クタが a い ま す。 

バス マウス を 化 する 場 ^ は. マウスの ケーブル を マウス コネクタに 



^します。 



シリアル マウス を桉 絞す る垛合 

シリアル マウス を 筏統す る 場^ は RS- 232C コネクタ に 接 します。 



3.8 マウス 

ジ ヤン ノ、 ースィ ツナ 

本 f+:ii;jifti のスィ ツチ パネルに は ジャンパー スィ ツチが あり ます。 
ジャンパー スィ ツチの^' ぶに よって マウスの 剂り 込み レベル を 換える こ と 

がで さます。 ただし、 Willi する ゾフ トウ ヱァで 衍^がない 限り 变 する 必' 
は あ り ません。 通 ffi は 出 « 時 《r ぶで お使い く ださい。 

注意 ■ ジャンパー ス ィ ツチの は を オフに して 行って く た' さい。 




ヽ 
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3.9 数値 演算 プロセッサ 



3-9 ft« 演算 ブ D セッサ 

数値 演算 プロセッサと は ■■■■■■■■■■■■■■■■ 



ftfiftiW© プロセッサと は、 ソフトウェアで 行う ftft: の を、 ハー 
I '二'; 速に 行う プロセッサです。 本 機 は fdifti ぉ讶 プロセッサ U80287H に V,i'， ： 
PC286SEP) を 24^ する ことができます。 

表, UK ゾ フ トゃ CAD ゾフ ト など 5(3：^ に, げ^： を 多く 使う ソフトウェアに は 
ftfiftiW^: プロセッサ を 使う と^^が 速く なる ものが あり ます。 また H 本^ 
Disk BASIC では 次の; が iS くな り ま す。 

SIN, COS, TAN, ATN, KXF, SQR.LOG, べき *,;'| W 

3,3 »僅 演算 プロセッサ 

数値 演算 プロセッサの 取り付け ■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

ftfiftiW^ プロセッサ は 本体 内部の C ボー ド 上の ゾケッ ト に 34 れ しま す。 
Q] 本体 と 、 鶴 している は j 辺 の 屯« を才 フ にします。 

[!>m 冬に 核 «t している すべての w 辺お; 《を 外します。 また、 ； ケーブル も 

コン セン トカ 'ら 抜き ます。 

体 ffifti と 側 ifii のネジ （940 を ドライバ' 一 を 使って 外します。 外した ネ 
ジは冬 体力 バーの 取り 付 けに 使います。 なくさな いよ うに 保' ずして く た' さ 
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I 本体 カバー を^ IfiiffJ に 引き抜く ようにして 外します。 

本体 カバ一 を 外す ときに、 本体 は 水 f に；!？ いたま ま i 亍っ てくだ さい。 




A 体内 部 は おな ni f-^ 品から されて います。 人き な を 加えた り 
ネジ などの を 《 とさない よ？ に 怕れ に 作^して ください。 



フロッピ一 ティ スクト ライフ 



RAM ホート 押え 板 




ス 。ット 2 

^スロット 1 
CPU ホート 



本体 Hfi 霄》 ユニット 



外 スロット 



j'&WiiWW プロセッサ 川 ゾケッ トは CPU ボード I： にあり ます。 CPU ボード 

を >M4; に している ボー ド ホルダー を 外し ま す。 

ボー ド ホルダーの ネジを 外し、 ボー ド ホルダー を 外し ま す。 



第 3 章 使用す る《« 



0CPU ボード を コネクタから 抜き取ります。 CPU ボードの 端 を 持って， 1 め: 

に 引き抜きます。 

ftttWS: プロセッサ Ifj ゾケッ トは CPU ボード h の 次の 場所に あり ます。 



に ソケッ 



CPU ポー 




き] 数 フロセ ッサの 脚が 広がって いて ゾケッ トに 人らない 場 介 は、 に 
、ドら な 台の 十. などで 抉め ます。 




：鏟 W 算 プロセッサと ゾケッ トの 切り 欠きが ある 惻を介 わせて、 敉^ぉ«： 

プロセッサ を ゾ ケット に 神 入し ます。 CPU ボー ド 上の 部ん', が 破す il しないよ 
う に CPU ボー ドを 手で ささえながら、 力 をお に加えて 確' おに 神 入 し ま 



» ほ 省算ブ at ツサ 



切り 欠 さ 
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EE 



ftfifti お^ プロセッサの クロック スピードに 合わせて ジ ヤン バース ィ ツチ を 
設定し ます。 ジャンパー スィ ツチ は 本 ^内部の 下 [^の 位;? (にあり ます。 



CPU ポ一 ド ^ 




コネクタ 
内 


一^ 


スロット ^\ 




\ 


本体 正面 



l>C2«(iSW を 24 れす る J«fr、 10MHz の^: i に します。 



ジャンパー ス イッチ 


牧««»プ0セッサ 

の クロ ッ ク スピード 




10MHz 


ベ 


8 MHz 



プロ セ ッサが 確' おに 神 入され ている ことと、 シ ヤン パー スィッチ 
の^ 定が 正しい こ と を 確^して、 CPU ボード を 本 板 上の コネクタに * 

し 込みます。 

回 ボー ド ホルダーの 溝に CPU ボー ドの JB を 合わせて ボー ド ホルダー をネジ 

で ia 定 します。 このと き cpu ボードに^ けられた ケーブルの 端 を ネジに 

通 してから し ます。 
睡 本体 內部 にネジ などの 部-が 落ちて いない こ と を 確かめて 本体 カバ一 を も 

と どおりに 取り付けます。 

[0* 体力 バー を、 fflWri と rtrftf から 9 本の ネジ でお] 定 します。 
体 を 元の 位置に^？ i します。 

Epc り 外した 阓 辺 装置 や ケーブル を^の よ う に 接 絞 します。 



以 I-. で SWUK^ プロセッサの 取り付け は 完了です。 し 力 'し、 取り付け ただ 
けで は Scfifti' も' 5： プロセッサ を 使 J» する こ と はでき ません。 お^ プロ セッ 

サを f»tw"r 能な 状態に する に は、 絞いて 本梭の メモリ スィ ツチ を, s 定 します。 



メモリ スィッチ 



»« 演算 プロセッサ 



3〜5 です, 
ません。 



口 セッサ に |« 係す る メモリ スィ ツチ は メモリ スィ ツチ SW3- 
れらの スィッチ を^^ しないと l^fti'iii W プ o セッサ は 使 でき 



注意 ■ メモリ スィ ツチの^： £ を' したと き は 必ず ディ ッ プスィ ツチ SW2- 5 を 
ON にして リセット してく ださ 



メモリ スィッチ 


機能 ！ 


意味 


SW3-3 


アドバンスド モードでの JUft 
«» プロセッサの * 用 


o ■ 


使坩 しない 




使 W する 


SW3-4 


/—マル モードでの ftttr お 》 
プロセッサの 使 w 




[使用し ない 




㈱する 


SW3 う 


ftttfflf 算 プロセッサの クロ ッ | 

ク スピード 


丄 


[10MHz 


1 


8MHz 



メモリ スィ ツチ SW3-3〜5 は、 Wifll する ソフ ト ウェア、 卞 機の J 力作 モードに よ 
つて、 次のと おりに & ^します。 

MS-DOS で 使 する^ 介 プロ セ ッサを MS- DOS で 使 川す る 場 

合、 本 棟の wm; モードに よって メモリ スィ ツチの^: £ が; 4 います。 



ノーマル モード （デイブ スィッチ SW3-8 が OFF) 



メモリ スィッチ 


投定 


SW3-3 


&定は IW 係 あり ません 


SW3-4 


1 


SW3-5 


«:« 演算 プロセッサに 合わせて 欲定 


(PC286SEP の 場合： 0 に 設定 > 



アドバンスド モード （ディブ スィ ツチ SW3- 8 が 0X) 



メモリ スィッチ 


投定 


SW3-3 


1 


SW3-4 


^定は 係 あり ません 


SW3-5 


設定 は M 係ありません 



日本語 Disk BASIC ScWiWW フロセ ッサを II 本^ Disk BASIC で 使 川す る^^ 本 機の 仙 作モ 
で 使用す る 場合 一ドは |«| 係ありません。 



メモリ スィッチ 




SW3-3 


1 


SW3-4 


1 


SW3-5 


！ &定は rw 係ありません 
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3.10 拡張 スロット 



拡張 スロットの 働き 讕國 



310 拡張 スロット 



本 IS のお ぶ 张 スロットに は PC-9801V シ リー ズ 川 に 山'^ されて いる さま ざ 

まな 拡張 ボ一 ドを X/f する こ とがで きます。 Jt^"f 能な 拡 リぉ ボー ド に^して 
はゾフ トウ ヱァ /ハードウェア ライブラリー を ご^くた' さい。 なお、 拡张ボ 

ードの «類 によって は 装 する スロッ トを 指^して いるものが あります。 こ 
の 場合 は、 お 張 ボー ト' に 添付の 取 « 説明 寄の 指示に 従つ て く ださ い。 



拡張 ボードの 取り付け 方法 



310 拡 »ス0 ット 



拡^ ボー ドの取 り W けみ 法 は どの スロット に 対 し て も |n] じです。 次の 
で 取り付けて く ださい。 



1:^^ に している すべての ffl 辺 Jt; お を 外します。 ^iSi ケーブル も コンセ 
ン 卜から 抜きます。 

1] スロット カバーの ネジ （2*> を ドライバーで 外し. スロッ ト カバー 



スロッ ト カバー 



のようにお i:' お ボードの I 山 j« を スロットの ガイド （溝） に 合わせて W かに 
差し込みます。 



ガイ ド 




K» ボート' 



(3 カチッ という ？v がする まで 》 かに ボード を 押し込みます。 ボード を« く' JI 
つ 張って みて， 抜けない こと を 確^し ます。 




im した スロット カバー を 取 り 付けます。 拡! k ホ'一 ドに コネクタ な ど がつ い 
ている もの は スロッ ト カバー を 取り付ける こ とがで きません。 この^合 は 
拡 * ボ一 ドの 取扱 説明 《 の 指^に 促つ て く ださ い。 



ス a ット 力 パー 〜 



>M« に サウンド ボード を 取り付ける 場^, サウンド ボードの 3 ピン コネ ク 
タは 次のようにして 抟絞 します。 

SK 張 スロッ 卜の カバ一 をす ベて 外します。 拡^ ボードが 取り W けて ある 
itt 合 は拡 * ボー ドも すべて 外します。 

0RS-232C コネクタの 右 後ガの ド M の 位: S に 3 ピン コネクタが あ り ます。 
この コネクタに 接^し ます。 



10 拡 M スロット 



拡張 ボードの 取り外し 



田 本体に している すべての^ 辺^お を 外します。 vgilSi ケーブル も コンセ 
ント から 抜きます。 

H] ス 口 ッ ト カバー あるいは 拡張 ボード を 止めて いる ネジを ドライバ一 で 外し 

ます。 




；3^^'- ドを ftH' に'; I さ 抜きます。 

• 拡張 ボードに カー ドプラが 付 いている^ 合 は、 カー ドプラ を Tiiij に' J 

と、 てこの I お^で 簡 ゆに 抜く ことができます。 
'拡<14 ボードに カー ドプラが 付いていない^^ は、 拡^ ボードの を 持 
つて 少しずつん 右に ゆする ようにして ボード を 引き抜きます。 




te 張 ボード を 取り外したら 必ず スロッ ト カバー を 取り 忖け てく た' さい。 ス 
口 ット カバー を 取り付けず におく と 本体 内部に ホコリ などが 入り 故陣の 原 
因と なります。 また 新しい 拡張 ボード を 取り付ける 埸合は 取り付け の^を 
参照して 取り付けて ください。 



S3 章 使用す る 装 匿 




電源 容量 



3.10 拡張 スロット 



口 ッ ト の お w は 下 《 の と お り です。 お ぶ お ボー ド の; ftffiii 力の 介 
えない ようにして ください。 



DC ！ 


1 スロッ ト 当りの 容髓 


2 スロッ ト 合計の 最大 容量 


+ 5V 


1.0 A 


4 -OA 


+ 12V 


0.125A 


0.5A 


-12V 


0.075A 


0.3A 
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第 4 章 デ イッブ スィッチと メモリ スィッチ 



第 4 章 




に 1»1 係した ディ ップ スィッチと メモリ スィ ツチの, S: 味に ついて 

は 「353 な する 《ぉ」 で说 叫し ましたが、 これらの スィッチの 機 fig は 

^辺 装; S に IW 係した こと だけ を 決める わけではありません。 本な では、 すべ 
ての ディ ッ プスィ ツチと メモリ スィ ツチの, &味 を^ 叫し ます。 

ディ ッ プスィ ツチの^ 定の変 お は， ； 6» を オフに して 行って ください。 

メモリ スィッチ はいつ でも 《5'4i を 変える ことが でさます。 しかし， 'かお し 

た內 おが 才べ レー ティング システム によ つてぶ c み 込 i れ る の は、 を 才 ン 

にした ifii も か、 リセットした め: 後です。 したがって、 メモリ スィッチの, 3定 
を 変 Oi した f も は， 必ず ディ ッ ブス ィ ツチ SW2-5 を ON にして リセットして 
ください。 



4.1 




ディ ッ プスィ ツチ は l.fH にした と さが 01' 下， 卜惻 にした と さが ON です, 
光の 細い ドライバ など を 使って 確' おに セッ ト します。 

ディップ スィ ツチ を ^'ぷ し め: した 場 ft、 その 攻定の I 人 J 容は 'お ^を オンに し 
たと きに^み 込まれます。 したがって， ディップ スィッチの 設定 は 屯 源が 才 
フの t きに 行います。 



ティ ッ プ スィッチ SW I ディップ スィ ツチ SVV2 ディ ッブ スィッチ SW 3 



OFF 



ON 




B お。 naD 。 




SW I 



SW2 



SW3 




OFF 

畲 

フ、 



以 ドの ディ ッ プスィ ツチの 表の WJ/ は 次のと おりです 

搀能： ft スィ ツチの 桷 fife 

-5: 味 ： ft スィ ツチが （) ドド または ON のと きの S: 味 



ディップ スィッチ SW1 




ト I 


« m 


意 峰 


SU 1 - 8 


力 V — ？ くづ; の^^ 


0 ト下 




ON 


4096fe 中の ^お, ii 


' SW 1 - 7 


4； 使 m 


OFF 


おに OFF にす る 


ヒプ' ■ 


み A の 


SW い 5 SW 卜 6 


！ « 蜂 


> ■ r ■ '| 

OFF , OFF 




OFK 


ON | 




ON ！ 


OKK 


ST2M 歉 




ON ON 1 


BC1 1" 献 


SW 1 1 


フロ /ヒー テ 1 ス ク 
ドライブの ft 'ん *f《 


OKF 


フロ /ヒ 一ディスク ド ライフ を fft ん 


1 


ON 外 ffiW J フ 口/ヒー デ f スク ド ライフ を Hfc3t 


： SW 1 - 3 


ゾラ ズマデ < スブレ ィ 
の « 用 


OFF 


プラズマ ディ スブレ ィ を^ W しない 




ON 


ブラ ズ マディ ス ブレイ を ftH ける 


SW 1 2 


スーパー インボー ズは 
能の * 択 


Off 


I ス一バ 一イン ポーズ tflt 能 を Wi»H しない 




ON ！ 


スーパ一 インボー ズ おを^ »H する 


SW 1 • 1 


r< ス ブレイの 邁択 


-- --— ■' 

OKK 


| WW デ < スブレ ィ ^ディ ス ブレイ 以外） を 
|*IH す も 




ON 


な 解 ^ディ スブ レイ を 使 》H する 



SW1-4 は^^ フロ ッ ピー デイ スク ドライブ コネクタ に桉絞 し た ディ ス ク 
ドライブの を 決めます。 

SW1-5, -6 は RS-232C インタ一 フェイ スの ぉ1 期ガ式 を 選択し ます。 
SW1-8U Disk BASIC でのみ 意味 を 待ちます。 
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？ R 4 章 デ イッブ スィッチと メモリ スィッチ 






機 能 

T 


1 意 蜂 1 


SW 2 - 8 


ROM BIOS の GDC の 
処 3^ぉ4： の^' ぶ 


OFF 


GDC を 2,5MHz で 使 HI 


ON 


GDC t 5 Mill で 用 


SW 2 - 7 


p£ 使 W 


OFF 


常に O ト下 にす る こと 


SW 2 • 6 


ハ一 ド ディスク ドラ i 


OFF 


ハー ドテソ スク ドライブ を ffclfj する 


ON 


| ハート 'ディスク ドライブ を W り 離す 


SW 2 - 5 


メモ リス < y チの 
1 し 


OFF 


も * ケ ち 1:げ 霧 » に メモリ スィ， チ の W を シス テ 
ム设 itt にす る 


ON 


«W 《ち 1. け^に メモリ スィ -チの 他 もま 化さ 

せない 


SW 2 - 1 


テキ ス ト i*ufti の/ 1 小え 

ネ tt の tt£ 


OKK 


mi/mm 


ON 


25tr/rtifti 


SW2-3 


テキスト rtl 化の 

ホ * の 《Wf 


OKK 


40 文す /tf 




~i 

ON 




SW 2 - 2 




OFF 


常に OFF にす る 


SW2-1 


システム Y- 約 


opp 


OFF にす る 



： 基本 設定 



SW2-5 は メモリ スィ ツチ を 変お したと き に 必ず ON にします。 この スィ 
ツチ を OFF にす る と、 メモリ スィ ツチ は 常に システム 設定 値に 設定し ぼ 
されます。 

SW2-3, -4 は Disk BASIC でのみ, な: 味 を 待ちます。 

SW2- 6 を ON にす ると、 内 外付け の ハード ディ スク ドライブ を 使 川で 

きなくなります。 
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ディップ スィッチ SW3 



•1 デ イッブ スィッチ 



BBBBBBBB 





« 能 1 


S 味 


SW 3 * 8 


cm'ttfi: モード 


OFF 


ノーマ ルセ 一 f 




z、 i き 

ON 


ァ ト バン スト モート 




SW 3 - 7 


メモリ アクセスの ス 1 
ビ-ト' 


OFF 


ttit モ— ト 1 1 ゥ i イト） 


ON 


モ— ド （ノ — ゥふ ィ ト） 


SW3 6 




OFF 


KAM 4r640hB しする 






ON 


RAM lr5I2KB にす る 


SW 3 - 5 


Attn 


OFF 


業に OFF にす る 


SW 3 - 4 


Jam 


OFF 




常に OFF にす る 


SW3 3 


■■ ' 
Jttnm 


OFF 


絮 に OFF にす る 


SW 3 2 


rt* フロ , ビ— ヂ< ス 


OFF 


1 MB モード 




クの titt モードの jj'i 


ON 


&10KB そ— ト' 


SW 3 1 


\HH v u / ビー デ< ス 
クの t«V モ— ト' の I2i 


OFF 






ON 





• SW3 U 2 は 通 常 は OFF の 状 態 で 使 III します。 ソフトウェア/ハー ドウ 

エア ライ ブラ リーに IS 定 されて いる^^に 変 Hi します。 

き SW3- 6 は 内 *RAM の 内、 80000h〜9FFFFh までの SfiW の 扱い を 設定し 
ます。 ON にす ると、 この JEM の RAM が 切り離された 状態になります。 バ 
ンク 切り換えみ 式の 增^ RAM ボー ドを Willi する とき は ON にして く た' 

さい。 

秦 SW3-7 は メモリ アクセス スピード を 変 Ui します。 ゾフ トウ エア/ハー ドウ 
エア ライ ブラ リーに つて 変 Ui してく ださい。 



ON 


fflit モード 


内蔵 RAM アクセス 時に ウェイ トが 入らない 


OFF 

. 


低 逨 モード 


内蔵 RAM アクセス 時に 1 ウェイ ト 入る 



SW3-8 は CPU の觔作 モー ドを 設定 します。 OFF にす ると i8086 の！ »カ作 に 
対応す る ことができます。 ソフト ゥ エア/ハー ドウ エア ライブラリ 一に 従 
つて 変 it します。 



ON 


アドバンスド モード 


は 0286 本来の #カ 作 


OFF 


ノーマル モード 


i80286 上で i8086 の 動作に 対応 さ せ る 
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4.2 メモリ スィッチ 

メモリ スィッチと ぃラの はパ' ッ クァ ップ^ 池で データ を 保持され ている メ 

モリの 一 3; です。 変 能な システム 惝報を 力 き 込んで おく 铋 域で、 ft メモ 
リス ィ ツチに 1 バイ 卜の メモリ を 使 l|j し ます。 ビッ 卜の ON/OFF( 1 /0) 
で Wfti を^す ので ス ィ ツチと 呼ばれます が、 ディ ップス ィ ツチの よ う に T- で 
切り換える スィ ツチで は あ り ません。 

メモリ スィ ツチの は、 次の よ うにして ソフト ウェア 上で 行います。 



本 機に 添付の H 本 雄 Disk BASIC 

BASIC ユーティリティ ヽ 'U) を 使います。 

II ね S MS DOS 

SWITCH コマンド (SWITCH.EXE) を 使います。 



また、 このほか にも Disk BASIC の 棟 械, ift モニタの 機能 を 使って' « える こ 
I fc できます。 



BASIC ユー テ イリ ティ （BMENU) や SWITCH コ マン ト' で メモリ ス イツ 

チを 変お する^^、 お^される メニュー Wtffi で， 必 8! なな UI を 迸沢 して 议定 
します ので、 ft ビッ ト の^を. な & する 必 g はありません。 
Disk BASIC の 機 MUfi モニタ を 使って 没定 する i« 合 は、 次 ページ 以降の 没 

'ぶ に つてく ださい。 



以 ドの ページの^ の 兄ん は 次の と お り です。 



名称 

メモリ アドレス 
システム^ i 滅 



MS DOS 



BASIC 



メモリ スィ ツチの^ 称 

メモリ スィッチ として 使う バイ 卜の アドレス 

ディ ッ プスィ ツチ SW2-5 が OFF のとき、 * 源 を オンに し 

たと さに^^ される ft スィ ツチの Wi を 16 進数で^ します。 

ビッ トが 0 または 1 のとき の- s 味 

ビッ ト が II MS-DOS で fi; 味 を 待つ か ど う かをボ 
します。 こ の 欄が〕 の と き 恋 味 を 待ち、 x のと き 味 を 持ち 
ません。 

"i^ ビ ッ ト が H 本^ BASIC で 恋 味 を 待つ かどう か を 示し 
ます。 この 搠 が 〇 のとき 意味 を 持ち、 x のとき 意味 を 待ち ま 
せん。 
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例えば、 SW1 が システム 設定 fifi のとき は 



i8h=ioiTIoio]iio]o(p 



XON/XOFF «» 行わない 
テータ ビン ト 7 ビッ ト 

ス ト ッ プビッ ト 1 ビッ ト 



メモリ スィ ツチ を 変お したと き は 必ず ディ ッ プスィ ツチ SW2- 5 を ON に 
してから， リセ ッ ト してく ださい。 ディ ッ プスィ ツチ SW2-5 が OFF にな 
つてい ると システム に されます。 

H^iS Disk BASIC だけで ,8: 味 を 待つ スィッチ は、 MS-DOS では 変 お で 
きません * 



園 メモリ スィッチ SW1 



2 メモリ スィッチ 




7 6 5 4 3 2 1 0 

リ 



名称 SW1 

メモリ 》 地 A3FE2h 

システム ^^tt 48h (01001000) 



観 


章 咮 


BASIC 


MS-DOS 


XON/XOFFHj« 


0 


XON/XOFF « 鶴 行わない 


〇 


o 




1 


XON/XOFFW» 行う 


ii 侰 方式 


0 


全 二 遠 








1 


半二重 


o 




データ ビ ノト 


1 


| 0 


| 7 ビ ノト 


o 


o 




I 


1 


| 8 ビ" 


パリティ チェ 1 ク 


0 


なし 


0 


o 




I 


あり 


パリ チイ 坩定 


0 


パリティ 


o 


0 




1 




、'リ ティ 


スト プブビ /ト ^ 


0 


1 


1 ビット 


o 


° 




― ― 


0 


1.5 ビ-, ト 


o I 




1 


1 1 


2 ビプ ト 


o 1 


〇 



□: システム 設定 ffi 



これらの^ 定は DASIC、 MS- DOS のお JJW^;ji です。 
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メモリ スィッチ SW2 



メモリ スィッチ 



お 称 SW2 

メモリ $ 地 A3FE6h 

システム ^定 dft 05h 



7 6 5 4 



1 0 



« M£ 


寒 咮 


BASIC 


MS-DOS 




0 


0 


0 


0 


無効 


0 


0 


0 


0 


i o 


1 


75 bps 


0 


0 


1 


0 


ISO bps 


0 


0 

1 ■ 


1 


1 


i 300 bps 


0 


1 


0 


0 


600 bps 


0 


1 


0 


1 


1200bps 


0 


1 


1 


0 


2400bps 


0 


1 


I 




1 


4800bps 


1 

1 0 


0 


0 


9600bps 


mm 


0 


常に 0 にす る 








0 


• 一 ■ 






未使用 


冗に （J にす る 


未使用 


0 


常に 0 にす る 






SI/SO 


0 


嫵効 


© 




バラ メータ 1 


有 幼 



□ ： システム ^'ぷ仙: 



SW2- 7 の设' 4： は BASIC の toW^i です。 

SW2-0, -1, -2, -3 による^: di は MS-DOS の SPEED 

きます。 



ン ドで' で 



112 



第 4 章 



ァ 



ッブ スィッチと メモリ スィッチ 




メモリ スィッチ SW3 



メモり スィッチ 



/ 6 b 4 3 z ； 
1,1,1,1 



cm 



^称 SVV3 

メモリ S 地 A3FEAh 

システムお 定 fifi 04h (00000100) 



« nt 



味 



WW 



リ お ：|： 



0 
0 
0 



0 



0 



0 I28K バイ ト 



1 256K パイ ト 



い 



litfiiWfl ブロ 

セ， サ' お 乂の臃 

(アドバンスド モー ： 



tkimn プロ 
セゾサ の 纏れ 

( ノーマル モー ド） 



0 



0 



ん' iifW プロ 

七 メサの クロ 
/ク スピード 

ヶち l:tfB.V の 

テキス ト の 
St 卞の色 



人お モー ドで 

DKL ： 卜 K 



o 



0 



0 



0 



0 



:mK バ< ト 



512K パイ ト 



640K バイ ト 



ft WWW ブロ七 /サ なし 



1 J^tf し iiit) ゾ u セ 'サ あり 




ftf ん WW ブ u 七', サ なし 



ゾ u セ， サ あり 



10MH/ 



1 8 MH/ 



に1 



DEL にト' h, FEh) コ— ド とする 



コードと する 



BASIC MS-DOS 



〇 



O 



〇 



〇 



〇 



□ ： システム^お 侦 
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ツチ SW4 



メモリ スィッチ 



名称 SW4 

メモリ » 地 A3FEEh 

システム ^'4ifift OOh (00000000) 



111 能 


章 峰 


DAW レ 


MS-nn く 


丄' は 出 


A 
U 


'おに' 


0 にす る 






や 1 ん" 1 


0 


常に' 


0 にす る 






W,W< KOM /< it 
C8000h* 

UI I I N 


0 


なし 


1 システム い 


o 




1 


あり 








HUk KOM vtt 

CCOOOh- 
CFFKKh 


o 

v 


なし （サ ゥン ド tt 能 しない） 






! 


あり (サウンド ««« 用す ^ 




1)0000 « 
D3KKKH 


0 


KS-232C(»2fcl«L 第 3fe| 線) あるいは B4670 
ホー ド なし 






1 


RS-232C(5ft 2 问線' め 3 M 線） あるいは B4670 
ボード あり 




i!"l< ROM VtJt 


0 


インタ一 フ丄ィ ス ホー ド なし 


O 




OfiFKKh 


1 


CPII1 インタ 一フユ イス ホー ド あり 




KOM V</r 


0 


なし • 


システム 


o 




CA000- 
CBFKKh 


1 


あり 




hl^k ROM >Wr 
CHOOOh- 

cm 下 h 


0 


なし 


システム チ 約'' 1 " 


0 




I 


あり 





□ ： システム a 定^ 



(；' 1:. 1 ) ： これら の ROM や: IH1 は システムで f 約して います。 
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ユイ ッ ブス ィ ツチと メモリ スィッチ 



メモリ スィッチ 



メモリ スィッチ SW5 



7 6 b 4 3 2 10 



X 称 SW5 

メモリ $ 地 A3FF2h 

システム^ 定 fift 00h (00000001) 



« HI 








意 


味 


BASIC 




9 


0 


16 ビン ブリ ン タ 




0 


0 


1 


系の 24 ビン ゾリ ン タ 


i デ バイ ス^の Wi 


0 


フロッピ 一ディスク ドライブ —ハー ド ディスク ド 

ライブの «1 に デバイス ^を; W り ^てる 


Q 






1 


ハー ド ディ ； 
ライブの W£ 


もク ドライ ブ〜 フロ /ビー ディスク ド 

： デバイス^ を ffl り， S てる 






/、 — ド ディスク 

■ f ，产、 ^ 

i ュ —サ' ju 1 リ^ w; 
m 


o 


ttW する 


O 




1 


ft W しない 






1*1" "ハー ド 

：； ビー 


0 




-ド 3 ビ— 


； 0 
^^^^ 




1 


カラ- 


-Mil' 


、― ドコビ 一'"い 




システムの、 X ち 
bf»R の 指せ 


0 


0 


0 


0 


フロ ノビ一 デ< スク ドライブ 
—ハ一 ドデ < スク ドライ ブの 

Wi に サーチ 








0 




0 


1 


0 


640KB フロ ノビ— ディスク ド 
ライブ を 《ち 1. けお K とする 

(像の 装 B は « みに いかない) 








0 


1 


0 


0 


1MB フロッ ビー ディ スク ドラ 
イブ を^ち 上け'' とする （他 


Q 


o 












の 装 at は说 みに いかない) 








1 


0 


1 


0 


ハ一 ド ディ スク ドライブ 1 を 
0： ち 上げ 装 B とする (他の 装 n 

は^みに いかない） 








1 


0 


1 


1 


ハー ド ディ スク ドライブ 2 を 
:ケ- ち 上げ^ (R とする （他のお^ 
は統 みに いかない) 




國 



□ 



ン 



ス テム 設定 値 



1 ) ： メモリ スィ ツチ SW6-4 が 1 で、 PC-PR 系 カラー プリ ンタが 核 feU さ 
れ ている^ 合に カラーで ハードコピー を とる ことができます。 
モードの みです。 
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メモリ スィッチ SW6 



尸-称 SW6 
メモリ 地 A3FF6h 
6 5 4 3 2 10 システム^ 00h (00000000) 



1 1 1 


Mill 


！ 
























章 咮 


BASIC 


MS-DOS 


mm 


0 'おに 0 にす る 








mm 


0 


常に 0 にす る 








Mtm 


0 


常に 0 にす る 








モニタ モー ド 


0 


坨 )|| しない 


'id!' 








1 


する 




1 ノ . ， わ： t!l. Wfzt: 


0 


1 使坩 しない 


o 








！ i 

】 扁- ' 


JMJ する 




mm 


0 


常に 0 にす る 








mm 


0 


常に 0 にす る 










0 


'おに 0 にす る 







□ ： システム 設定 «( 



4.2 メモリ スィッチ 




^称 SW7 

メモリ » 地 A3FFAh 

システム^： difift 00h (00000000) 



この スィ ツチ はュ一 ザが^ おして 使える メモリ スィ ツチです。 jifl'ffi は 使 川 
しません。 
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第 1 章 ハードウェア 




1.1 ハードディスク ドライブの 使い方 

1 . 1 ハードディスク ドライブの 使い方 

ハードディスクの 使い方 ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■I 

ハード ディ スク は! ^人な. tt の trtfti を wte でき るので、 ついつ い 何でも ハー 
ド ディスクに セーブ するとい うこと になり がちです。 しかし， ひとたびなん 

ら かの' K 故で ハー ド ディ ス クの れ卞ぇ が^め な く な る と 取り返し がっさ ません。 
バックアップ を 取って おけば^い のです が、 ^'おに は 豺はず に バック ァ ップを 
とる こと は なかなか II しいよ ラ です。 
そこで、 次の よ うに タ えて 兄たら どラ でしよう。 



ハー ド ディ ス ク W 人の 理 山の ぁ 1 は アクセスが 逨 いこ とだと いう 入 や、 M 
本 も ソフトウェア を f おっていて、 ゾフ トウ エア を 4 C える たびに フロッピ一 デ 

ィ スクを * し 換える のが lAi 倒た " とい ラ 入 は、 ハー ド ディ スクに は ソフト ゥェ 
ァ だけ 人れ て、 作成した データ はフロ ツビ一 ディ スク に, kli* してお く と^い 
でしよう。 ソフトウェアに は オリ ジナル のフロ ッ ピーが あ ります。 ハー ドデ 
ィ ス クの 内容 が^れて も、 ゾフト ウェア だけが 入って いた 場^ は 4^ ィ ン ス 
トール すれば i'ff みます。 ワープロの « おな どせ つかく 使いやすく した 辞 ^を 
失いた く な い^^は、 と き どき 辞, 1 : ファ ィ ルを バックアップ 川の フロ ッ ピー 
に コピーす る よ う に すれば よいので す。 この 場 ft は COPY コマンド を 使って 
簡 * に 行えます • 

どう しても データ を ハード ディ スクに 人れ たい^ 合 は、 必ず バックアップ 
をす る必 きがあります。 次な (をお^ みく た' さい。 




バックアップと は ハードディスクに お^した データ を はかのお 诋装; ？； （フ 
ロッ ピー ディスク や ストリーマ など） に 移して 保^す る こと をい います。 リ 

ス トァと は パック アップした データ を^ どおりに ハード ディ スクに ヒ^し irt: 

す こと をい います。 

ハー ド ディ スク ドライ ブの 人の 利点 は 大量の データ を, 记» でき ると いう 

点です が、 この 利点が 逆に パック アップが 必要な W 人の 押-山に もな つてい ま 
す。 人 W: の データが 1 つの メディアに ぉ** されて いるた め、 おが一 ハード デ 

ィ スク ドライブが 故 W したと き は、 ぉ** して ある データが すべて ifi えてし ま 
います。 バックアップ を 行って おけば、 バックアップした 時. なでの データ は 
そつく り 取り/人 f せる ことにな り、 《にリ が 小さ く てす む わけです。 
ハー ド ディ ス ク ドライブ は フロッピー ディ スク ドライ ブと 比べる と 非常に 
な 《造 になって おり、 tt^W や に W して はおくな つてい ます。 また、 

ハードディスク! "I tt: も JI: 常 に, 密^で テ' 一 タ を ,ヒ》 す るよう になって いるた 

め、 フロッピー ディ スクと 比べる と データ エラーの 56 仆: する 確) おが, な いと，? 
えます。 もちろん データ エラーの おそれの ある 部分 は, 屮ふ 7 時に 不 セクタと 
して あらかじめな 《 して その 35 分に は データの^ みおき を しないよ うにして 
いますが、 それでも KWIIIIfitlH している と データ エラーが する こ とが あ 
ります。 

このよ う に ハード ディ スク ドライブ は デリ ケー ト な,; i!te:34;K なので、 バが 
一に KS えて データ をで き る だけお iil? に パック アップす る 必^が あるので す。 
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«1 章 ハードウェア 



1J ハート' ディスク ドライブの 使い方 



バックアップと リストアの 方法 




ハードディスクの パック アップの 必要性に ついては 前^で 说^ しました。 

では^ PS に は どんな ふうに して バッ ク アップ、 リ ストア を すれば 良い のでし 

よ うか。 

バックアップの ための^ 坻 と して は、 ス トリ 一 マ と フロッピー ディ ス 
クの 2 つが あげられます。 ス ト リーマ は ハード ディ スク 内の データ を 1 、 "/川の 
テープに, ヒ^す る Kffi で、 バックアップ をに";; 速に ひう こ とがで きます が 価 
です。 ここで はもつ と簡 お な バックアップの ガ法 として、 フロッピー デ イス 
ク への バックアップ について 说^ します。 



き アプリ ケーシ ヨン ゾフ ト ての バッ ク アップ 

アプリケーション' ノフ ト での 作 « を 行って データ を セーブす る とさに、 セ 
ーブを 2 M 行って. ハードディスクと フロ ッ ピー ディ スクの 2 つの ドライ 
ブに セーブす るよ ラ にします。 

データの セーブの たびに、 2|i'I ずつ セーブ をし なければ ならない のがば liffJ 

だとい う ittft は 次のようにす ると W いでし よ う。 

• COPY コマンドでの バックアップ 

COPY コマンド は MS-DOS I. で！ Wft; する アプリ ケーシ ヨン ソフトの シス 
テム ディ スクに 人って います。 ハード ディ スクに データ を セーブして ァプ 
リケ一 シ ヨン ソフト を 終 f したら、 COPY コ マン ドで ポ:«： なフ アイ ルを ^ 
定 して フロッ ピー ディ スク にバッ ク アップし ます。 
この場合. ハード ディ スク內 に データ'、 V 川の サブ ディ レクト リ を 作って お 

く と さらに 利です。 COPY コマンド は 1 つの ディ レクト リ に, ヒ《 されて 

いる ファイル を そつく り バックアップ する こ とがで きます。 
翁 バックアップ III のゾフ トウ エア を 使う 

山 吸され ている アプリ ケーシ ヨン ゾフ トの 巾に は、 バックアップ IH の ユー 
ティリ ティ もあります。 このような アプリケーション ソフト を 使う と、 バ 
ッ クァ ップ をよ り 簡ャに 行えます。 

• BACKUP コマンド、 RESTORE コマンド 

MS-DOS V3.1 を 待って いる «i 合、 この コマ ン ドを 使う こ と がで き ま す。 
COPY コ マン ド では バッ クァ ップ する データ は ドライ ブ名ゃ ディ レ ク ト 
リ名、 ファイル 名で しか 括定 できません が、 これらの コマンドで はさら に 
いろいろな 方法で バックアップ する データ を 指定で きます。 
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1.1 ハードディスク ドライブの 使い方 




ハード ディ スクは 人 変 使 利な 装お です がお W40MB の ハード ディ スク では 
使えない オペレーティングシステムが あります ので;' に な; してく た' さい。 



ハー ド ディ スク の容置 

才 ベレー ティ ンク システム 


20MB 


40MB 


MS-DOS V3.1 


使坩可 


使 ！！！可 


MS-DOS V2.ll 


セイコー エブ ソン （株) 製 


使 W 可 


使 可 


そのほか 


使 H! 可 


使 ffl 不可 


Disk BASIC 


使 ffl 可 


使用 可 



ただし、 時期の 古い Disk BASIC (セ ィ コ一 ェプ ゾン製 ： PC286P01/ 
PC286P04 な ど） に は 40MB ハ一 ド ディ ス クで使 IH でき ない も のが あ ります。 
本 製品に 添付され ている 日本 SDiSk BASIC V3,0 は 40MB までの ハード デ 
ィ スクで 使 W する こ とがで きます。 

また、 アプリケーション ソフト に バン ドルされ てい る MS-DOS は V2.ll 
です。 したがって、 そのまま では 40MB の ハードディスクで 使 川す る こと は 
でき ません。 40MB の ハー ド ディ ス クで使 川 する ために は、 MS-DOS V3.1 
上で アブリ ケ一シ ヨン ソフト を 使 川し なければ な り ません。 



第 1 章 ハードウエア 



物理 フォーマットと 論理 フォーマット はどう 違う 



1.1 



ド ディスク ドライブの 使い方 



ハー ド ディ スクも フロッ ピー ディ スクと Id じょうに フォーマット をし なけ 

れば 使う こ と はでき ません。 
しかし、 ハー ド ディ スク の埸介 は フロッピ一 ディ ス ク と^って 物 押- フ才一 

マツ ト と^ fl! フォー マツ ト という 2 つの 段 Rf に 分けて フォー マツ 卜します。 
では、 この 2 つの フォーマット は どのよ うな ものな のでし よ う 力'。 



秦物 il フォー マツ ト 

物理 フォーマット は 「全 領 《• 消去」 (H 本 語 Disk BASIC), 「装 II 初期化」 

(MS-DOS) など と も 呼ばれます。 ハード ディ ス クを眯 入して 使い 始める 

と きに は、 何よ り も 先に この 物 PP. フォーマット をし なければ なりません。 
物^ フォー マツ ト では、 ハード ディ スクの データ, に f^Ai を K 切って データ 

の格衲 ^所 を ft; ります。 

物^ フォーマット をした 段^で は、 ハードディスク 上に は データの 格枘場 

バ 斤が できた だけで、 オペ レー ティ ング システムが ハー ド ディ ス ク 1. のデー 
タ を^^す るた めに 必要な W 報 は どこに もありません。 逆にい えば、 物^ 
フォー マツ トは どの オペ レー テ ィ ング システムで けっても « はない という 
こ とになります。 

壽論 ^フォー マツ ト flWi 確保） 

■A^ フォーマット は r^WtffiWJ (II 本沾 Disk BASIC/MS-DOS) とも 
呼ばれます。 

物^ フォー マツ トが 行われた ハード ディ スク に対して、 どこから どこまで 
の Sfi« を どの オペレーティングシステムで 使う か を 決めます。 また、 オペ 

レー ティング システムが ハード ディ スク I. の データ を' ず^す るた めに 必 《: 
な データ を？ r き 込みます。 

物 ^フォー マツ 卜に 絞 いて ^理 フォー マツ トを 行う こ とに よって、 初めて 

ハード ディ スクに データ を？ F き 込んだり， ハード ディ スク 上の データ を 読 
み 込む ことができる ようになります。 

たた' し、 ハード ディ スク の^^ は フォー マツ トが 終わっても すぐに データ 
を^み^ きする こと はでき ません。 フォー マツ 卜が 終わったら 必ず リセ ッ 卜 
をし なければ なり ません。 リセ ッ ト をして その オペレーティングシステムが 
起 W した 時点から ハード ディ スクが 使 IH でき る 状態に な ります。 
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標準 フォーマットと 拡張 フォーマット 



1.1 ハードディスク ドライブの 使い方 




ハード ディ スクの フ才一 マツ ト形 式に は、 標ゅ フォー マツ ト と &-'JM フォー 

マットと いう 2 つの 形式が あり ます。 これ は 物 if フォー マツ ト と 論 ^フォー 
マットの ょラ に^ 理の段 W の i£ い を * す もので はな く、 フォー マツ トの 形式 
(フォー マツ ト 後の ハード ディ スクの 状態） の 逮 い をお す ものです。 

では、 拡張 フォー マツ トは 標^ フォー マツ ト に比べて どの 部分が 「拡張」 
されて いるので しょ うか。 

はや: フォー マツ ト と拡！ ai フォー マツ 卜の 違い は、 才 ベレー ティング シス テ 
ムで 確保した sew と ipl の iw 係に あります。 

1PL と は Initial Program Loader の 略で. この 巾に は ハードディスク か 

ら オペレーティングシステム を^お rr るのに 必 8: な W 祁が 人って います。 



フォー マツ ト 形式 1 


IPL 


フォーマット 


ハード ディ スクの 先 l*fl に 1 つ ある 


拡《 フォーマット 1 


確保した « 城の ひとつひとつに ついている 



M で 说剛 す る と 、 次の よ ラ になります。 



はや フォー マツ ト 



te* フォー マツ ト 





t ペレ一 チ ザング シス チム2 



第， 章 ハードウェア 




^ページの よ フ な オペレーティングシステムの 铋《 と IPL の^ 係の a い 
によって、 ハード ディ スク から 起お j できる オペレーティングシステムが 次の 
ように 異なります。 



フォー マツ ト 形式 


起動で きる オペ レー ティ ング システム 


^ や-フォー マツ ト 


1 楝 》i。 

起 でき る オペ レー ティ ング システム はな お されて いる 

IPL によって 決まる。 


^^フォー マツ ト 


IHL が されて いる オペレーティングシステムの いず 
れか。 

スタート アップ プログラム によ る遵択 が" f 能。 



このは かに も、 拡^ フォー マツ 卜に は標 や-フォー マツ 卜に 比べて 次の よ う 

な iS いがあります。 

• MS IX)S. Disk BASIC の を 2 っ以 I. 確保 でさる。 
ほや-フォー マツ ト では MS-DOS の？ と Disk BASIC のさ fl« を それ ぞ 

れ 1 つず つし か できません 力、 お:^ フォー マツ ト では それぞれの KiW 
を 2 っ以 I： 確保す る ことができます。 

•SAW の 使 川 状 想/休止 状態 を 選択で き る 

拡^ フォー マツ ト では ひとつひとつの? を 使 IIJ 状 想に したり 休止 状態に 
する ことが でさます。 H^l-. 状 想の 領《は 使 川で きません。 ただし、 w 時に 

使 ni 状 にで さ る の 玖 は 1 つまた は 4 つです 。（使 川す る オペ レー ティ 
ング システム によって w なります。） 

き MS-DOS では クラス タの大 き さ が 変わ る 

クラスタと い？ の は. オペレーティングシステムが ディスク |. の データ を 

竹-押-する M 小^^です。 

MS DOS の 、標ゅ フォーマット では、 1 クラスタの 人 ささ はぬ W の 人 
き さ 〖 ニ 1« 係な く 8KB です。 しかし このまま では, iOMB という 人お おも のデー 
タを する こ とがで きないので、 拡 Hi フォー マツ ト では ^ 城の 人き さに 
合わせて クラスタの 人き さも 変えて います。 



領域の 大きさ 


1 クラスタの 大きさ 


10MB 


4KB 


20MB 


8KB 


40MB 


16KB 



1.1 ハードディスク ドライブの 使い方 

PC-286VF - H20 での フォーマット 操作 例 ■■■■■^^■■■■l 

(MS-D0SV2 • 1 1 による 20MB ハードディスクの フォーマット） 



本 機 をお 使いの 力-の 中には, IfBK の アプリ ケ一シ ヨン ソフ トた' けお 待ちで、 

MS-DOS の システム ディ スク をお 待ちで ない 方 もい ると 忍 われます。 その 
よ うな ノ /が ハード ディ スクを 使うた めの フォー マツ 卜の 方法 を说 叫し ます。 

の アプリ ケーシ ヨン ソフトの MS-DOS は V2.ll が はとん どです。 こ こ 

では、 セィ コー エプソン （株） K の MS-DOS V2.ll で 20MB の ハード ディ ス 

クを フォー マツ ト します。 の ハード ディ スクの フォー マツ 卜に ついて 

は V3.1 が必' おです ので、 次^で 说 》W します。 Disk BASIC での フォー マツ ト 

について は、 本体に iSft されて いる II 本^ Disk BASIC ユーザーズ マ 二 ユア 

ルを 参照して ください。 

まず、 MS- DOS を ケ-ち I. げ てくだ さい。 的に アプリ ケーシ ヨン ソフト 

が 立ち上がった 場合 は 何 t せずに 終 f してく ださい。 两 面の 左 W に 




とお^されたら、 dir f *.* と 入力して hJ| を 押します。 
A>dirDf *.* 

と f の に スペース を 入れます。 & ^された フ アイ ル おの 中に 

F0RMAT.COM 

が あるか どうか^べ てくだ さい。 あれば、 ハード ディ スクの フォー マツ 卜が 

できます。 なければ、 お 手持ちの アプリケーション ソフト をす ベて M 様に 调 
ベて みて ください。 

FOKMAT.COM が ある ものと して 说明を 進めます。 ハード ディ スクが 内 
； S されて いるか されて いて、 ディ ッ プスィ ツチと メモリ スィ ツチの 設定 
が iH しい もの t します。 



のように 入力し ます。 

FORMAT D/H 

次の よ うに & 示されます。 



HDD FORMAT 

昏号： 1 
未フ ォー マット 
： 終 1| 
領域 確保 
I P し 

装 a 変更 
領域 解放 
装 at 初期化 



2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 



だ 



丄 ■» -W 



12 
13 
14 



17 
18 
19 
20 



上下 カー ソ ルキ ；で 処理 を 迸んで く ださい， 
リターン キーで 実行し ます。 



, 邱 フォー マツ ト を^うた めに、 
W して を 押します。 

Wifti の ド 部に 次の メ ッ セージが^ ホ されます。 



で カーソル を 「お^ WW 化」 に 移 



左右 カーソル キーで 処理 を 逸び リターン キーで 実行， ESC キーで 中止し ます, 

注意： 装! I 初期化 を 実行 するとす ベての 悄 報が 失われます。 



[3 0 13 で 「Jt;s ね iw 化 閒 お;」 を 《 んで g を 押します。 

物 ^フォー マツ トが 開始され ます。 

韓理 フォーマット 実行中 は、 g 面の 下部に 「装 S 初期化 実行中 J と 表示 さ 
れ. W 在 何 MB 目 を 物理-フォー マツ ト屮 かを^^ します。 また、 物 现フォ 
一 マットの 終了した 鈉 W は 「お 称 J の 部分の 反 ゎ:^^ が' ill えます。 




x が 20 になり、 ゆ' irfii の 「お 称」 の 部分の 反 命ム お^が irt える と 物邱. フォー マ 
ッ トは終 f です。 



m 次に sftwi 確^ を ひ うため に [1， 』£♦ ]| で カー ゾルを 「お i 域 確保」 に 
して を 押します。 

に 次の メ ッ セージが^^ されます。 



左右 カーソル キーで 処理 を逖ん でく ださい， 

リターン キーで 実行、 ESC キーで 中止し ます， 




3 



： で rsfl^ 確保 開始 j を 遂 んで y を 押し ます。 



i "リば ri の 卜 部の メッセ 一 ジが 次の ように 変わ り ま す 



o 



上下 力一 ソルで 領域の 開始 位 S を 逸んで ください。 
リターン キーで 決定、 ESC キーで 中止し ます。 



確保 し たい Sfl 域の 先頭 を 指定 します。 

L^J uJ で 力— ソル を 確保し た t 、 先 姒 の? aw に 移 # 力 して 1 ^ j 
ます。 1 ^ を 押す と そ の 頟《が 反 お ぉポに な り ま す。 

この 段 FS で 域 確保 を 巾 断したい 埸 0 は pi を 押す と B の 齡|ぉ(： 
す。 



ま 



HDD FORMAT 
装 S 番号： 1 
棟 準 フォー マツ ト 

： 終 了 




I PL 
装 S 変更 
？ g 域 解放 
JSffi 初期化 




1 

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 



11 
12 

13 

14 

15 



上下 カーソルで 
リ ターン キーで 





を 逸んで ください。 

、 ESC キーで 中止し ます。 



したい 8iW の 終 わり を «f i します。 
DJ DJ で カーソル を 確保したい 終わりの！ 《« に 移 W します。 「^称」 
の 部分が) 乂 fc^^ されて いる SflW が 確保され る 3i« にな ります。 

r 
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»瑰 フォー マクト 実行中 は、 麵 ゆ 下き,: 「«« 確保 突 行中」 と 表示さ^ 

現在 何 MB H を 物理 フォーマット 中 か を 表示し ます, また、 » 理 フォー マ 
ットの 終 f した は 「お 称」 の fH; 分に 「MS- DOSJ と^^されます。 



才ー マットが 終 f すると， |H«nfii ド 部の メ ッ セージが 次の よ う に$ わ 



ります。 



左右 カーソル キーで 処理 を 迸んで 下さい。 
リターン キーで 実行、 ESC キーで 中止し ます。 

システム を 送し ない 




ハード ディ スク から オペ レー ティ ング システム を、 V： ち 上げる^^ は シス テ 

ムを 送し ます。 |[— 1| で 「システム を 送す る」 を 遒 んで Gj| 

を します。 

ハー ド ディスクから オペ レー ティ ング システム を 立ち上げる 必荧 がない^ 
合 は、 「システム を 転送し ない J に 力 一ソル を 合わせて を 押します。 

この場^ [3 の i 由) W が 表示され ますので II の 操作 をして く ださい。 



i システム ファイルの 送が 終わる と闹 Ifii ド部 のメ ッ セージが 次の よ う に 変 

わります。 

一 ■ 

左右 カーソル キーで 処理 を 迸んで 下さい， 

リターン キーで 実行、 ESC キーで 中止し ます。 

IPL を 登録し ない 




IPL と は Initial Program Loader の 略です。 ハードディスクから MS 
DOS を^^す る ために は、 シス テ ムの 送 と共に IPL の 送 も 行 わ な け 
れ ばな り ません。 

で 「ipl を な^する」 を^んで y を 押します。 



i""nf" ド 部の メ ッ セージが 次の よ ラ に' 4 : わ り ます。 



ボリューム ラベル を 入力して 下さい， （無 入力なら 登銶 しません） 
> 

ボリ ユー ムラ ベル は ハー ド ディ スクに 付ける お ijij のよ う な ものです 力、 必 
ずし も必 おではありません。 

ホ' リ ユー ムラ ベル をつ ける と き は 半 ft 文' ドで 11 文卞 以内で 入力して 

キー を 押します 



o 



必要なければ だけ を 押してく ださい。 



li 久' に フォー マツ トを終 r する ために QJlpji で カーソル を 「終 n に 

移： |i 力して ^-'j を 押します。 

ゆ' iiAi ド a に; 久' のメ ッ セージが 表示され ます。 

一 國 

左右 カーソル キーで 処理 を 選び リターン キーで 実行、 ESC キーで 中止。 

： ハードディスク 初期化 後 は システムの リセ ッ 卜が 必要です。 

リセ ッ ト せずに 終了 




^フォー マツ ト後 リセ ッ ト して、 新し く なち 上がった と きから ハード ディ ス 
クが^ 鏃 されます。 

Itn B で 「システム を リセット する」 を 選んで^ 」| を 押します。 
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新しく 本 機から 起 する 際に ハード ディ スク が^^され. 使 出"] "fig とな り 

ます。 この ittfr、 フロッピーディスク ドライブから オペレーティング シス 
テムが 立ち上がります。 ハード ディ スクの ドライブ^ は C にな ります。 ハ 
― ド ディ スクに プログラム や データ フ アイ ルを コピーす る に は COPY コ 

マンド を 使います。 



注意 フォー マツ 卜の 際に システムと 1PL を 送して いれば、 ハード ディ スクか 
ら MS-DOS を^^す る こ とがで きます。 ハード ディ スク から MS-DOS 
をケ. ち I. げ るに は フロッピー ディ スク ドライブの レバー を ト, にて 水' に: にし 
て， システム ディスク を^いて から リセットして くた' さい。 この^ ハー 

ライブ B、 内； S フロッ ヒー ディ スク ドライブ 2 が ドライ ブし' と な ります。 
ハー ドテ' ィ スク のみ をケ. ち 上げ とする よ うに メモリ スィ ツチ SWT, を 
^'ぶ すれば、 システム ディ スクを 执 さ 取る 必 はありません。 



*1 



ハー ドウ エア 



PC-286VF - H40 での フォーマット 操作 例 



1.1 ハードディスク ドライブの 使い方 



(MS-DOS V3.1 による 40MB ハ一 ド ディスクの フ才一 マ 



'ン 



MS-DOS Ver3.1 などの 拡 * フォー マ ッ ト を サボ 一 卜して いる オペ レー 
テ ィ ング システム をお 恃 ちの；;' は 40MB '、一 ド ディ スクを fit うこ とがで き ま 

す。 

40MB のハ一 ド ディ スクは MS-DOS V3.1 か 本 機に； お 付の II 本^ Disk 
BASK: Ver3.0 でし か フ才一 マットで きませ 八。 ここで は、 セイコー ェプソ 
ン （株）？!! の MS- DOS V3.1 での フォー マツ トを^ 11 リし ます。 Disk BASIC で 
の フォーマットお^ について は、 本^に; お ff されて いる H 小^ Disk BASIC 
ユーザーズ マニュアル をお^ みください。 



注意 



MS DOS V3.1 で 2れ化以 ドの ハー ド ディスク を フ才一 マットす る こと 

もで さます。 《0 ：ガ法 は 20MB の^ <UW じです。 

MS-DOS V3.1 の FOK\IAT コマンドの ファイル^ は、 FORMAT. KXE 

または F0RMAT.COM です • 



Q] フ 口 ッ ピー ディ スク ドライ ブに MS-DOS V3.1 の システム ディ ス クをセ 

ット してな ち 上げ、 FORMAT/H を 'おひし ます。 
次の よ うに 表示され ます, 



HDD FORMAT 

JSH 番号 ： 1 
未 フォー マツ ト 




変更 



装 S 初期化 



MB ^ ^ シス チム MR ^ お i^n blrL 



1 


21 


2 


22 


3 


23 


4 


24 


5 


25 


6 


26 


7 


27 


8 


28 


9 


29 


10 




11 


31 


12 


32 


13 


33 


14 


34 


15 


35 


16 


36 


17 




18 




:S 




20 





上下 力 一 ソ ルキ 二で 処理 を iM ん でく ださい。 
リターン キーで 実行し ます。 
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ぶ 物理 フォー マ ッ ト を 行うた めに、 u ^ で 力一 ソル を 「装;? ひ 刀 期 化」 
に 移動して 5-」| を 押します。 

麵の ド 部に 次の メ ク セージが 表示され ます。 



左右 カーソル キーで 処理 を 逸び リターン キーで 実行、 

注意： 装 E 初期化 を 実行 するとす ベての 情報が 失わ ォ 
初期化 閱始 



一で 中止し ます, 



OIIO 



を 逸んで y を 押します。 



物^ フォ— マツ 卜が Witt されます。 

物理 フォーマット 実行中 は、 麵 面の 下部に 「装置 初期化 * 行中」 t 表示 さ 

れ、 W 在 WMBIJ を 物 il フォーマット 屮 かを^^ します。 また、 物^ フ才 
一 マットの 終 f し た は 「名称」 の 部分が' 乂 fci* 小に な り ま す。 



HDD FORMAT 
装! E 番号： 1 
未 フォー マツ ト 
処理： 終 了 



状態 変 E 
装 S 変更 



装 B 初期化 





x が 40 になり、 一而の に/, 称 J の 部分の 反 が irt' える と 物 ii フォー マ 
ッ トは終 /です。 



第， 章 ハー ドゥエ 




に 領域 確保 を 行うた めに || t j| (1^』 で カーソル を rai 域 確保」 に 移 ^ 
して 1」1 を 押します。 

二次の メッセ 一 ジが^ ポ され ま す。 



左右 力一 ソル キーで 処理 を ig ん でく ださい • 

リターン キーで 実行、 ESC キーで 中止し ます。 
領域 確保 閒始 領域 確保 中止 

：6： 日で r»iw 確 始 j を 迸んで ^ -」 ■ を 押します。 

ゆ] ifd の 下部の メ ッ セージが 次の よ う に 変わ ります。 



上下 カーソルで 領域の 閒始位 3B を 迸んで ください， 
リターン キーで 決定、 ESC キーで 中止し ます。 

Si* 保したい 領 城の 先敏を 指定 します。 

Cy DJ で カーソル を 確保したい 光 姒 の 鉗城 に 移^して q -j| を 押 し 

ます。 を 押す と I 由) ifii が 次の よ？ になります。 

こ の 段 W で? fiW 確保 を 中断 し たい 《J 合 は pi| を 押す と Q] の^ ifti に W り ま 

す。 



上下 カーソルで g 域の 終了 涼 f を 選んで くださ ジ* 

リターン キーで M 域 確 M を M 菘、 ESC キーで 中止し ます。 




HDD FORMAT MB タ， m ^ システム MB 名 

«5S 番号： 1 さ 22 

3 23 
拡張 フォーマット j 24 

処理： 終 了 § 

7 

8 

状態 変更 10 
装 B 変更 12 
領域 解放 14 

55!! 初期化 16 

17 
18 
19 
20 



567 8901234567590 

2222233333333^034 
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y 確ぱ したい »i 域の 終わ り を 指定 します。 



UUI で カーソル を 確保し/, 
の 部分 カリ 乂 お お示され てい 




「名称」 



二なります。 



おケバ niiK 鼸を f おお f.fe します。 




ッ セージが 次のように 変わります 



翊 域の 名称 を 入力して 下さい • デフォルト は" MS-DOS Ve r 3 . 1 " 
> 

お:！; お フォーマット では. »a 峽 にお 称 をつ ける ことが でさます。 'パ お: は' t^i 

X 宇で 16 文字 文 以内で つけて ください。 

M も 人力せ ずに も- 」| を 押す と、 「MS- DOS Ver3.1J がお 称と なります。 



HDD FORMAT 
装; B 番号： 1 
拡張 フォー マツ ト 
処理： 終 



7 



状態 変！ E 
装 S 変更 
領域 解放 

装 a 初期化 




M _ 雌 システム 



9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
:5 
17 
18 
19 
20 



345678 9 o 1 2 3 4 5 67 Ac 9 o 

222222233333333334 




知 域のお 称 を 入力して 



を 押す と、 颃城 確保が' おかされます。 



HDD 

拡張 フ 
処理： 



FORMAT 

号： 1 
ォー マット 



ヌ 



\ iX*^ ンス T ム 



1 MS-DOS Ver 3.1 

2 MS-DOS Ver 3.1 

3 MS-DOS Ver 3.1 

4 MS-DOS Ver 3.1 



am シ ステム 





5 


終 了 


6 




7 


領域 確保 


8 




9 


状態 変 S 


10 




11 


装 S 変更 


12 




13 


領域 解放 


14 




15 


装; I 初期化 


16 




17 




18 




19 




20 




» 現 フォーマット 荚 行中 は、 纖面の 下部に r 領械 確保 灾行屮 j と 表示され、 

fr.MMB H を AJ^ フォーマット 中 か を み^します。 また、 ^^フォー マ 

ッ 卜の 終 f した M 域 は 「お 称」 の 部分に 「MS-DOS Ver 3.1」 と^ 小され 
ます。 



：ぷ^ フォー マツ トが終 /すると、 ド 部の メ ッ セージが 次の よ う に 变 わ 
ります。 

左右 力 一 ソ ル キーで 処理 を^んで 下さい。 

リターン キーで 実行、 ESC キーで 中止し ます • 

システム を fei きする システム を 送し ない 

ハード ディ スク から オペレーティングシステム を、 ケ. ち ト. ばる^ 介 は シス テ 

ムを 送し ます。 で 「システム を 送す る j を 選んで 1 ^ 

を 押し ます。 '、一 ド ディ スク から オペレーティングシステム を 立ち I. げる 

必《 がない 埸合 は、 「システム を 送し ない」 を iS んで ^ を 押します。 



ほ システム フ アイ ルの 寺云 送が 終わる と けれ お ド 部の メッセ 一 ジが 次の ように 変 
わります。 



ボリューム ラベル を 入力して 下さい。 （無 入力なら 登録し ません） 
> 
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ボリ ユー ムラ ベル は ハード ディ スクに 付ける^ のよ う な ものです が、 必 
ずし も 必要ではありません。 

ボリ ユー ムラ ベル をつ ける とき は 半角 文字で 11 文字 以内で 人力して ^ 
を 押します。 

必要なければ ^jj た' け を 押してく ださい。 

し た MS-DOS SftW を MS-DOS の ドライブと して^ す る か、 無? Ji 
する かの^ ^をし ます。 

yj|^ で 力一 ソル を 「状態 变 お」 に 移お j して を 押します。 

lirtifri ド fH; のメ ッ セージが 次の よ う に 変わ ります。 



上下 カーソル キーで 変更す る 領域 を 退んで 下さい， 

リターン キーで 変更、 ESC キーで 中止し ます。 

注 息： 一度に Jft 大 4 つの 領域 を 「使用」 にす る ことができます。 

yjDJ で カーソル を、 ゆ の 「状態 j の- a が 「休止」 となって いる 

に 移 w して 气^1 を 押します。 

し た? が 「使 川」 となり ま す。 

1； 久' に フォー マツ トを終 f する ために |[rjrn で カー ゾルを 「終 n に 

して ^jj を 押します。 

麵 ド部に 次の メ ッ セージが 表示され ます • 



左右 カーソル キーで 処理 を 逸び リターン キーで 実行、 ES C キーで 中止。 

注意 ： ハー ド ディ スク 初期化 後 は システムの リ セ ッ 卜が 必要です。 

システム を リセ ッ ト する リセ ッ 卜せずに 終了 

回 フォーマット 後 リセットして、 新しく なち 上がった と きから ハー ド ディ ス 
クが iga されます。 

g で 「システム を リセット する」 を « んで ^-」| を 押します。 



せ 本 機の フロ ッ ピー ディ スク ドライ フ' から MS-DOS が 立ち上がり ま す。 ハ 
ード ディ スクの ドライブ 名 は C になり ます。 ハード ディ スクに プログラム 
や データファイル を コピーす るに は COPY コマンド を 使います。 



敏 域 確保で 確保 し た SAW に システム フ アイ ル をお 送 し た埸 ^は、 述の操 
作 手 の]? から^いて、 次のように する と ハード ディ ス ク から MS-DOS 
を 立ち上げる こ とがで きます。 



EE 



I フロッピー ディ スク ドライブの ィ ジェク ト ボタン を 押して、 システム デ 
ィ スクを 抜き JU つて リ セットし ます。 
次の 阈面 が 表示され ま^ 



領域 NO 領域 名称 立ち上け 方法 返択 




自動 立ち上け 設定 次の ドライブ 

2 
3 

カーソル を 「ヶ. ち 上げ^ 作 J に 合わせて も を 押します。 
MS-DOS がな ち 上がります。 



まに、 常に ハード ディ スク から MS-DOS を^ + 力す るよ う に^^する こ 
ともで きます。 この^合、 回 から いて 次のように 《 作 します。 
1H, にヒ のにの^ ftj で カーソル を はけ 力なち 上げ 改定」 に 介 わせて を 

押します。 

(ShSe の E1 の说" おに^つ て MS-DOS を ft ち 上げます。 

M SWITCH コマンド を^ 行して、 立ち上げ J4!K を 1 台 ||( または 2 台 II) 
の ハー ド ディスク ドライ ブに 設定し ます。 

P SWITCH コマンド を 終 f して、 ディップ スィ ツチ SW2-5 を ON に し 
ます。 

函 コンピュータの; EiS を オフに します。 

これ 以降. コンピュータ をケち ト. げる 際に フロッ ピー ディ ス クがセ ッ ト 
されて いても？ R に ハード ディ スク から MS- DOS が、 7： ち I. がり ます。 




ハードディスク ドライ ブで MS- DOS や MS-DOS 上で ji 力作す る アプリ ケ 
ーシ ヨン ゾフ トを 使う 際に、 ぜひ 知って おいて 欲しい こ との ひとつに WW デ 
ィ レクト リ という ものが あり ます。 

ハード ディ スク ドライブに は 非? R にたく さ 八の ファイル をな 《 する こ とが 
できます。 な 《 して ある ファイルが 5、 6焖 のうち は， ファイルお を 兄れば 
どんな 内^ かが わかります 力、 ファイルが 20flAI、 30flA| と增 えてく ると フ アイ 
ル お を乂て も ど ん な 内' おの フ ァ ィ ル だつ たか 兌 え き れ な くな つてき ます。 

このよう にた く さんの ファイル を 扱う^^、 ファイルお だけで W ^する の 
でな く、 ファイル を いくつかの グループに 分けて、 その グループ おで '1¥ 现し 
たムが fili 利です。 MS-DOS では、 この グループ 分けの ための フ アイ ルのな 《 

ほ を ディ レクト リ と 呼び、 ファイルと M じょ うに ディ レクト リ X という' パ 

を 付けて 管 環し ます, 

また、 ディレクトリ は 1 つの ディ ス クの屮 にい く つで も 作る ことができ、 
ある ディ レクト リの屮 に 別の ディ レクト リ を 作る こと もで きます。 ですから、 

ディレクトリと ディ レクト リの IHI に 親 f-IW 係が できます。 この IW 係が 附 W 的 

な Wi£ になって いるた め、 これ を WW ディ レ ク ト リ と 呼びます。 

ただし、 ひとつ だけ、 はかの ディレクトリの 巾に 作る ことので きない ディ 

レクト リ があります。 これ を ルート ディ レクト リ と 呼 び、 I リマーク （¥> で 
^します。 ルート ディレクトリ は フロッピ一 ディ ス クゃ ハード ディ ス クをフ 
才ー マットした とき に! 的に 作られる ディ レクト リで、 すべての フ アイ ル 
や ディ レクト リ は ルート ディ レ ク ト リの屮 に 作られます。 
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第 1 章 ハードウェア 



次に 陪《 ディ レクト リ 構^の 例 を 示します。 次の W で, 

のが ディレクトリで、 そのほか は ファイルです。 



て ある 



-pC0MMAND.COM 
-CONFIG.SYS 
-AUTOEXEC.BAT 
一 J IS YO. D1C 



-fSYSTEMW-ASSIGN • EXE 

-ATTRIB.EXE 
-CHKDSK.KXE 



國 



WP.KXK 



一 INSTALL. BAT 
UTILITY.COM 



-fBUNSM0l-y-RENKAKU.DOC 

-KAIGI.DOC 
し S0SIK1.DOC 



'い AT 八 



1-3 TKY.DAT 



-1-3_0SK.DAT 
一 4-6 一 TKY.DAT 
-4-6_OSK.DAT 



-rnNJil- 



-SOUMU.DAT 
pJINJI.DAT 
L-EIGYOU.DAT 
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ページの PffW ディ レクト 
まず ルート ディ レクト リの 1 つ 下の^ W を 兄て く ださい。 ここに は 4 つの 

ファイルと、 5 つの サブ ディレクトリが あります。 

ここに ある 4 つの ファイル は ルート ディ レクト リ にないと, S 味の ない ファ 
ィル です。 MS-DOS の ファイル や ワープロ ゾフ トの 辞, 1 ：: ファ ィルの 中には、 
必ず ルート ディ レクト リ になければ ならない ものが あ り ますので i' に £ してく 

た' さい。 

ISYSTEMI に は MS-DOS の システム ディ スクに 入って いた ファイルが 
保存され ています。 

1 に は ワープロ ソフトで 使う プログラム フ アイ ルが 保// されて います。 
： に は データベース ソフトで 使う プログラム フ アイ ルが 保^されて いま 

す。 いくつもの アプリケーション ゾフト を 使う^ 合 は、 このように アプリ ケ 
ーシ ヨン ソフト ごとに ディレクトリ を 作って、 その 屮に アプリ ケーシ ヨン ゾ 
フトを 人れ てお きます。 

IBUNSHOI に は ワープロ ゾ フ トで 作った 文, 1 トフ アイ ルが 保び されて いま 
す。 

IDATAI に は データベース ゾフ 卜の データが 保^され ています。 この 例で 
は、 IDATA ゆ 屮 にさら に IURIAGE1 と [JINJiU いう ディ レクト リ を 作って デ 
ータを 保^して います。 1 つの ディ レクト リの屮 に 人れ る ファイルが 多くな 
りす ざた とき は、 このように ディレクトリの 中に ディレクトリ を 作って、 フ 
アイ ルを分 Hi して します。 




^ ディレクトリの 作り方と 使い方 ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

では、 ^いて ディ レクト リの 作り 力-や WW ディ レクト リ構 造での ファイル 

の 指定； /法に ついて ^Wl します。 



？斤 しく ディレクトリ を 作る に は 「MKD1RJ (または 「MD」） コマンド を 使 
います。 



また カレント ドライブと m じょ うに、 ディレクトリ « を 衍定 しない ときに 
^照す る ディ レクト リを カレント ディレクトリと いいます。 カレント ディ レ 
ク トリ を' 《 化する に は rcniii《j (または rcw) コマンド を います。 



ぶ八 ：CHDIRd ハ。 ス^ 




「パス 名」 と は、 H 的の ディレクトリ を^す おゆです。 ルート ディ レクト 
リ、 または カレン ト ディ レクト リを堪 点と して、 Si または f- にや ！ たる ディ レ 

ク トリ をた どって いき、 h 的の ディ レクト リ を ttnii します。 

II 的の ディ レ ク ト リの 《1 に、- 4 たる ディ レクト リ は 2 つの ピリ ォド （• J で 

« し、 子に 当たる ディレクトリ は rt: 接 ディレクトリ 名で 表します。 また、 デ 

ィレク トリお と ディレクトリ 名の 区切りに は |ij マーク （¥.) を 使います。 

例えば BUNSHO ディレクトリの ドの SHGAI ディ レクト リの屮 の 
PARTY.DOC ファイル を衍定 する に は、 パスお は 次の よ う になります。 



• ルート ディ レクト リ から 指定す る * 合 

YBUNSH0YSHAGAIYPARTY.DOC 
拿 カレント ディレクトリが 「BUNSHOJ の 場^ 

SHAGAIVPARTY.DOC 




11 ハードディスク ドライブの 使い方 

買った ばかりの ハードディスクで 不良 セクタが あると 表示され た 

MS-DOS OCHKDSK コマンドで ハード ディ スク を^べ ると、 新, V, のハ 
ード ディ スク でも、 次の よう に 不^ セクタが あると 表示され る こ とが ありま 
す。 



A>CHKDSK C: 
XXXXXXXX バイ 卜 
XXXXX パイ ト 
XXXXX バイ ト 
XXXXX バイ ト 
XX 匪 XX バイ ト 



： 全 ディスク 容 ft 

： x 個の システム ファイル 

： xx 個の ユーザ ファイル 

： 不良 セクタ 

： 使用可能 ディスク 容量 



不良 セクタの 容 置 を 
^示します。 



XXXXXX バイ ト： 全 メモ 
XXXXXX バイ ト ： 使用可能 メモリ 

しかし、 このように お^されても、 その ハードディスクが 不丄； i,V, という わ 

けではありません。 

ハード ディ スク I-. には^み, 《F きの K に 比較的 エラーの 起 きやすい 場所が 製 

造 時から いくつかび 在し ます。 このような^ 所に データ を, |:. き 込む' と， 始め 
のうち は ihffi に^み きがで きても、 後で デー タ を K み 出す こ と がで き な く 

なるお それが あります。 このため、 このような 場所 は 出/ p'/ 時に 不^ セクタと 

してな おして あり ます。 不良 セクタと してな 《 してお く と オペレーティング 
システム は そ の 場所 を n ^的に スキップして 使 川 します。 



オプションの 内/ « ハード ディ スク ュニッ 卜の 場合、 不良 セクタの 人き さが 
次の im ドな ら ば では あ り ま せん。 

• PC-286VF- H20 の^^: 524. 288 バイ ト 

• PC-286VF-H40 の 場合 ： 1,638,400 バイ ト 

また、 ハードディスク ドライブ を^ 期 l:iH お 川して いると、 使 IH 中に 小^ セ 
クタが する こ ともあります。 不 A セクタが 1 つで き る と ハー ド ディ ス ク 
の容 》 は 約 16KB (H 本 語 MS-DOS の 《ゅ フォー マツ トの ^合） 滅 つてし ま 
います。 

これら は ハードディスク 力 f 待って いる 待 性で、 修理な どで 記 使容 St を 1"收 
する こと はでき ません。 このような ときの ために， ^^な データ や プロ グラ 
ム はでき る だけ 頻繁に バックアップす るよ うにして く ださい。 
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1 入で いくつもの アプリ ケ一シ ヨン ソフト を 使う とき、 ハード ディ スクは 

大変 «i 利な 装: S です。 ハード ディ スク にいく つかの アプリ ケーシ ヨン ソフト 
の プログラム など を 人れ ておけば. オペレーティングシステム をな ち 上げた 

あと、 使 する アプリケーション ソフト を 選んで、 7： ち I. げれ ば、 いちいち フ 
口 ツビ 一 ディ スクを 《し 換える 必荧が あり ません。 

しかし、 アプリケーション ソフト ごとに 使 W している フロン トェン ド プロ 
セッサ （II 本お 人力 機能な ど） が 違う * 合 は 少しお W が ^ つてき ます。 使 川 
できる フロン トェン ド プロセッサ は オペレーティングシステムの 立ち上げ 時 
に 決まる ため、 フロント ェン ド プロセッサ を 変 it する^^ は オペ レー ティン 
グ システムから ケち I. げ め: さなければ な り ません。 

このよ う な^ 合 は、 次の よ う にす ると^ いでし よ う。 

Will のフロ ッ ピー ディ ス クを III. なす る 

アプリケーション ゾフ トの プログラム 本 体 や ファ ィ ルな ど は ハー ド 
ディ スク にな « し、 これと は 別に フロン ト エンド' プロセッサ ごとに 起 ji 力 
出の フロッ ピー デ ィ ス クを III, & します。 使 川 したい アプリケーション ゾフ 
ト ご と に^ WW のフロ ッ ッ ピー ディ スクを 使い分ければ フ ロン ト エンド' 
プロセッサ を W り 換えて 使う こ とがで きます。 

ま た. MS- DOS V3.1 をお « ちの^ ft は、 次の よ うにしても W いでし よ 

• ADDDKV/DKLDKV コ マン ドを f も？ 

II 4： MS-DOS V3,l に は ADDDKV と DELDRV という コ マン ド 力り H 
，な: されて います。 ADDDRV は システム をお！ f 力し め: す こ と な く デ バイ ス ド 
ラ ィ ブを «i み 込む コマ ン ド、 DELDRV は ADDDRV で 組み込ん た' デバ ィ 
ス ドラ ィバを 取り外す コ マン ド です。 

これらの コマンド を 使えば MS-DOS をお し め: す ことなく フロント ェン 
ド • プロ セ ッサを 切り換え る ことができます。 

たた' し、 ADDDRV コ マン ドで フロン トェン ド' プロセッサ を 組み込ん た'^ 
介、 Ml 常よ り も メモリ を汆, H に 使う ので i' に が 必要です。 
鲁ぉ ぶ'扱 フォ一 マツ トで フォーマット する 
セィ コー エプソン （株） 製 の MS-DOS V3.1 で ハード ディ スクを 拡'扱 フォ 
一 マットした^ 0、 iti 人で の Sfl« を 確保で き、 そのうち 4 個 を M 時に 
使 HI する ことができます。 



145 



拡張 フォー マツ ト した ハード ディ スク から システム をケち I. げる i«f ケ、 ス 
タート アップ プログラムが 起お J します。 スタート アップ プログラム では ど 

の SHW から システム をヶ ち」. げ るか を 選択で きます ので. Ii 的の フロン ト 
ェン ド プロ ッセ ッサを 組み込ん た' 铋 域から システム をケち h け' る こ とがで 

きます。 

この 埸1> は システム を 立ち上げ め: さなければ な り ません が、 ADDDRV コ 
マン ド のように メモリ を汆, 汁に 使う こ とはありません。 



1+1 ハ— ドデ 

」 ハード ティ スク から オペレーティングシステム を 起動で きない 



次の 原 W が 考えられます • 

ハードディスクから 起 ji 力で きる ように S 定 してない。 

ハード ディ スクを フォー マツ ト する 際に、 お^ 川の^： di をして いなければ 
ハード ディ スク から オペ レー ティ ング システム をケち 卜 げるこ と はでき ま 

せん。 また、 拡' JM フォーマットの^ ^ は、 確 W した SfiW を 「使 能」 に 



しなければ トライ フ として^^ されず、 「n 勅ケち 1-.げ」 に設' ぶ してお かな 
I , れば * 源 を 人れ たと きに 自 動的に 立 ち 上が りません。 



ハードディスクから アプリケーション ソフト を 起動で きない 



次の がタ えられます。 
• アプリ ケーシ ヨン ゾフ 卜が ハー ド ディ ス クをサ ポー ト していない。 

山 股の アプリ ケーシ ヨン ゾフト に は ハード ディ スク からの 立ち |.. げを ち せ, 
していない ものが あり ます。 例えば、 コピー プロ テク 卜が かけられ ている 

ものに は， ハードディスクに ゾフ トウ エア を 送で きたよう に W えてに 
ハードディスクからの 立ち上げが できない ものが あります。 また シス テ 
ム ディ ス クが フロッピー ディ スク ドライブに セットされ ていないと、 ハー 

ド ディ スク から 立ち上げで きないよう になって いるもの もあります。 





1.2 RAM ボードの 使い方 



K2 RAM ボードの 使い方 

RAM ディスクと キャッシュ ディスク は どんなと きに 使えば 良い か 

RAM ボ一 ドの一 般 的な 使いみ と して、 RAM ディ スクと キャッシュ ディ 
スクが ある こと は 「5S 3^ 使 川す る 34; ほ」 の 「RAM ボー ド J で说 W しま し 
た。 

では、 RAM ディ スクゃ キャッシュ ディ スクは どんなと きに 使う と 効 * 的 
なので し よ う か。 

RAM ディ ス クゃ キャッシュ ディ ス クの 利点 は M と いっても データの^ み 

力 きが ^逨 であると いう 点です。 ですから、 人き い ファイル を 何^も 読み s 
きしたり、 人- tt のデー タ を W つ たりす るゾフ トウ エアで 他う のが もっと も 効 

果的 という ことになります。 

この ことから ちえる と、 II 本 ^ワードプロセッサ や データベース などの ゾ 
フ ト ウェアに fit うのが W も 効! 的と， i える でし よ う。 Jilt 近の ヮー ド プロ セ ッ 

サの St お ファ ィ ルな ど は、 それだけで 1MB のフロ ッ ビー ディ スクを 柊に し 
てし まう は ど 人き ぃフ アイ ル です。 i た データベースの 場 介 も 非?？; に 多 く の 
データが 1 つの フ アイ ルに 入って います。 このような ファイル を KAM ディ 
スクに コピーし ておけば、 フ ロウ ピー ディ ス クゃ ハー ド ディ スクと は 比べ も 

のになら ない は ど; »卞 変換 や データ 検 * などの 逨度 が逨く なります 0 
では、 RAM ディ スクと キャッシュ ディスク は どのよ うに 使い分ければ^ 



よ 5 か • 



まず RAM ディスクと キャッシュ ディ ス クの特 K を 比べて みま しょう。 



RAM ディスク 



CPU 



^逨 で^み きが 可能 
ぐ =0 



RAM テ" ィ ス ク 



必^な ファ ィ ルは コピー 
しなければ ならない 

=0 



口 ッ ピ 一ディ スクな ど 
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鲁 キャッシュ ディ ス ク 



① キヤ ッシュ ディ スク 上に ない データ を^み 出す と き 



CPU ]* ~ Q キャッシュ ディ スク 1< ~ I フ o ツビ 一 ディ スク など 

& 勤 的に コピー 
される 



キャッシュ ディ スク 上に ある データ を^み 出す と き 



一め i み 



CPU k ~~ キャッシュ ディ スク フロ ツビ 一 ディ スク など 



i« 速で 《 み 出しが 



:i ディ スク乂 みに データ を ,'ト さ 込む と さ 



CPU J ~ H キャッシュ ディスク] ~ >[フ 口 ツビ 一 ディスク など 



キャッシュ ディ スク， フロッピー ディ スクの ゆ 力に デ 
ータが « さ 込まれる 



このように RAM ディ ス クは^ 押-迚^ は W 迚で すが、 ； e«i を オン/オフす 
る と きに 必《 な ファイル を ディ スク Jt;!S などに コピーし なければ ならず、 ネケ 
に 屯 « を オフに する にフ アイ ルをコ ビーす るの を 忘れる と、 すべての デー 
タが iH えてし まいます。 一方 キャッシュ ディ スク は^ 现逨 度は^くなる もの 

の、 RAM ボー ドとデ イス ク 装; K の での 必 « な ファイルの コ ピー はすべ て 

的に 行われます、 このため、 特別な は 必要ありません。 
したがって、 作お 開始 時に ファイル を コピーす るの が iftitffl な j お^ゃ、 作^ 
終丫 時に ファイルの コピー をし, おれて しま うのが 心^な^^ は キャッシュ デ 
ィ スクを 使う のが 丄; i いでし よ ラ。 



1.2 RAM ホードの 使い方 




RAM ディ スクは 、データの^ み^き をお 速で り-うこ とがで きます 力 、立ち 

上げる たびに 必要な ファイル を コピーし なければ な り ません。 

2 度 や 3 度なら まだし に お I に、 7： ち 上げの たびに 1,リ じ 操作 をす るの が iftifPi 
だ。 という^ 合 は、 AUTOEXEC.BAT ファイル を 利 川し ましょう。 

AUTOEXEC.BAT フ ァ ィ ルの屮 に' お 行 したい コマンド を 人れ てお く と， 

MS-DOS を 立ち 上 げた だけで fi お J 的に その コマ ン ドを^ ii' して くれる と い 

いう 使 利な ものです。 
たとえば、 いつも コンピュータ を fcl^ する たびに、 次の ような 报作 を战り 

返して いると します。 
[DMS- DOS を i ち 上げる 

5] フロッピー ディ スク から RAM ディスクに SEIKO. D1C と SEIKO, SYS 

という ファイル を コピーす る。 
[3] EPSON と 入力して アプリケーション ゾフ ト をケ. ち 上げる。 

この^合、 次の よ うな 内容の AUTOEXEC. BAT ファイル を 作れば、 コン 
ビュー タの: を 人れ て フロッピー ディ スク をセッ トす るた' けで OK です 0 



COPY A ： SE I KO. DIC C ： 
COPY A : SE I KO. SYS C : 
EPSON 

AUTOEXEC.BAT ファイル は、 次の よ ラ にして 作る こ とがで きます。 

A>COP Y CON AUTOEXEC. BAT ぼ 
COPY A : S E I KO. DIC C : 0 
COPY A : S E I KO. SYS C : @ 
EPSON0 

" za 押します 

i 個の ファイル を コピーし ま した この メ ッ セージが 表示され たら 

AUTOEXEC. BAT フ ァ ィ 
ルが 作られ ま した。 
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CPU と メモリ 



コンビ ユー タの 中枢 a 分で ある CPU (Central Processing Unit ： 中央お 
^装^の 唂 です） は、 コンピュータ 内部の メモリ I. にある データし か め:^ 扱 
フ ことができません。 したがって、 フロッピーディスク などに, ヒ 憶して ある 
データ は、 いったん コンピュータ 内部の メモリ に^ み 込んで から^^し ます 
では、 CPU は どんな ふうに して メモリ I. の データ を 扱う のでし よ う 力'。 
メモリに は メモリ アドレス （番地） という ふが ついています。 CPU がメ 

モ リ 上の デー タを « うとき は、 この メモリ アドレスで メモリの どこ のデー タ 
を^み; 1 r きする か を fit 定 します。 
ま た CPU が 扱 える メモリの 人き さ は CPU によって 與 なり、 この 人き さ を 

アドレス や :I::J と 呼び ます。 本 拽に格 « されて いる i80286 は リアル モードと ブ 
ロテク ト モードの 2 つの f 力作 モー ドを恃 つてお り 、 そ れぞれ の！ (力作 モー ドで 
ァ ドレス や: llil の 人き さが 違います。 リアル モ一 ド では ァ ドレス や 1111 は 1MB、 
プロテクト モー ド では 16MB です。 



的 によって 最適な プリ ンタ が' ある 

プリ ンタに はいろ いろな «tfi が ある こ と は ?B 1 部 35 3* で 述べ ま した。 二 
こで も う 一度 使う II 的から プリンタ 逸 択の基 や: をき えてみ ます。 

まず 個 入の 趣 味で 使 ラ^ 合に は. 程度の 《こ そ あれ 膨大な W: の 印刷 をす る 
こと はき えられません。 とすれば、 価 侪、 f 力作 &、 irt'ttiV ，の 手に 人れ やす さ 
が 択の 条件と して » 光 的に ち'^ すべきで しょ ラ。 次に、 ランニング コスに 
[| 字 品質、 印字 速度 を考 * すれば 良いで しよう， —力'、 仕^で 使う 場合 は、 

印卞 速^、 印卞ん viS、 ランニングコストが « 光 的に 考慮され るべき でしよう。 





価格 


1 

勤 作 音 


ラン ニン 
グコス ト 


印字 品 》 


印字 速度 


ト' ッ ト イン パク ト プリンタ 




iQ5 い 


安い 






熱 転写 プリンタ 


'おい 


» か 


少し ffl い 


普通 


理ぃ 


インク ジ I ッ ト プリンタ 


おい 


» か 


少しお い 




将通 


ベー ジブ リ ンタ 

_ _ 國 _ ― 1 


!'■， t * 

1 1 


綠か | 高い 


良い 


速い 
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1 • 5 機種の 違う コンピュータ どうしの データ 互換 最後の 手段 

EPSON PC シリ一 ズゃ NEC の PC -9800 シ リ 一 ズ 以外の コンピュータ 
をお 待ちで、 その コンピュータで 作った データ を 本 機で 利 川したい ^介、 フ 
口 ッ ピー ディ スクを そのまま^ めない こと が はとん どです。 特に 8 ビッ ト コ 
ンピュ 一タ （エプソン QC10 など） の^ 0 は才 ペレ一 ティ ング システムが; 4 
うため に、 本拽で フロッピーディスク を む' こと はでき ません。 また、 

16 ビッ トの コンピュータで あっても オペ レー ティ ング システムが ^ えば^ め 
ません。 

このような とき に は、 RS 232C インタ一 フェイス を 通 して 2 台の コン ピュ 
ータを します。 こうすれば、 オペレーティングシステムが う コンビ ュ 
ータ どう しで も データ を 交換す る ことができます。 ケーブル は、 ST, 1 ffll 

お :5 なでよ *i 叫した クロス ケーブル を 使います。 また、 双み に r 义ド のい ずれ か 
の ソフト ゥヱ ァが必 変です。 

秦 ト TSON PC シ リー ズ ま た は MS - DOS で i 力 〈コンピュータ 

• hHi ゾフ ト 

• COPY または COI)\'A コマンド （MS 1X)S の システム ディ スクに 入つ 
ています） 

• CP/M または CP/M-86 で W く コンピュータ 

• Mi ゾ フ ト 

• PIP コマンド （CPZM の システム ディ スクに 人って います） 

ただし、 相手の コンピュータに RS-232C インター フェイ ス がなければ で 

きません。 iblR の iifif, ; ; ゾフト を 使う のが一 Sfffti|i です。 tefU"ffig な jifiU ゾフ 
ト について はゾフ ト ウェア/ハー ドウ エア ライ ブラ リー をお^ み く た' さい。 

この やり ガで 交換で き るの は データの みです。 プロ グラム は も し 送で き 
たと しても' お 行で きません。 



タ 通信す ると 正常に 動作し ない 

次の 点 を 確認して ください。 

*通 ^パラメータの^ 定 

jMi バラ メータの ぉぶ は 送り 側と 受け 側が M じで な く て はな り ません。 
参 コンピュータの 设 定 

ifiU パラ メータ は Disk BASIC の OPEN 义、 MS-DOS の SP ト: ト :1) コ マン 
ド、 または 通 はソフ ト などで^^ でき ます。 また、 ディップ スィッチ SW1 
-5 と SW 卜 6 は 特に 指定がない 限り OFF にして おいて く た' さい。 

拿 ゾフト ゥヱァ の ぷ定 

ソフト ゥヱァ によって は 使 III する 通お 機 !》 (モデムな ど） の楝 W を、 ゾフ 
トウ エア 1. で^ 定 する 必« が あ り ます。 

• 機お の 接 

^tt が iK しいか どうかもう 一 ^確^して くた' さい。 また、 ケーブルが し 
いかど ラ かも 確^して く た' さい。 モデム との 仏' に クロ ス ケーブル を 使つ 
たり、 コンピュータ どう しの 核^に モデム ケーブル を 使って いませ/ しか。 
• MS-DOS の COI)YA コ マン ドを 使って いる 場 介、 SPEED コ マン ドを^ 
行し ま した か？ 

MS-DOS の COFYA コ マン ドで データ； AH,;; す る と きに は あらかじめ 
SPKHI) コマンド を^ 行し なければ な り ません。 



フリン 夕で 印字す ると 特定の 文字 だけ 印字され ない 

コンピュータで する 义' パ は rjis'》i 小； v;」 と 水 'ゃ丄 およ 

びその ど ち C, に も W さない も のの 3 つの グループに 分け られ ます。 一般に 
JIS35 1 水 ゆと J1S35 2 水^の が 使われます。 本 機 は ど ち らの グループ 
の 文 7: も^'; I《()M で 待って いますが、 プリ ンタは 機 によって は 「JIS ^ 1 
水^ J の; しか 待って いない もの もあります。 この^ ft、 rjlS352 水 ゆ」 
の 文卞は ディ スプレ ィ に^^す る こと はでき て も 印 卞 する こ と はでき ません 
®2 水準の 澳 字が 印字で き るか ど うか は プリ ンタの 取扱 说 明嘗 で 確 |g して く 

ださい。 

また コンビ ユー タと プリ ンタの H:J で 文' のフォ ン ト などが: A; なる こと も あ 




カレンダ 時計 は どんな 役に たって いるか 

MS-DOS は ディレクトリに， ファイル を 作成、 変 It した m は: を ,ヒ《 しま 

す。 この II 時 は コンピュータ 本^の カレンダ 時, n の hi ^を 使います ので、 で 
さ るた' け ||-： 確に してお いた はう がよ いで I よ う。 

ファイルの 作成、 変 UiH 時 は DIK コマンド を' ひすれば 兄る こ とがで き ま 

す。 

カレン ダ時, けの II 時 は DATE お よ び TIME コ マン ドで変 えられます。 




1.9 クロック スピード は 速い ほど 良い？ 

CPU クロック スピード を 変える と どれく らいお J 作が 速 くなる もので しょ 
う か。 例えば、 6MHz と 12MHz では、 中-純に 12/ 6 = 2 倍になる のでし よ う 
か。 ここで、 簡 V な BASIC プログラム を灾 行して 速さ を 比^して みまし よ 

ノ o 

次の プログラム は 1 から 50000 ま での 数 卞 を 加える プログラムで、 プロ ダラ 
ムが 終了す る と、 計算に かかった 所用 時 脚 を 表示し ます * 
CPU スピード スィ ツチ を ft スピードに セッ ト して 、プログラム を 'おむして 

見て ください。 

Ao 'クロック による 速さの 比敉 

20 T$-TIME$ 

30 TSTART=VAL(MID$(T$.7,2))+(VAL(HID$(T$,4.2))+VAL(HIO$(T$,1 ( 2))*60) 
♦ 60 

40 FOR 1=1 TO 50000:K=K+I:NEXT I 
50 T$=TIME$ 

60 TEND=VAL(MID$(T$,7,2))+(VAL(MID$(T$,4,2))+VAL(MID$(T$,1,2))*60)* 
60 

70 T=TEND-TSTART 

80 PRINT '所用 時 IUJ?;T;' 杪' 

90 END ！ 

はば クロック ス ピー ドの 比と W じ 結 * になった こ と と 思います。 このよう 
に針算 速度 だけ を 見れば 12MHz が 一# 良い わけで、 6MHz の クロ ッ クスピ 
一 ド はいらな いこ と になり ます。 
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て は、 次の プログラム を 12MHz の クロ ッ クで RUX してみ てく た' さい。 




10 CLS 

20 ' メ ッ セージ 表示 時間 
30 KI$='lB4B*:K0$='iB48' 
40 FOR 1=1 TO 23 
50 READ K$ 

60 MESSG$=MESSG$+KNJ$(K$) 
70 NEXT I 

80 PRINT KNJ$(KI$)+MESSG$+KNJ$(KO$) 

90 MESSG$= W ' 

100 FOR 1=1 TO 23 

110 READ K$ 

130 NEXT ！ 

140 PRINT KNJ$(KI$)+HESSG$+KNJ$(KO$) 
150 MESSG$ ビ' 
160 FOR 1=1 TO 15 
170 READ K$ 

180 MESSG$=MESS(3$+KNJ$(K$) 
190 NEXT I 

200 PRINT KNJ$(KI$)+MESSG$+KNJ$(K0$) 
210 FOR J=l TO 7000: NEXT J 
220 CLS : END : 

230 DATA 3F37, 2469, 2437, 2424,2547, 2523.2539, 252F, 2472, 2341, 2549, 2569 
2524, 2556,2448, 467E, 246 に 2446, 242F, 2440 ,2435, 2424,2123 

240 DATA 2537, 2539, 2546, 2560, 2547, 2523,2539, 252F.2472, 2342, 2549, 2569 

2524, 2556.244B. 467E, 246C. 2446. 242F f 2440,2435.2424.2123 

250 DATA 256A,253F,213C, 2573, 252D，213C, 2472, 3221, 2437, 2446, 242F, 2440 
2435.2424.2123 



^めました か。 全 ffl;^ み 終える に メッセージ は m えたでしょう。 それで 
は、 クロック を 6MHz にしても ラー « RUN して く ださい。 今度 は^めた と 
思います。 このように、 クロック スピードが^い 力が よい 埸合も あるので す 
■ N ヒの例 は^' 太: 的で はあり ません 力、 ゲームな ど 入 IH1 の 反応逨 度に 合わせて 
作って ある ゾ フ ト ゥヱァ では、 お 計時の クロ ックス ピー ドに 合わせな いと 逨 
すぎて ついてい けない といった ことが 起こります。 また、 ^辺 装お によって 

は^^ 速^が 速す ぎて^お m-: する こと もあります。 このため、 ソフトウェア 
に 合わせて クロ ックス ピー ドが 合わせられ るよ う になって いる わけです。 
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1.10 数値 演算 プロセッサ をつ ける と 計算 速度 は どれ 〈らい 速 〈なる か 

JTdift お プロセッサ をつ けた^ ft、 叫！！リぉほ は それほど ii く な り ません が、 
が ft まれた を ^ 速 化する こ とがで き ます。 ，け9： お ili が どの fil 度逨 
く なる 力' はゾフ ト ゥヱァ によ り ますが. 例えば 次の プログラム を' Jiij した 場 

<v、 mm\m 'ド分 近 く に な り ま す。 
/- 

10 '数 値浈» プロセッサ による 速さの 比較 

20 T$=TIME$ 

30 PI =3. 14159265358979323846 

40 TSTART=VAL(MID$(T$,7 f 2))+(VAL(MID$(T$,4,2))+VAL(MID$(T$ ( l,2))*60)*60 
50 FOR 1=1 TO 20000 

60 A=SIN(30*PI/180)+COS(30*PI/180)+TAN(30*PI/180) 
70 NEXT I 
80 T$=TIME$ 

90 TEND=VAL(MID$(T$,7,2))t(VAL(MID$(T$,4,2))+VAL(MID$(T$,l,2))*60)*60 

100 T=TEHD-TSTART 

110 PRINT '所 ffl 時 HiI=':T;' 杪' 

120 END 
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1.11 ノ-マル モ-ドと アドバンスド モ-ド はどうい うとき に 切り換え るの 力' 



ディ ッ プスィ ツチ SW3 - 8 は /一 マル モー ド と ァ ド バン スド モー ドの 切 り 
換え スィ ツチで す。 ソフトウェア/ ハ一 ドウ エア ライブラリ 一の 指 小に^つ 
て ノーマル モードと ァ ド パン ス ド モー ド （ディ ッ プスィ ツチ SW3-8 を ON) 

を W り 換えて ください。 



で 、/で V 、、に 
4 u に 




1.12 出力 用 電源 コネクタの 容量に 気を付けて 



出力 用 « 源 コネ ク タ は 使い ガに よって は #: 常に (C 利な も のです が、 « 源容 

W: が W 人 300 れ' である こ と を 忘れないで くた' さい。 ディ ス プレイ や ハー 
ド ディ スク ドライブ、 あるいは ドット インパクト プリ ンタ など は して も 
はとん ど l::l«fl はありません。 しかし * レーザ ブリン タを《 校す る こと はでき 

ません。 レーザ一 ブリン タは 静かで 印字 速度が 速く, 印字 WSi も W いのです 

が、 o'icr'ti 乃が 人き いのです。 このような 人き な ii'mni 乃の もの を 出力 川お 
^コネ ク タ には^す る こ と は 絶 対に し ないで く ださ い。 



ま 
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第 2 章 

ソフトウェア 



2.1 




アプリケーション ゾフト の システム ディスク 1 あるいは MS-DOS (または 
Disk BASIC) の システム ディスク という J* が ft く^ ")1 に 使われます。 ど 
ちら も フロッ ビー ディ スク ドライブに セットす ると コン ピュー タが プロ グラ 

ムを 使える 状! よにでさます。 しかし、 厳密に，； えば と 後れ は 少し^う. な 
味で 使われて います。 は、 一» に アプリケーション ゾフト と オペ レー テ 
イング システムの |み 力-が 人って いる フロ ッ ピー ディ スク のこ とです。 （アブリ 
ケーシ ヨン ソフ 卜の システム ディ ス クで オペ レー テ ィ ング システムの 入って 
いない もの もあります。） また、 後れ は オペレーティングシステムと その外^ 
コマンド （DISKCOPY や FORMAT などの コマンド） が 入って いる フロッ 
ピー ディ スク を， います。 

アプリケーション ソフトの システム ディスク にも 内 部 コマンドと FOR- 
MAT コマンド など アプリケーション ゾフト を 《i ラ ときに ^ 低 限 必^な-部 
の 外部 コマンド は 入って います。 

オペ レー ティ ング システムの 入って いない アプリ ケーシ ヨン ソフトの シス 
テム ディ スクの ^合 は、 オペレーティングシステムの システム ディスク をセ 

ッ ト して オペレーティングシステム を ケ-ち 上げた 後、 アプリケーション ゾフ 
卜の システム ディスク を セット して; S 力作させます。 



方 ペレ- f< ンゥ' 
シス テね 




© T 命-ジョン: 





2.2 旧 M PC の データが 日本語 MS - DOS で 使える 

^機 は IBM PC, PC/XT で, 1 : いた 5 ィ ンチ 2D の PC DOS (MS- 
DOS) の フロッ ピー デ i ス クのデ 一 タ ファイル を^む こ と がで き ます。 し た 
がって、 COPY コマンド を 使って フ アイ ルを 2HD のフロ ッ ビー ディ ス ク に 
コ ピー すれば 本棣で H 山に *5 ：现 でき るよう にな り ま す。 この 場 ft\ I»C のフロ 
ッ ビー ディ ス クは 必ず ラ イト プロテクトして くた' さい。 逆に 4； 機で データ を 
,i f いた フ u ッ ヒー ディ スクを IBM PC や PC/XT で^む こ と はでき ま せ 

ん。 

また、 IB.M PC/AT の 5 ィ ンチ 2HD の 1)C DOS (MS DOS) の フロッ 

ピー ディスク は、 ^拽 で^み, 1 f さ する ことができます。 本饯で データ を,' :•' き 
込 八た' PC/ AT のフロ ッ ピー ディ スクを PC/AT に W して も„充 み, 1 : き に 
Iffl は あ り ません。 
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2.3 旧 M PC/AT 用 フォーマットの データ ディスク を 作る 

本 機の MS-DOS 5 ィ ンチ 2HD のフロ ッ ビー ディ スクの セクタ サイ ズは 
1024 バイ トで フォーマットされ ており、 IBM PC/AT の PC -DOS 5 ィ 
ン チ 2HD のフロ ッ ピ 一ディ スクは セクタ サイ ズが 512 バイ 卜で フォー マツ ト 
されて います。 セクタ サイ ズが 小さ いと フ アイ ル ft が 多い とさに フロッ ピー 
デ ィ ス クの使 W タカ * が] 5 くなります。 セイコー ェ プゾン が 化^す る MS- 
DOS の FORMAT コマンド は セクタ サイ ズ 512 バイ トで フォー マツ ト 
する こと がで き ま す。 例えば ドラ イブ B の フロッピー ディ スクを セクタ サイ 
ズ 512 バイ トで フォー マ ッ トす るに は 次の よ うに 人力して く た' さい。 

A>FORMAT B ： /K 

アプリケーション ソフトに ついている FORMAT コ マン ドの場 ^は 

A> FORMAT B ： / 5 

と 人ん してく ださい。 レ、 ラ メータの 衍定 が 無効です J とお^されなければ セ 
クタ サイ ズ 5 は バイ トで フォーマットで きます。 

セクタ サイ ズ 512 バイ 卜で フォー マツ ト した フロッピ一 ディ スクは PC/ 
AT で使坩 できます • 



エディタ ゃヮ— プロ を 使わないで ファイル^ るに は? 



ファイル ゲ 



1 



たと き、 手^に エディタ や ワープロがなくて! *1 つた 



という^ 験 はあり ません か？ 
おい テキストファイル を 



S の 



t: り 変お す るので し た c) 、 MS 
COPY コ マン ドを 使えば、 ifeft^ によって は エディ タゃ ワープロ を 使うよ り も 
速くで きます。 それに は、 MS-DOS の プロンプトが *づミ されて いると きに、 
次の よ う に COPY コマンド を 入力し ます。 
A > COPY □ CON □ XXXX ^ * ] 



ここで" CON" というの はコン ゾー ルのデ バイ ス« です。 XXXX の 部う 
に は ファイル？; を 入 乃し ます。 この 人ハ の, C: 味 は 「コンソール つま り キー ボ 

一 ド から 人力 し た データ を XXXX フ アイ ルへ コピーせ よ。」 と いう' K です。 

I. の コマンド を 人 乃す る と カーソルが 次の 行の 左 as に 移! w し ますので、 フ 

アイ ルの 内お を どんどん 人力 していき ます。 次に UfW 列 を^し ます。 この 例 
をお りする^ 0 は、 必ず^^ ディ ス ク上 にある CONFIG.SYS ファイル を、 

A>RENnCONFIG.SYSDCONFIG.ORG^j| 
と、 を' ft えて 保む してく ださい。 



A>COPYDCONDCONFIG.SYS0- 
BUFFERS=20a 

FILES=1O0 

DEVICE=HOUSE.SYSa 

A za 

A>TYPE CONFIG.SYS 

BUFFERS-20 
FILES=10 

DEVICE=MOUSE.DRV 



COPY コ マン ド （'CONFIG.SYS' をお 定) 
ファイルの 内 S を 人力 



EOF (ファイルの 終り） を 人力 
TYPE コ マン 



： 二 も あると おり、 ファイルの 内容 をす ベて 打ち込んだら、 W 後に 
EOF (、> を S き 込んで ください。 、 は 日 ャ | ゾ II を 押せば 入力で きま 

す。 

この 例で は、" CONFIG.SYS" とい ラファイ /レ がなければ Si 力 的に 作ら 
れ： CONFIG.SYS" が既び ファイルなら ば 新され ます。 

COPY コマンド による このみ 法 は手烃 です が、 いったん G^jj を 押したら 
その 行を倏 止す る こと はでき ません。 そのため、 liili^ えて 1 行 入れて しまつ 
たら C で キャンセルしても う一 度 やり直す こ とになります。 したがって、 短 
い テキス トフ アイ ノレ （AUTOEXEC.BAT, CONFIG.SYS など） を i 1 :: き 込む 
ift 合に だけ 利 W してく た' さい。 文お ファイル を 作成す る埸合 は、 ワープロ や 

エディ タを 使った はう が はるかに 便利で しょ う。 
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MS- DOS で; よ 《ち I' バ f 時に fl お J 的に DATK コマンドと TIME コマンド 
が' 太: 行され、 日付と 時 弒 を 入力す るよ うにな つてい ます o 日付と 時刻 を 入力 
する の は 常に jK しい H 付と 時 《i| を没定 してお く ためです。 これが し く ない 
と ファイルの 作成 IIU きのお^ にに «i 件-がな く なり、 ファイル ^ヌぉ の ifti から は 
あま り^ぃ こ と とはいえ ません。 

しかし、 B 付と 時 釗 は NiCd* 池で バッ ク アップされ てお り、 立ち ヒげ のた 
びに 人 乃 しなくても iifi 常く るう こと は あ り ません。 llf+ と i^《ij の 人力が めん 

どうで いや だとい ラ 場合 は、 AUTOEXEC.BAT ファイル を 作れば、 &: ち 上 
げの たびに 人 乃し なくて すみます。 ただし、 なんらかの ISiW で I 人リ; 6 カレンダ 
時 針の H W "や 時刻が 変わって いて も ^がっかない おそれが あ ります。 アプリ 
ケーシ ヨン ゾフト の システム デ イス ク では、 AUTOKX ト: に BAT が あるのに 

II W と 時 钊 の 人お が 必« : な ものが あります。 この ift^ は、 バッチ ファイルの 
屮で 1)ATK コマンドと TIMK コ マン ド を^むし てるた めで、 これらの コマ 
ン ドを rtilBt すれば OK です。 

システム ディ スクに AUTOEXEC.BAT フ アイ ル がない 場 1> の简屮 なバ 
ツチ フ アイ ルの 作りん を 说 Mil します。 次のと おりに 人 乃して く た' さい。 へ' L は 
F] + を 押して 人 乃し ます。 

A>COPYDCONDAUTOEXEC,BATa 

この 例で は、 ft ち 上げの たびに flW 的に ドライブ A の ディ レクト リ を^ ポ 



します。 'お 際に は、 I) 出の 代 りに！^ 力 的に 立ち上げたい アプリケーション ソ 
フト などの ファイル^ を 人力し ます。 
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カレント ディレクトリが 分からない 



サブ ディ レクト リ を ft 多く 作 つて 作: SK- をして いる と、 ^在 どの ディ レ ク ト 
リ にいる のか fJ) らな くなる こと が あ ります。 こんなと き は カレント ディ レク 
ト リ をお^ する プロンプト をお^ する と ffi 利です。 MS-DOS の プロ ンプ ト 
は、" PKOMPT" という コマンド によ つて 变 おす る こと がで き ます。 カレン 
ト ディレクトリ を^^す る プロンプト にす るに は、 ；尺' のよ うに コマンド を 人 



A> PROMPT SI 1 




このように/ i リ 《o\irr の 後に パラメータ を すれば、 プロンプト を 好 

きな よ ラに《0^ する ことができます。 



参考 



衍っ ヒ できる パラメータ は、 次のと おりです。 



SB 
si) 

SK 
SO 



(I) 



ss 

ST 
SV 

SS : 



エスケープ コード （16ii の 1B> 

W ふ (>) 

バックスペース （卞 /り l 义'?： 分 後 jii) 

小》'' ク (<) 
カレント ドライブ 

カレント ドライブと カレント ディ レクト リ 
スぺー ス 

時刻 (HH ： MM ： SS.XX) 

バージョン '；' (マイクロ ゾフト MS-DOS パージ ョ ン X 
ドル マーク は） 
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2 . 7 CONFIG . SYS ファイルの 役割 は 



CONFIG.SYS という 'パ riij のファ ィ ルは MS- DOS ま たは MS-DOS I. で 
!*カ 作す る アプリ ケーシ ヨン ソフトの システム ディ スクに 人って います。 山- 阪 

リ ケーシ ヨン ソフト の CONFIG.SYS フ アイ ルに は- -般に 次の 3 つ 



のな Hi が あ ります。 アプリ ケーシ ヨン ソフトの CONFIG.SYS フ アイ ル はこ 

れら の^ II を W [^の^! ft が 得られる よ う に >3定 しています。 勝 T に^き 換え 
ない よ うにして くた" f さい。 

• FILES 

MS-DOS の ファンク ショ ン コールで トリ昨 に アクセス でき る ファイルの ft 
を 设'ぶ します。 衍^し ない ifefV は 5 となります。 

MS-DOS が ディ ス クァ クセ ス時に 使 III する ディ ス クバ'"/ フ ァ （ディ ス ク 

に W し て ^み ,ゃ きする データ を- -時 的に 保む: す る l«Mif) の 人き さを^ 定し 
ます。 

衍定 しない 場合 は 2 となり ます。 BUFFERS の&を 人き く していく と、 デ 
ータ の^^ が迚く な ります。 たた' し、 あまり 人 さくす ると、 かえって 
liilik, &' が M くなります。 また、 バッファ は ユーザー メモリ 中に 確 ぼ され 

ま すので アプリ ケーシ ヨン ソフト を' おひす るのに のない 人き さ に,; JT/ii 
する 必要が あります。 すなわち、 アプリケーション ごとに ム 4 適の fift が ある 
わけです。 

• DEVICE 

MS-DOS が 拡^ 棣能 と し て恃っ ている システム を 使う ための プロ グラ ム 
(デバイス ドライバ'） を ffi'4i します。 一級に は、 次の ような^^に この rfl 

H を 衍定 します。 
マウス を 使う 
RAM ディ スク を使ラ 

H 冬 ^变換 やの フロン トェン ド プロセッサ を 使う 



'に ！！ぃ 



ワイルド カード を 使う とき は、 気をつけて 

MS-DOS コマンドに ファイル 名 を 指^す る^ ft\ ファイル 名に" *" 
や"？" を 使える こと は、 みなさん もよ くご 存じの こと と. S. います。 こ れらの 
文' ふ: は 「ワイ ノレ ド カード」 と 呼ばれます。 このお liij はノ *" や"？" が トラ 
ンプの ジョーカーの ような ttt きをす る こ とから 付けられ たよ うです。 

多 く の MS-DOS の 解 说, 1 r では、 ワイル ド カー ドの说 叫 と し て 次の よ う な 

S きみ をして います。 

* fr,6: の 文 'ド 列 を^す 
？ fr, なの 1 义 卞 を^す 

このよう に; や かれて いる と、 工夫し だいで どのよ うに も 使えそう です が、 
'ぉ^ に は 制限が あ ります。 待に ファ ィ ルを iWKt する i) ト: し コ マン ドで— *" を 

使う とき は «:i に 6: です。 また、 一？" はあくまで も^^ 1 文'; 分 をお す もので 
すから、 令 W 1 文卞に >ぉぉ させる に は"？？" と衍' ぶします。 
IX ドに、 ワイル ド カードの 使 HI 法で え やすい もの を^げ てお き ます。 

例 1 ： *286.* 

この 例で は、 フ アイ ル おのん if もの 3 文卞 が" 286 一 であ るフ アイ ノレ を ttt 定 しょ 
うとして います。 ところが、 'お 際に は" *" 以降の 文' はすべ て無投 され ま 
す。 この 例で は： 286" とい ラ fit 定は無 W され 次に ように^ * されます。 



この 例で は、 ファイル'/, の先リ なが" PC" で Ji4 後が" X" である ファイル を 指 
'ぶしょうと しています。 しかし、 例 1 でも 述べた とおり" *" 以降の 文字 は 
すべて 無 W されます。 この 例で は" X— という 指定 は 無投 され、 次のように^ 

a されます。 

PC *. * 
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X 




： PC * VP *. * 



こ の 例で は、 フ アイ ル おの 光 yfl が" I>C" で^, £ の 位 おに— VF" を ft むファ ィ 

ルを 指^しよ う と しています。 しかし の 2 つの 例で も 述べた とおり、" *" 

W 降の 文字 はすべ て 無くされます。 したがって、 この 例で も 例 2 と M 様に 次 
のよ うに^ 逸 されます。 

VC *. * 



1>C? ^ ？ ?. * 



この 例で は、 ファイル おの 先^が" PC" で以 P3= が' 义'? ： （または 令 ft2 
义卞 または 全^ 1 义卞 2义卞） から 成る ファイル を 《ti しょう と して 
います。 ところが， 'お fS は ファイル おの 先 《i が— KT で 以降の 义卞 a が' ド^ 
で 4 文'?: 分 ま た は そ れ以 ドの すべての ファイル が fit',ii されます。 次の 例 は 、 
DIR コマンドで—？— を つた ものです。 



A>DIR PC????., 

ドライブ A: の ボリューム ラベル は 
ディ レク ト リは A:¥ 



BUN XXXXXX 

PC286X TXT XXXXXX 
PCX 

pc 新 m 

PC - 286 
PC 

pen 

PC リスト 
PC 表 

ファイル y， 

る と 後で ffi 利です。 上, it! のこ 



BUN XXXXXX 

BUN XXXXXX 

LST XXXXXX 

BUN XXXXXX 
DAT 
DOC 



ん' _ 



xx-xx-xx 
xx-xx-xx 
xx-xx-xx 
xx-xx-xx 
xx-xx-xx 
xx-xx-xx 
xx-xx-xx 
xx-xx-xx 

は、 ワイル 

と を 参 孝に 



XX： XX 

XX： XX 
XX： XX 
XX： XX 
XX： XX 
XX： XX 
XX： XX 
XX： XX 
XX： XX 

ド カー 
し 



I f 1 



やすいお を 付け 

く ださい。 



MS-DOS の テキストファイルと は？ 

ゾ フ ト ウェアの^ Wi お を^んで いる と、 rCONFIG.SYS ファイル は テキス 
ト ファ ィル なので、 簡ゃに 編! IS でさ ます 0 J と か 「ヘルプ ファ ィルは テキス 卜 
フ アイ ル なので、 ゆ' iifti で 確かめる ことが でさ ます J な ど どい ぅ说 叫に お II に 
かかる こ とが あると 思います。 一体 テキス トフ アイ ノレと は W« 'なので し よ う。 

テキストと は爽 おで 义な のこ とです から、 テキス トフ アイ ルは义 なファ ィ 
ノレと いう ことになります。 では、 文な ファ ィ ルは はかの ファ ィル とどの よう 
に 逮 うので し よ うか。 

まず、 コンピュータの 中で 「文';^ が どのよ うに « われる か をお 1 つてお く 
必 «: が あり ます。 

ご^お I のように、 コンピュータ は o と 1 の の «1 み^わせ （コード） に 
よって データ や 命令な ど を しっています。 ^然 「文 卞 J も コードに よって^ 

されて おり、 この コード を 「文字コード J と 呼びます。 WM に 文字 を 表示 L 
たり、 プリ ンタ に文卞 を, 屮, 力す る 場^な ど は义卞 コード を 使って 文卞を ffii 

します。 文 卞 が ま ると 文な、 つまり テキストになります。 M じ よ う に义卞 

コードが! t まった ファ ィ ルが 「テキスト ファイル」 にな ります。 
では、 このような ファイル は なぜ 「テキスト ファイル」 という^ がつ い 

て K 別され ている のでし よ うか。 
それ は、 な されて いる データ は文卞 コードた' けで あるた め、 テキス トフ 

ァ ィ ル だけに ^される い く つかの 特怖が あるので す。 

1 TYPE コマンドで P^fti に でき る 

TYPE コ マン ドは、 フ アイ ル 内の データ を幽 ifti に^^する コ マン ド 

です。 ですから、 ファイルの 中に 文卞 t して Wifii に^ ホ する ことの 

でき ない データが ある と i 由 lifri が 乱れた り コンピュータの ブザーが^ 

つたり します o 

テキスト ファ ィルの 中の データ は 文'?: コードた' けなので、 | お ifti にに 
ファイルの 内' お を 文'?: と して^^で きます。 

2 テキスト エディタ で 編 * で き る 

テキス ト エディタと は、 テキス ト ファイル を 編^す るた めの プロ グ 

ラムです。 

MS-DOS の システム ディ スクに 入って いる EDLIN と いう プロ グ 
ラム も テキスト エディタ （テキス ト エディ タの屮 でも 文な を 1 ひず 
つ 編^す るので ライン エディタと 呼びます） の ひとつです。 このは 



かに も スクリ 一ン エディ タ と いって l*ilf H - 1. の 好きな^; i 斤の 文な を q 

由に Si'Jfc する ことので きる テキスト エディタ もあります。 このよう 

な プログラム を 使えば ワープロで 文 ^ を 編 m する よ うに テキス トフ 

アイ ルを 編! t- する こ とがで きます。 

これに 对 して テキス ト ファイル でない ファイル （文'; コード 以外の 

データが ft まれて いる ファイル） を 編 も する ために はかなり の f'fifi 
ね が必荧 になり、 また 編! £ のた めの プログラムも^ 雑で、 使い こ 
なすの はかなり 人变 です。 

つまり、 比^的 簡' れ に 内' お を 確^で きたり、 編! IS できる のが テキス 

ト ファイルの 待 a といえ ます。 



第 3 章 
その他 



3 . 1 ディスクに は 必ず ラベル をつ けよう 

人 W な データ を いれた ディ スク がひガ 小 叫、 あるいは つて フ才一 マツ 

卜して しま つたなん てこ とが^ こ る と人变 です。 MS- DOS で BASIC の ディ 
スクの ディレクトリ を^むと フォー マツ ト してない ディ ス クと W じ 結^と な 
るた め、 W しい ディ スクと Mii いして つて フォー マツ ト する" ffiiirt がな 

いと は， i えま せん。 ディスクに は、 ラベル を 貼 りましょう。 ラベルの スぺー 
スは人 さくない ので、 必^な trtffi をす ベて ぶ' くこと はでき ません が、 人って 
いる プログラム または ファイルが 分かる よ うな 怙報を 乃いて おき ましょう。 

W えば ラベルに は ディ スク ごと に i4 う ふ を 丹 き、 «,J に' 1? 巧！ ノー ト を 作つ 
て ディ スクの *リ に》 .Ut; した ファイルお をぶ' いてお けば 丄; i いでし よ う。 




3.2 旧 JIS コードと 新 JIS コード は どこが 違う？ 



*4 近、 よく rwjis コード」 という ことば を W にします 力 厂 ほ I'rt の JIS コ 
ードと は どこが iS うの か 疑問に 思って いるみ も 多い ので はないで し よう 力'？ 

筒 単にい？ t、 旧 JIS コードと は 1978 年 KS の JIS コード、 新 JIS コードと 
は 1983 年 版の J IS コード を それぞれ 指します。 

新 JIS コードでの 主な 変更 点 は、 新しい 特殊 2d 号が 39 文字と »線 文字が 32 

文'?: 加され たこ と と 約 3oo の is' 卜-の'； 体が $ぉ になった こ とです。 これらの 
卞 はいずれも^ 段 は あま り 使わない ものば かりです。 ほかに も 細かな 変お 
があります が、 ここで は' お略し、 新しく 追 加され た 特殊,; ビ'ふ と ^線 义'; を紹 
介してお きます。 

W 殊, k! v € 9£3C3U HA V ，=>oV ョ 厶 

丄〜3マミ％《》^000：'.' J 

り少す J no 

•imx-f- 一 I 「i J 1 "卜 tH^H "— I n J 



一般 的に プリンタ も JIS コードの フォント （WHO を 内^して いるた め、 
パソコンと プリン タ それぞれの JIS コードが一 钕 していない と 、 不 fililV が' I-: 
じます。 つまり、 文 字 • お 号に よって は W 面 表示 と し た も ので 字形が 興 
なった り 、 ゆ iifii に^ ホ されて いて も 印刷で き ない という こ と が^こ ります。 
W じょ うな 小 fil;ft は、 パソコン iifi^ でも^ こ り ます。 
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日本語 JIS コードと シフト Jis コード 



お 1 部お 3 なの KS- 232C インター フェイ スの说 叫で 述べた よ う に MS- 
DOS は シフト J1S という コード 体系 を 使 しています。 II 本^ JIS コードで 
は 1 バイ ト コードと 2 バイ ト コード をレ: 別す るた めに シフト コー ドを使 川 し 
ています。 一方 シフ ト J1S コー ドは、 1 バイ ト コードで は 使わない コード を 
2 バイ トコ一 ドの^ 初の バイ トに 使います。 W 体 的に は 81h から 9Fh までの 
コードと EOh から FCh までの コード を 使い ます。 こ れら のコー ドが ある と 
き は 必ず 次の コードと 組み合わせた 2 バイ ト コードになる わけです。 

m) シフト jis コード 

41h v 8Ah,40h v 8Ah t 42h v 42h 
A 機 械 B 

II 本よ ft JIS コード 

41h，lBh,4Bh,35h,21h,33h,23h,lBh，48h,42h 
A ;«卞 イン 株 M アウト B 



V？ トぉ 3 34 

；ー ぅン ご：一 



H • —つし: プ 一 




れは 

粥 ィ>. マみ ト ^ 

^Vl い 3サく 




本 ぉ35 1 3iS 3 なの 「3.3 フロッ ピー ディ ス ク ドライ ブ」 でフ 口 ッ ピー デ 
ィ ス クのラ ィ ト プロテクト について 说 叫 しま した。 

し 力 • し、 どんな ゾフ トウ エアで も システム ディスク を ライト プロテクトに 
してお けば いという わけではありません。 というの は、 ゾフ トウ エア を^ 
行中 に システム ディ スク に対して デ一 タ を お き 込む もの も あるから です。 

例えば、 ほとんどの ワードプロセッサ ゾフ トは やお 機能 を 持つ 

ています。 このような ソフト は、 i 'え'?: 変換 をむ うたび に その 变換 お, を シス 

テム ディ スクに き 込み、 次に じ {«' ド变換 をけ う と きの 变换が 逨 くなる よ 

ラ にして います。 

このように、 ソフトウェア によって は ライ トフ ロテク トを すると、 ！ wn; で 

き なくなって しまう もの もあります。 ライト プロテクト をす る にゾフ トウ 
ヱァ の取 扱^ 1 りに 汴 をよ く^んで、 ライト プロテクトして も A いかど ラ か を ffi 
^してく ださい。 



付録 目次 

仕様 一 《 179 

ソフ トウ エア/ハードウェア オプション 181 

コード お 183 

"ほ % 204 

^引 212 
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PC-286VFSTD 



FC 286VF-H20 PC 286V F H40 



i80286*! に 1 ' に', クロ， クスヒ 一ド 12 10 6MHzUj:V» 



ROM BIOS その他 ％KB 



ユーザー メモリ 640KB 
テキスト 甩 VKAM12KB 



グラ 



' ク W VRAM256KB 



80 文字 X25 行, 80 文字 X2W 

40 文字 X25 行、 40 文字 X20 行 いずれ か逸択 

リバース， ブ リンク、 シークレット （キャラクタ m 位に 
カラ一 8fe (キャラクタ * 位に Jft'4£pD 



640X400 ドッ ト （モノクロ 8 I 由 カラ一 



640X200 ドッ ト （モノクロ 161 由 ilfli, カラー 4 I 由 jtfij) 



カラー 4096fc 屮 16 色 （アナログ RGB ディ ス ブレイ {'liW 吋） 
カラ一 8 色 （デジタル KGB ディ スブレ ノ" 



JIS « 1 水準、 第 2 水準 * 字 ROM ほ 準 装備 （16X16 ド 
JIS35 1 水 卞 2.965 字 

】は第2水*澳卞 3.388'/- 
JIS 非 « 字 524卞 

その他の « 字 813 卞 

ユーザー ^莪 X'i: 188'/： 

注 ： ディ ス ブレイ 接^ 時、 テキス ト Wifti への [3本^ お^小 



JlS^'ffiil 列 準拠 101 キー 

セ パレ一 ト タ イブ （本体と カール ケーブル によ り 接統） 



I MB ' 1 KH に：'：' ：：-- '. r ス " \ ラ f ノ 2 K 内 8 
Jfi^ フロ ツビ一 ディスク インターフェイス 内^ 



仕様 一覧 



<1： は 



CPU 



ROM 



メモリ 



テキス ト 



グラフ ィ /ク 



日本 纟 S 表示 



キ— ボー ド 



5.25 ィ ンチ 
フロッピーディスク 



ディスプレイ^:. 小 W 能 
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仕 様 


PC 286VF STD 


PC-286VFH20 


PC - 286VF-H40 


ハー ド ディ スク 

ドライブ 


なし 

(オフ' シ ヨンの ^ 、一 ドナ- ィ 
スク ドライブ を 内 


20MB' — 卜テ ' ス ク 
ドライブ 1 台 内 * 


40MB ハ一 ドデ < スク 
ドライブ If? 内 « 




アクセスタイム 




68ms 


25ms 


ブリン タイン ター 
フェイス 


o \J に/ぐ-，， 1 しノ リ お— つ V つ i おつ に — /7 r 2 4^ii t M iM 
o レ, ト z 、 ノレ ヌレ 1 ✓ " ― ノ ェ 1 a 《でノ h U ^ 7 a f 1, 1I,f#T TO 

M ビン 1 


シリアル インター 

フユ イス 




マウス ィ ン ターフェ 

イス 


PC マウス (PC286MS) お よ び til l h\ltW» »[ 


カレン ダ時 ，汁 


一 ― 

バ， テ リバ / クァ ノブ （年/ バ /U/ 吋バ 杪） 1 


ス ビーカ 


内蔵 | 


拡 * ス 

a ット 




2 ス w / ト 


外部 


1 スロット (PC-9801V シ リ 一 ズ ffltt* ボー Ktt/fl) 


. 丄 88 _] 


AC 100V±10% 50/60llz (出力 コネ ク タ 2 fWl 人 1せ） 


WWWfl 


Mi ： I0〜35t. ； yifti :20〜80% (たたし お iS しない こと） 


外 《リ 法 


K' 286VF 本体 380(W>X341(D>xl50(H)mm 




'R ^ 


10.0kg 




11. 6kg 


キーボード 1.5lcg 


消 《« 力 


3f)W(iiiA;160\V) 


w ' 一 ，- 一 -—— 薩 

50W(WA;160W) 


50\V(/iiA;160W) 



付お 




ソフトウェア z ハードウェア オプション 



ソフトウェア 



ソフトウェア/ハードウエア オプション 



商品名 


s 番 


U MSi MS-DOS Ver3.1 Rel.2 


PC286P01 


B*» MS-DOS Ver2,ll 


PC286P05 


お Disk BASIC Vcr3.0 


PC286IW 
(本体に 添付） 



ハードウェア • オプション 



ソフト ゥ i ァノ ハー ドウ i ァ 才ブシ a ン 



EPSON 
PC シリーズ 
用 才プシ ョ ン 



** 名 


fi 眷 


14 インチ カラ 一ディスプレイ 


CR- 柳 0 


PC マウス 


PC28^IS 


S り 2«7ぉ^'«»ブ11 セッサ 


PC286SEP 



PC- 286V シリーズ 
用 オプション 



商 。。名 


M 番 


20MBI 人 ハ一 ド ディ ス クュニ ッ ト 


PC286VHD20 


20MB 内 « ハー ド ディ ス ク ユエ ッ ト 


[PC286VHD21 


20N1B 内 * ハ一 ド ディ ス クュニ ッ ト 


[PCVIID22 


40MB 内 * ハ一 ド ディ ス クュニ ッ ト 


PC286VHD40 


4<K\im 勺 ハード テ' イス ク ユニット 


PCVHDH 


2NlBl'、i*KAM4;'— ド 


PC286RB2 


2MBI'^KAM--K- ド 


PCRB3 


「lMBi««JRAM モジュール 


PC2RM 
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プリンタ 



周辺 装置 



仕 様 


槻 種名 


H 本^ ページ プリ ンタ 


o 
o 

1、 

」 


48 ドク ト インク ジェッ ト 漢字 プリ ンタ 


HG-4800 


48 ビン ドッ トマト リ クス 漢字 プリ ンタ 


VP- 4800 


24 トツ トイ ン クシェ ット 澳チプ リン タ 


HG-3000 


HG-800 


24 ビン ドット マ トリ ク ス澳卞 カラ一 プリンタ 


VP- 3000 


VP- 2000 


VP-900 


24 ビン ドット マト リク ス * / プ リン タ 


VP づ 000 


VP 養 


VP-500 


VP-135EX 


48 ドット 》fe ^漢卞 カラー プリンタ 


AP-800 


24 ド ッ ト 熱 字 力 ラー プリンタ 


AP-550 



ffi£ 名 


璺 番 




I1DD-20R 


ハード ディ スク ュニッ ト 


HDD- 械 




I1DD-20E 




SR-240AT 


パー ゾナル モデム 


SR-120S 




SR-120MC 


パー ゾナル モデム ホン 


SR-120PH 


カードフ アッタス 


FR-1000 


ハンディ イメージ スキャナ 


GT-100V 


ハンディ カラー イメージ スキャナ 


GTM000 


力 ラーイ メージ スキャナ 


GT-4000 


プ レゼ ン テーシ 3 ン* ディ スプレ ィ • バネル 


PD-400 


マウス タブ レ ッ ト 


BS20 



mi 



コード 表 



ASCII コード 表 
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漢字 コード 表の 見方 




0 



あ 



J I S 
3030 



3040 



0 1 

旭 輩 
栗 袷 




芦： » 梓 圧 



5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 
56789ABCDEF 
―—— 扱 宛 姐 虻 飴 拘棱 鲇 或 



シフト J1S 



K 点 



8 8AK 1616 



安 



庵 按 暗 案 M 鞍 杏 



以伊位 依 偉 囲 



88BE 
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(D » 宇の 分類です, JIS % 1 水準の 漢字 は & ト 音 NS、 JIS % 2 水琳 の澳' ギは 
SI;rV の ifiift«i に 分 Hi されて います。 

② その 行の l*A: の'; S 卞の J1S 澳' f: コードです。 U6 進 R) 

③ その 行の 1»ん の 《 卞の シフト J1S コードです。 （16 進数） 

④ その 行の 1 S& の 漢字の 区点 コードです。 
⑤ ④の K 点 コードに 足す ftW です。 

⑥ ②の JISiS7: コード または ③の シフト J1S コードに 足す； Tdift です。 （16 
進》) 

例えば、 「安_! の JlSiH: コード、 シフト J1S コード、 区点 コード は それ ぞ 

れ 次のようになります。 

*JlSi« ド コード 3040h+2H 峙 3042h 

• シフト JIS コード 88BEh + 2H ^ 88C0h 

*K 点 コード 1632 + 2 1634 



3050 
い 3060 
3070 
3120 



1 31 
3140 



8 8CK 
8 8DE 
88EE 
893F 

894F 
895F 



1664 
1680 
1700 



1716 
1732 



逸 

緝溢 S 

維皂胤 

移 一 淫 

異磯飲 

畏郁引 

為育姻 

椅域因 



慰 井 咽 

意 医 印 吋 

惟 遗允韻 



威 謂 芋 陰 

委 衣茨院 



丑 運 穎 

窺 云 盈 

0 W 瑛 

卯 関 洩 

HI 泳 

迂湳 永 

羽 厩 栄 

烏姥 曳 

宇饅 映 

右蔚 0 

0 0 

唄 営 

滴 餌 

臼 荏 

碓 Is 



184 



JIS 第 1 水準 漢字 コード 表 





|X I 1 ！ 

1 . ' , • * 


0 


1 


0 


•} 

o 


A 
** 




ひ 


7 
i 


Q 
O 


Q 

u 


1 A 


1 1 


1 ビ 


1 o 

1 0 


14 


1 z 
13 


に,' .1.* 




J I S 


0 


1 


2 


3 


4 


5 


6 


7 


8 


9 


A 


H 


C 


D 


E 


F 


シフト JIS 


l へ 國 




2 120 






、 


o 


， 


• 


• 


： 


； 


？ 


1 


* 


o 




、 




8 1 3 ト' 
" 夏 リ皿 




0 10 0 




2130 








ヽ 






、' 


〃 


仝 


ク 


バ 


o 







- 


/ 




リ i 丄 ひ 




2140 


\ 




i 




• * * 


• • 








» 


( 


) 


〔 




[ 


] 


ft 1 c; K 






2150 


{ 


} 


< 


> 


« 


》 


r 


J 




』 


【 


】 


+ 


― 


+ 


X 


8 1 6 F 


014 8 




2160 


+ 






< 


> 


< 




CO 


• • 






0 






°C 


¥ 


8180 


0164 




2170 


$ 




£ 


% 


# 


& 


* 


@ 


§ 




★ 


〇 




◎ 


◊ 




8190 


0180 




2 220 

> 國 , ^^^^^^^^ 




♦ 


□ 


■ 


△ 


A 


V 


▼ 


•》 




— > 




ャ 


i 






819E 


び咖 




22 30 
























B 






C 


D 


ft i AK 


0 2 16 


•ii，- 
關 • レ 

/ ， 


224 0 


u 


n 


















A 


V 


， 






V 


8 1 HK 


\J £t O £t 


2250 


3 


























丄 




d 


8 ICE 


024 8 




2260 


V 


一 




< 


> 


r 


CO 


oc 


















8 1 [)E 


0264 




22 70 






A 


%o 


# 


V 


少 


■ 

t 


t 


， 










〇 




8 1 KK 


0280 




2330 


き 


1 


2 


3 


4 




に' 


7 


8 


9 














Q ? 4 

o & ^ I 




爽 : 


2340 




A 


B 


C 


D 


E 


F 


G 


H 


I 


J 


K 


L 


M 


N 


〇 


825F 


0332 


数 


2350 


P 


Q 


R 


S 


T 


U 


V 


w 


X 


Y 


Z 












8 2 6 ト ， 

v A* vy i 


034 8 

V v T U 




2360 




a 


b 


c 


d 


e 


f 


s 


h 


i 


j 


k 


1 


m 


n 


o 


8280 
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用語集 



ここで は、 ユーザーズ マニュアルの 中で 使って いる HUft のうち、 パソコン 
を 使うた めに 知って おく と 便 利な を アルファべ ッ ト 船 —五十 ff«i に^べ 
てあります。 



英数字 




AIF 



Automatic Intelligent Format の 略て す。 

ハード ディ スク 上に 発, t した 不良 セクタ を 探し、 不^ セクタの ある トラック 
の^わ り に ハー ド ディ スクの 代 W5« 城の トラック を 使 川で きる ようにす る 機 

能です。 

AIF によ り ハー ド ディ スク にィ、 良 セクタが タ 61: して も ハー ド ディ スク の' お 
饿 を滅ら さずに 《i 川す る こ とがで きます。 

オプションの 内 * ハード ディ スク ュニッ ト （PC286VHD40) は AIF 機 fife を 34 
«S しています。 



ESC/P 



Epson Standard Code for Printer の 略で、 エプソン が投 PT ，す る プリンタの 
コ ン ト ロール コード 体系です。 



IPL 



OS/2 



Initial Program Loader の 略で、 ハードディスク かから オペレーティング 
シ ス テム を起觔 す る ための tfi' 報です。 

ハード ディ スク から オペレーティングシステム を 立ち上げる ようにしたい^ 
合、 ファー マツ ト の^に システムと IPL を ハード ディ スクに 送し なけ 

れば なりません。 

米 |R] マイ ク ロソフ ト 社と 米 WIBM 杜が し、 マルチ タスク 数 
の アプリ ケーシ ヨン ソフト を 並行して 实行 でき る） を * ^した オペ レー ティ 
ング システムです。 MS-DOS が 8086»H に きされた のに 対し、 OS/2 は、 
80286W に WlJg された オペ レー テ ィ ング システムです。 



RAM ディスク 



RAM (メモリ） に対して フロッピー ディ スク などと M じょうに データ を 説み 

害き できる ようにし たもの を RAM ディスクと 呼びます。 

データが 《 気 的に 記録され ている ため、 ^み； 1 ! ^ きの 速度 は ディスク 装 S に 比 

ベて 非常に ^速です。 




RAM ボー ド RAM を 基板 上に * 装して、 コンピュータの 拡張 スロットに 装^で きる よう 

にした ものです。 パソコンの 待つ メモリ を if) やすほ か、 専用 ソフ トウ エアと 
組み合わせる こ とに よって、 RAM ディ スクゃ キャッシュ ディ スク と して 使 
います。 



RS "232C EIA (米 子 会) が 定めた、 パソコンと モデムの |H| で 怙 報 を や り 取りす 

るた めの W 侪 です。 RS-232C の说 格に や: 拠した f, ぼ-線 を 使って、 モデム を 介 
して、 あるいはめ: 筏 パソコン どうしで 怙 報 を 交換す る ことができます。 



VRAM Video RAM の "ft で， CRT ディスプレイな どに^ ポ する 文 宇 や グラフ イツ 

クをテ 'ータ と して <k;t£ する ための RAM のこ と をい います。 
EPSON PC シリーズ では、 テキスト WVRAM が 12KB、 グラフィック 川 
VRAM が 256KB 川 , なされて います。 



あ 

アクセス 




近付く、 ^れ る、 といった, 8; 味の 爽 です。 パゾ コンの ^合 は， ディスク 34 
[R が ディ スクに データ を^み きする こ と をい います。 
したがって、 フロッピーディスク アクセス ランプと いうの は、 フロッピー デ 
イス ク ドライブが フロッ ピー ディ ス ク にデー タ の^み お きをして いる こと を 
^す ランプと い ラ.き： 味になります。 



アプリケーション ソフト ある H 的 を' お rr する ために 作られた プログラムです。 文 « を 作成す る ワード 

プロセッサ、 データ をな 《 し^^する データベース など、 いろいろな 神 類の 
ものが あります。 



インターフェイス ％VWri、 ^界 Wt いう S: 味の^^です。 パソコン 本体に 周辺 343? を 接 絞す る 

ために、 パソコンと^ 辺 の l!il に; S かれる を 指します。 
例えば、 枝 絞 ケーブル や 拡張 ボードの こと を インターフェイス ケーブル、 ィ 
ン ターフェ ィ ス ボードと も 呼びます。 
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才ぺ u~ ティング システム パソコン や いろいろな 装; s の^ 作 を^^したり 制御す るた めの プログラムで 

す。 オペレーティングシステム は、 パソコン 本体と^ 行す る アプリ ケ一 ショ 

ンゾフ トの IHJ に 立って、 お だいの W 報の 行 き 来 を 円滑にす る 觔 きをして いま 
す。 

アプリケーション ソフト を才 ペレ一 ティング システム I. で # 力 かせば、 パソ コ 
ン本体 や は 1 辺お; K は オペ レー テ ィ ング システムが して く れ ます。 また、 
W じ オペ レー テ ィ ングシ ス テム I. で 作った ほかの アプリ ケーシ ヨン ソフトの 
データ を it« 的 筒 単に 利用す る こ ともで きます。 



力' 




拡張 フォー マツ ト 



ハード ディ スクの フォー マツ 卜の ff さ^のひ とつです。 

ひとつの オペ レー テ イング システムで ftJS の^ ^を 確保で き、 また ケち I. げ 

る 铋« を « 択 できる、 などの 特 a が あり、 や-フォーマット と比べて ハード 

ディ ス クをィ I 幼に iAHJ する こ とがで きます。 



拡？ ft スロッ ト パソコンに いろいろな w 辺お;: ^を^ して 使う 場 ^ に、 拡 《 ボード を 接^す 

るた めの スロッ ト です。 

拡張 ボー ド ノ 《ゾコ ンの拡 * スロットに 核 tft する お: K です。 ^板 上に いろいろな 部, V, が' お 

装され ている ために、 その 形から 拡 « ボー ド と 呼ばれ ま す 。 

拡' Jii ボードに は、 拡! ボード CJ^ が ひとつの 34;!5 である ものと、 ある を 

パソコンに 《 校す るた めに 拡 * スロッ トに接 《 する ものの が あ り ます。 



さ 



キャッシュ ディスク 



ディ スク に^して^ みおき した データ を メモリに W なして おき、 次から はデ 
ィ スク h の データ を^む 代わりに メモリ 上の データ を^む' こ とで^み 込みの 

は逨 化 をす る {> の をい います。 



クラスタ 



オペ レー 



イング シス テムが ディ スク 上. の データ を 冗 巧! す る 1れ 位です。 



クロッス ス ヒー ド パソコンの 屮 fl<Sf; である CPL' のお Jf1-:i4f£ のこ とです。 

クロック スピ一 ドが 速い ほど * コンピュータの データ^ 巧! -迚度 も 速く な り ま 

す。 



ト" 



オペレーティングシステムから パソコンに 対 して fl: ^を 衍^す るた 

です。 

どのよう な fl:'|W:W して どの コマ ン ドが ふしてい るか は オペ レー ティ ング 
システム によって 違います。 



コント ロール コー ド 



プ リ ンタが 文字 を 印字す る t きに, s: 字 を 拡大 し た り 縮小 し て 印字 し た り 、 
と いった 付加 的な 棟 能 を' おむ す る ための 命令です。 

コントロール コー ドに はい く つかの f4; 糸が あり、 ^^的な ものと し て pc 
H《 系 と 系の 2 つが あ り ま す „ 



漏 し 

磁気へ ッ ド 




フロッピー ディ スク ドライブ や ハード ディ スク ドライブで、 ディ スク ！. のデ 

ータ を^み？ F きする です。 フロッピ一 ディ スク ドライブ では 磁 ^ へッ ド 
が ディスク 1«に《 触して データ を^み 力: きする のにん f し、 ハード ディ スクド 

ライブで は磁 バへッ ドは ディ スク |ぉ から 少し 浮いた 状態で データ を说 み卅' き 
します。 



周辺 装置 



す 



パソコン に 接 絞 し て 使 III す る ^おの 総称です。 




数値 演界 ノロ セッサ CPU の 補助 的な 装; おとして、 ft 神の i»» を ハード 的に^ 速に 行う ものです。 

本棵に は ftWiiim プロセッサと し て i80287 が 使川 でき ま す。 



ストリーマ 



ハード ディ スクの データ を バックアップ する ための 装; K です。 ゥリ H の 力一 ト 
リ ッジ テープに 20MB、 40MB の データ を,; i! 诋 する こ とがで きます。 



セクタ 



ディ スク 上の ffifti を^み^ きする 中-位です。 ディ スクの ffiHi や 使う プロ グラ 
ム によって、 1 セクタに どれく らいの tfiffi が どのよ うな 形で お される 力' が 

決ま ります。 

ト ラ ックを 放射 状に K 切った 1 つ 1 つの SfiW が セクタです。 



て 



データ 通ィ t «ft の コンピュータ を 《 ^して データの やり取り をす る こ とです。 パソコン 

ど う し の 接 校 は RS-232C インターフェイス を 介して 行います。 
特に、 パソコン どうしの) fli 離が 瞜 れ ている^ 合 は、 モデムな どの^; K を' ,にぷ 
1"1 跺を 使って パソコン を《 絞し ます。 



ディレクトリ 「入 «»」 r 屯^ «u などの « 味 を 持つ «; おです。 ここから、 ファイルのお w 

や データが されて いる^ 所の,; じ« を IS します。 ディ レクト リ に,; ヒ おされ 

た trt 報から， II 的の ファイル を 探したり、 ファイルの 人き さな ど を 知る こと 

がで きます。 



デバ ィ ス (device) のこ と をい い、 待に コン ピュー タの ^现 の 屮心 と もい える CPU 

に 悄報を 送つ た り 、 CHJ から tfi 報 を 受け取って^ 理を する «S を «t します。 
CPU に Wffi を 送る を 「人力 デバ ィ ス J、 CPU から W 報 を 受け取る 装; K を 
「出力 デ バイ ス J と 呼びます。 



デ バイ ス ドラ イノく MS- DOS I. で その ま まで は 使えない 34;!? や 機能 を 使え るよう にす るプ ログ 

ラムの こ と をい います。 マウスの J 力き を アプリ ケーシ ヨン ゾフト に 知らせる 
プログラム （マウス ドライバ'）、 プリンタ を 使える ようにす る プログラム （プ 

リン タ ドライバ）、 効 * 的に H 本 >1S 人力 を 行う プログラム （II 本 ^フロ ン トェ 
ンド • プロセッサ） などが あります。 
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トラック 



陸上 枝 技で 使う トラックと じ. §: 味で 「^ifi」 を^し ます。 フロッピ一 ディ 

スクゃ ハード ディ スクの ディ スク ifii は M'C'I'I 状に b (切られて いて， この 部分 
を トラックと 呼びます。 



は 



バック アツ ブ 



パソコンで 作成した データ や プログラムが なんらかの' |t 故で 壊れても 人 丈^ 
なよう に. データの f-ttS を 作る ことです。 



ひ 




標準 フォー マツ ト ハード ディ スクの フォー マツ ト形 式の ひとつです。 お W20M 以 ドの ハー ドデ 

イス クの フォー マツ ト形 式で、 ひとつの オペ レー ティ ング システム にっき、 
ひ t つの SAW し か 確保で き ま せん。 




ファ ン クシ ョ ン キー 



キーボードの 上部に ある in)〜(n ^キーの こ とです。 文 卞 ゃ敉' お の キーと 

は 別に 特定の 命令 を め: 接 人力で き るよう に W 意され た キーで、 キーの 役 は 
する ソフト ウェアに よって 決ま ります。 



フォーマット 



フロッピー ディ ス クゃ ハー ド ディ スクに W して データのお t み； 1 f きがで き る よ 
う に、 オペレーティングシステムで ディ スク 上に? (j« を 作る こ とです。 

フロッピー ディ スクも ハード ディ スクも に フォー マツ ト を 行わなければ 

tew する こ と はでき ません。 



物理 フォー マツ ト 



ハード ディ スクの フォー マツ ト作^ の の ひとつです。 

ハードディスク h に データの^^ * 所 を 作る 作 * で， オペレーティング シス 

テムに よる 差はありません。 

物 ^フォー マツ トを 行った 後、 絞 いて 論理 フォー マツ トを 行う と ハード ディ 
スクが 使 ft! 可能になります, 



不良 セクタ 



ハード ディ スク. h に は 製造 時から データ^み 普き の エラーが 起こ り やすい 部 

分が あります。 このような S1; 分に データの a み お きをす ると. 後で データ を 
^み 出せ な く な るお そ れがぁ ります。 このような Si; 分 を 小 良 セクタと して S 

おする と、 才 ペレ一 ティング シ ス テム は その 部分に データの^ み お きを 行い 

ません。 



i80286 が 待つ て いる J 力作 モー ドのひ と つて 丁。 

i80286 を プロ テク トモ 一 ドで W 作させる に は、 OS/2 などの ブロ テク トモ 一 
ド W あの オペ レー テ ィ ング システムが 必«: です。 




ライ トプ ロテク ト 



フ o ッ ビー ディ 

さなく する 二と をい います. 



に対して、 データの,，: 'き 込み や'; ru;- をで 



り 

リアル モー ド 




i80286 が 待って いる W 作 モー ドのひ と つです。 

MS DOS などの オペレーティングシステム は リアル モー ド 上で します 



リストア 



ハードディスクから はかの, ヒ坨 お; おに バックアップした データ を、 兑 どう り 
に ハード ディ スク に) 乂す こと をい います。 



リセット 



パソコンの 'お iS が オンのと きに、 屯 源スィ ツチ を せずに パソコン 
を? を オンに し た め: 後 と レ1 じ に す る «f1: です。 本 機の 場 介、 tt'Gi の リ セ ッ 
トホ' タン を 押す と リセット されます。 

スィッチの オン/オフが コンピュータ 本体に も バ的 な 銜ぉ を' リ'. える のに 
M し、 リセット は', t'A 的な * 擊 をり-え ま せん。 



リ トラ クト 



シップ ディスク ともい います。 ハード ディ スク ドライブの 磁乂 へッ ド をシッ 

リ トラ クト をす る ことで、 多少の ft^Jj などが 加わっても 磁 A ヘッドが 磁' バデ 
イス クを 慯 つける こと を 防ぎます。 



一 マット 



ハード ディ スクの フォー マツ ト作 X： の TWi の ひとつです。 物^ フォー マツ ト 

を 'おむした 後、 ^いて 論^ フォー マ ッ ト を' おりし ま す。 

ハー ド ディ スク のど こから どこまで を どの オペ レ一 ティ ング システムで 使う 

か を 決めたり、 ハード ディ スク ヒの データ を する ための trt 報 を, 1 : き 込み 

ます。 




mm 



害 1 J り 込み ある プログラム を' お ii 巾、 その プログラム を屮 断して、 別の^ P|! を' お り' する 

こ と をい います。 
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